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沖縄原発事故避難者アンケート委員会 

２０１５年１０月２１日 



２ 

-

セシウムの１３７降下量（2011/３~2014/3 までの積算量）対数尺 

＊このグラフを理解する非常に大雑把な目安としては、沖縄に比べて、高さが３倍になる

とおよそ３桁の違いがあります。沖縄の汚染はおよそ５Ｂｑ／ｍ２、東日本の汚染は 

１０００Ｂｑ／ｍ２以上です。 



３ 

ヨウ素 131 の降下量（2011/３~2014/3 までの積算量）対数尺 

＊このグラフを理解する非常に大雑把な目安としては、沖縄に比べて、高さが３倍になる

とおよそ３ケタの違いがあります。沖縄のヨウ素１３１の汚染はおよそ４Ｂｑ／ｍ２、東日

本の汚染は１０００Ｂｑ／ｍ２以上です。 
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とびらのことば 

原発事故避難者の皆様

  「希望のとびらを開きたい！」は、原発事故避難者の皆様の今後の生活が、

「安心安全・安定した生活」になることを目指した私たちの願いと決意です。

皆様がわが子の命と健康を守るために愛する故郷から「離れざるをえないこ

と」に追い込まれ、必死に沖縄に避難した辛苦を思う時、胸が痛みます。皆様

へのアンケートの中で「３・１１で人生設計を狂わされた苦闘」の実態が浮か

び上がり、「福島に原発さえなければ」のフレーズは、全ての避難者の声の象

徴だと思います。そして、避難後の現在でも家族・父子分離、家庭崩壊、孤立・

離婚、生活苦、金銭問題等と苦悩はつきない状態での生活です。唯一の救いは

避難者の多数が、苦難の中、前向きに一生懸命に生きていることです。私たち

は、今後とも福島県内外の避難者の心に寄り添い、精一杯支援をします。その

際に重要なのは、避難者の生の声を直接、行政や関係機関に届けることです。

そのために、行政への要請や署名活動を実施しますので、ご協力をお願い致し

ます。本日、お届けした「原発事故避難者アンケート結果報告書」も、運動の

際にご活用下されば幸いです。 

県民の皆様 

  思い起こして下さい。東日本大震災や福島原発事故のことを。その時、沖

縄でも多くの県民や団体が自ら進んで、支援活動をしました。街のあちらこち

らで募金箱を持った中高生。また直接、東北へ出向きガレキなどの片づけボラ

ンティア、安心安全な県産品食品の提供、支援物資の提供と様々な心のこもっ

た支援が展開されました。これは、ウチナーンチュのち肝心（チムグクル）で

す。また、沖縄県も原発事故避難者への住宅支援やニライカナイカード（割引

支援など）で、避難者の生活を支援し多数の避難者から喜ばれています。但し、

福島県外の避難者には届いていません。さらに国の支援策削減により、住宅支

援などが２０１７年３月末に打ち切られます。避難者にとっては、せっかく沖

今回のアンケート結果は、９４家族、２６４名の集計です。
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縄に避難しても、また、放射能汚染された地元に実質上戻されるのです。アン

ケートでも避難者の過酷生活が浮き彫りにされました。しかし多数の避難者が、

沖縄が住みよい場所と考え、沖縄県民の支援に「感謝している」ということで

す。私たちは避難者が支援を絶たれ半強制的に戻らざるを得ない選択を好みま

せん。避難者の自主的判断ができる環境を作りたいと思います。 

放射能汚染は冒頭に地図上で示しましたように甚大です。チェルノブイの放

射能放出量の数倍あるというのが東電福島第一原発の汚染放出の真相のようで

す。日本全域が汚染されていますがとりわけ東日本の汚染は非常に深刻です。

汚染は非常に長期にわたります。しかし、匂いも色も無い。公的な機関や企業

側が正確な情報を出し、住民に避難を要請するのが当たり前です。２９年前に

生じたチェルノブイリ事故により、その周辺では健康被害が全面的であり非常

に深刻であることが最近明らかにされてまいりました。しかしチェルノブイリ

で避難の規準とした被曝線量の２０倍も高い被曝量を日本政府は避難基準とし

ました。このような中で避難者の方は必至で情報を集め、未来の主人公の命を

守るためにご自身の生活を犠牲にして、自主避難という決断をいたしました。

安全論を唱える側からは「知識の欠如からくる放射線恐怖症」などと悪しざま

に呼ばれていますが、それとは正反対に、多くの情報を集め、賢明な判断をし

ているのが実情です。多大な苦難が伴っています。 

事実は、東電放射能放出事故は国が大きく関与する加害企業が明確な公害で

あり、汚染の事実と歴史的経験が自主避難者を放置しておくべきものではない

こと示しています。公害から一人一人の人格権をどのように守るのかという社

会の在り方の問題が浮かび上がります。 

そこで、県民の皆様にお願いがあります。私たちは、自主避難者の実態を行

政が掴んで必要な支援をしてほしいと願います。今後も、避難者への住宅支援

やニライカナイカードの継続・拡大を沖縄県や関係機関に要請したいと思いま

す。そのために、行政への要請や署名活動を実施する必要があります。県民の

皆様、是非とも避難者支援に、ご協力をお願い致します。その際に、本日、お

届けした「原発事故避難者アンケート結果報告書」も、運動の際にご活用下さ

れば幸いです。 

２０１５年１０月２１日 

原発事故避難者アンケート委員会 

委員長   矢ヶ﨑克馬 
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放射能汚染の実状と未解明の住民の放射能被曝状況 

福島原発事故以来 4年半が経過しました。 

歴代日本政府は、放射能放出による住民の健康、生活・職業、産業、医療、福祉、教

育・保育、環境などにわたる被害の全容調査を全く行ってきませんでした。その上、安

倍政権は住民の汚染地への帰還を迫り、原発再稼働を急いでいます。 

 沖縄にもたくさんの放射能被害者が避難してまいりました。福島県内の「指定地域外」

の避難者には「見なし仮設住宅」として家賃が無料になる支援があります。そのために

福島県内からの避難者はほぼ自治体により把握されているところとなります。しかし、

福島県以外からの避難者は「放射能の害も認められていない地域からの避難は自己責任」

とされ、何の支援も国や自治体からはなされませんでした。そのためにどこにどなたが

いらっしゃるかも全く分かっていません。市民組織として「つなごう命―沖縄と被災地

をむすぶ会」などの自主的な団体や多くの市民の皆さんが実質的な生活の支え合いを始

めていたとはいえ、つながることができる方は非常に少数です。 

紛れもなく放射能の被害者である福島県内外からの避難者が、放射能の実害あるいは

恐怖から他に身を守る手段が無く、急きょ、住み慣れた故郷を離れて来ているのです。

順調に沖縄で生活を維持できている方はどれほどいらっしゃるのか？どんな思いで生

活されているのでしょうか？ 

去る２月半ばからアンケート委員会が結成され、アンケート運動が始まりました。 

 

日本の放射能汚染状況 

報告に入る前に、日本の汚染状況を原子力規制委員会のデータから各県別にグラフ化

してみました。2011 年の 3月から 2014 年 1 月までに降下した積算量です。宮城県だけ

は 2013 年の 3 月までのデータはありません。それが図 1 と図 2 です。残念ながら、沖

縄県も例外ではなく、「魔の」放射性降下物が沖縄にも触手を伸ばしました。 

このグラフの測定は定点測定なので、地域の汚染を表す面測定（たくさんの地点を測

定する場合）による場合と比べて 1桁ないし 2桁の過小評価があり得ます。が、大雑把

には地域の汚染状況を確実に反映しています。縦軸のスケールは対数尺で、単位は Bq/m2

です。 

実に広い場所が汚染されています。ヨウ素が 1 万 Bq/m2以上あるところを数えれば、

山形県、栃木県、茨城県、埼玉県、東京都、千葉県、神奈川県と 8都県あります。セシ

ウム 137 では、同様に 1000Bq/m2以上あるところを数えれば、岩手県、山形県、福島県、

長野県、栃木県、群馬県、茨城県、埼玉県、東京都、千葉県、神奈川県と 11 都県です。

セシウム―137 は半減期が長いのでヨウ素―131 に比べてベクレル数は少なくても原子

の数としてはずっと多いのです（同じベクレル数でおよそ１５００倍）。以上の都県は

非常に汚染の強い地域です。 



９ 

 

さらに恐ろしいことには、上記の都県を含む汚染の強い 17都県では、2014 年になっ

て今なお、放射性物質が空中にあり、放射性降下物として降下し続けています。深刻な

実態が各地の記録の上で明瞭です。 

放射線は少量でも健康被害をもたらします。放射線に強い人もいれば、感受性の高い

人もいます。突然死が増加していると巷ではささやかれていますが、亡くなった人は「放

射能は危ないよ」と語ることはできません。放射線量が低いと言って、「害は出ない」

と安全論を説くのは非常に乱暴で、非科学的で民を切り捨てる姿勢です。 

そのような状況下で、政府のとっている「住民を保護する区域」は高濃度過ぎて狭す

ぎ、全く実態に合わず、住民の健康に生きる権利を無視していると言わざるを得ません。 

私たちは、避難している方は、伊達や酔狂で故郷を離れたのではなく、まさに放射能

により被害を受けた被災者なのだ、という位置づけからアンケートを始めました。 

一日も早く実現してほしいのは、政府あるいは自治体による実情調査とそれに続く日

本住民の人格権に基づく法的医療的保護です。日本が民主主義の根本思想である「個を

尊厳する」国であり続けることを望むものです。 

 

 

図１ 放射性ヨウ素 I-131 の降下量 宮城県はデータ採取不能につきデータ無し。 

 

 

図 2 放射性セシウム Cs-137 の降下量 
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アンケート結果 

 

２④震災以前はどちらにお住まいでしたか？  

 

回答者の県別分布をまずご報告します。上図のとおりですが、東京都からの方が一番多

く、福島県が次いでいます。16 都県からの方々です。出身に「沖縄県」がありますが、

この方はいったん他の都道府県に移住した後に福島原発事故が起き、沖縄に U ターン

したという経緯を持ち、出身県を沖縄としたというものです。沖縄への避難者は、福島

県からの方が半分、それ以外からの方が半分程度という判断をしておりましたが、回答

者の分布状況はそれとは異なっています。福島県内からの方にはたくさんの実態調査や

アンケートなどが行われ、それらが回答率を低くしている要因でもあると判断していま

す。住宅支援を受けている福島の方が避難者のひとつのグループを形成し、福島県以外

からの方がもう一つのグループを形成することは、共通の理解であると信じますので、

以後の設問に対する回答の整理を、福島からの方の傾向と他都県の方を比較するような

形式をとりました。 



１１ 

 

１回答者とご家族についてお尋ねします。 

① 回答者の性別     ②回答者の年齢 

  

福島県からの方は男性回答者が多く、    いずれも 40 台が一番であり、 

福島県以外は女性回答者が圧倒的です。   次いで 30 代、50 代と続きます。 

福島県内の方が家族そろって避難でき 

ている割が多いのではないかと推察します。 

 

③回答者は 既婚？ 独身？ 

 

既婚が 4 分の 3、独身が 4 分の１ という割合です。 

 

④同居している家族    ⑤避難前の家族 
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避難家族の特徴はお子さんの割合が何といっても一番多いことです。福島県は、子供を

持つ家庭は避難前１５家族（７１％）、避難後１２家族（５７％）。福島県からの方は２

０%減少しています。それに対して福島県外からの方は避難前と避難後のお子さんを持

つ家庭は同じ５２家族（７１％、人数は一人減少）。避難前にお子さんを持つ家族は全

てお子さんとともに避難してきたものです。また、夫の数は避難前より約半分に減少し

妻の数は７０％程度です。夫の方が避難している場合は妻の方も一緒である割合が高く、

妻に当たる方が避難している場合は、夫は一緒ではないケースが多い。夫婦ともに避難

できている方は福島県内の方が県外より若干多いという現状です。これらから、避難は

子供さんの健康を第一に考えて踏み切り、家族が別れ別れになっている状況が浮き彫り

になります。 

 

⑥夫婦関係     ⑦家族関係 

   

幸いにも「良好」、「絆が強まった」、   夫婦関係と同様な傾向です。「不和になった」、 

「変化無し」の方が４分の３います。 「もめている」「絶縁状態」が合わせて福島県 

「不和になった」、「信頼なくなった」  内は１５％、福島県外は２６％です。福島県

方が４分の１ほどいます。「信頼が   外からの方の方が厳しく深刻な状況です。 

なくなった」方は福島県以外の方が   関係が悪くなるのは、主として避難すること

福島県内からの方より２倍ほど多い   に対する考え方の違いを反映するところが多 

状況です。夫婦分離の実態とも関連し  く避難生活の厳しさを倍加しています。絶縁 

ているようです。また意識的に広めら  状態にあると答えた方は福島県外だけで 

れた「関東地域は汚染地帯ではない」  福島県内にはありませんでした。 

という汚染の実態に反した行政の 

姿勢も反映しているのではないかと 

判断されます。 
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⑧二重生活をされている場合、特にお困りのことや問題点をお聞かせください 

 

傾向として家族分離、生活費の増加や家族が合うための経費の悩みが５０％を凌駕し、

次いで、多様な諸問題への対処に加えて孤独、離婚などが多い。 

 

１－⑧「二重生活をされている場合、特にお困りのこと」に記載された避難者の声 

避難者の置かれている状況や想い、特徴、共通点、それに対するコメント 
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ま

と

ま

り 

key  

word 

 

避難者の声、特徴、コメント 

 

 ※特徴とコメントはアンケート委員会の分析・考察 

 

医 

療 

 

 

 

 

 

放 

射 

線 

汚 

染 

 

放 

射 

能 

汚 

染  

不  

安 

＜避難者の声＞ 上の○７（家族関係）に丸をしませんでした。言葉で言

うなら「微妙」という感じです。兄は東京で具合が悪くなっているし。ま

だ小学校低学年の娘がいるので、避難を勧めますが動きません。でも、決

してヒステリックにケンカをした関係ではなく、とは言え放射能汚染を言

う私を理解しているわけではないようなので「微妙」な関係です。 

 ※○７は家族関係の善し悪しを問う設問。 

 

＜特徴＞ 放射能汚染について兄妹間で危険性への認識の差。  
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＜コメント＞ 兄妹で放射能汚染への理解への受け止め方がすれ違っている。実際に兄

の体調が悪くなっていることと。兄には小学校低学年の娘がいるので、避難を勧めるが

避難しないことに(妹)私は悔やんでいる。兄妹の関係は良好だが、放射能汚染を言う妹(

私)を兄が、理解不足であることに悩んでいる。放射能に対して学習による共通理解が求

められる。 

 

 

 

 

 

 

人 

間 

関 

係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家 

族 

関

係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家 

族 

分 

離 

・ 

父 

子 

分  

離 

 

 

 

 

＜避難者の声＞                        

     主人のＸＸと沖縄の交通費が高くて困る。主人が東京で仕事

している間の食事が１人で可哀想。主人が息子の成長を常に見てあげら

れない、見逃している。 

 ＸＸと沖縄は遠いのでなかなか家族に会えないのが辛いです。お金も

かかるしね。 

 父子、離れている時間が長く、又、夫婦も離れている時間が長いので

、大きな問題しか相談できなかったり、大きな行事しか報告できなかっ

たりする。 

 子どもが父親に会えずに寂しがる。出費がかさむ。 

 主人は月に１回～２回の来沖ペースで、普段は大人の私だけなので、

長男が成長していくなんで、男親の必要性を感じることがある。 

 夫がＸＸに住み、仕事をしています。経済的に厳しいのはもちろんの

事ですが、夫の健康状態も気になります。私は子供と沖縄に来ましたが

、夫実家から「いつ戻るのか？」とよく聞かれ、ストレスです。二重生

活を始めてもうすぐ４年です。子供の心のケアも必要なのかと色々悩む

事が多いです。 

 離れて生活しているので、今まで以上に妻や家族を思う気持ちが強く

、それが絆が強まったと感じるのかもしれないが、子供の病気や進路に

ついてすぐには対応出来ず、非常にもどかしい思いでいっぱいです。 

 父親と子供の会える機会が減少した。父親が子供に会いに行ったり、

その反対の場合でも、交通費や時間の負担が増えた。 

家族 

理解 

度 

 両親（特に義理の）から避難の理解が得られず、良い関係を築けてい

ないのが悲しい。 

 汚染地帯で暮らす身内が心配。 

 

 

 

 

夫婦 

関係 

 夫婦が一緒に住まない期間が長引くと、コミュニケーション不足とな

り、信頼関係が崩れがち。 

              

人 

間 

関

家 

族 

関 

 

孤 

立 

 （３：１１以前からの話）小さいころ、離婚した母と弟がＸＸに居るが

、安否不明。父親は既に死去で、天涯孤独の身です 

 離婚した。かなしい。今１人でいるさみしい。なんで神も助けてくれな
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係 係  い。 

 沖縄に避難後に離婚しているので、特になし。 

＜特徴＞ 人間関係の中で、家族分離は、様々な困難な問題が生じさせている。ケースに

よっては深刻だ。 

＜コメント＞                               

 下記の通り、原発事故が人間関係・家族関係にもたらした問題の弊害は大きい。特に父

子分離は子どもの人格形成に悪影響である。 

○ 家族分離による夫婦分離が長期に渡り、夫婦関係を崩しかねない。実際に離婚に至っ

た事例があった。                               ○

 家族分離により、母親が「長男が成長していくなかで、男親の必要性を感じることがあ

る」は、正常な子育ての環境が奪われている。子どもの幼児期や思春期には、父親の関わ

りは不可欠だ。 

○ 避難後に夫の実家からは「いつ戻るのか？」と聞かれ、ストレスを抱え不安を募らさ

れている。 また、二重生活が４年になり、子供の心のケアも必要性が出ている。さらに

、祖父母と孫の関係の遮断は、双方に最悪で祖父母の孫への養育効果を喪失させている。 

○ 父子分離は、生活費を圧迫するので、父親と子供の会える機会が激減する。会う場合

にも交通 費や時間の負担が増加し生活苦で苦悩する。 

○ 稀な例だが、離れて生活していることが今まで以上に妻や家族を思う気持ちが強く、

それが「絆が強まった」と感じていて夫婦関係は良好のケースであるだ。ただ、子供の病

気や進路についてすぐには対応出来ず、父子分離は子供の成長に弊害が大きい。幼児期や

思春期の父親の役割は大きい。 

○ 義理の両親との避難の理解度の違いが、良い人間関係が構築できず、義理の両親に対

して避難への理解を切望。 両親が「家族そろって生活したい」というのは当然だ。 

○ 汚染地帯で暮らす身内への心配。汚染地帯が解消する見通しは極めて困難なだけに苦

痛は大きい。 放射能汚染は極めて危険だが、地元での生活にこだわるのも自然だ。 

○ 夫婦別居期間が長期化による、離婚の危機は当然だろう。しかし、その危機は原発事

故がなければ無かったことだ。 

○ 「離婚した。かなしい。今１人でいるさみしい。なんで神も助けてくれない」は、原

発事故が人間関係を破綻・孤立させる典型だ。 

 

 

 

支 

援 

 

 

 

 行 

 政 

 へ 

 の 

 支 

 援 

 

相 

談 

所 

の 

増 

設 

＜特徴＞ 「避難から移住へ」と考えている避難者への行政の相談体制が十

分ではない。 

＜避難者の声＞   沖縄への移住する決意が固まりつつあるが、①沖縄での

住居を確保するためには不動産処分して資金をつくる必要がある。そのため

には避難元へ何度か足を運ぶ必要があるためなかなか売却できずにいる。②

沖縄で住居を確保するには、不動産情報や税金等について相談できる相談で

きる所か少ない。 
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 要 

 望 

 

 

 

 

＜コメント＞  沖縄への移住の障害として①沖縄での住宅確保。そのために

は不動産処分して資金をつくる必要がある。それには避難元へ何度か足を運

ぶ必要が、地元に不慣れなのか、なかなか売却できていない。②沖縄で住居

を確保するには、 

不動産情報や税金等について相談できる相談所整備が不可欠だ。 

暮 

ら 

し 

 

生 

活 

困 

窮 

生 

活 

不 

安 

 ＜避難者の声＞  両親がだんだんと老いてきており、全てが心配。もし何

かがあっても、お互いに行き来ができる距離ではない為、特に健康面でのさ

さいな事は心配させないように・・・と気遣い、お互いの実情が把握できな

い。金銭面の支援も、自分たちの生活が苦しく、どうにもならない・・・。 

 

 

 

 

 

暮 

ら 

し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮 

ら 

し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 

活 

困 

窮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  

生 

活 

苦 

ＸＸなので買い物が不便。 

 現在は住宅支援していただいており、生活が成り立っていますが、打ち切

られた後は、二重生活を続けていくのは不可能であり将来の生活ではなく今

日・明日の生活の為、汚染地帯に戻らなくてはいけないという不安が常にあ

ります。 

 

 

 

生 

活 

安 

定 

    

 

＜避難者の声＞                          

   ４年が立ち、リズムがつかめるようになりました 

 ２０１４年８月上旬までは２重生活でした。８月上旬、主人も沖縄に移住

出来ましたが、２重生活の３年間は家族の２重支払い、（もちろん電気代、

ガス代、公共料金）大変でした。生活の中での家族の気持ちのすれ違い。精

神的ストレスも大変でした。 

 主人はＸＸ、私は娘は２人で沖縄。最初は理解してもらえず、離婚話。（

つらくてずーっと泣いていました）今は、主人も理解、健康被害（ニュース

など）の増加。２年後に移住予定です。 

 

 

 

 

 

 

金 

銭 

問 

題 

 

 

＜避難者の声＞ 

 子供と父親を会わせるための旅費や時間がかかり、金銭的・体力的にもつ

らい。 

 生活費がかさみ、日々の生活が大変。 

 経済的に厳しい、お互いを訪問しあう交通費がとても負担。手元にいない

子供の成長を見られない。 

 主人の理解が得られないままの自主避難の為、生活費が２倍かかることな

ど険悪ムード。子供と父親を離してくらせている罪悪感。年２回の帰省時の

旅費がかかる。 

 気軽に帰れない。かなり距離があるので移動の為の運賃がかなり負担とな

っている。                           

 子供と父親を会わせるための旅費や時間がかかり、金銭的・体力的にも辛
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生 

活 

困 

窮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い。 

 経済面の不安が毎日あります。住宅ローンも残っており、子供達も食べ盛

り。教育費もかかります。主人との関係は良好ですが、残してきたことの申

し訳なさ、実両親・きょうだい・義父母と会えない、精神的不安も毎日おそ

われています。 

 避難前とくらべて、生活費は倍位になっています。交通費、通信費も大変

です。電話やメールのやりとりでは、ちょっとした気持ちの行き違いがあっ

たり、心がいつも落ち着かない状態です。  

 二重生活で生活費が１・５倍になった。また、いつ家族と一緒に生活がで

きるようになるか先が見えない。 

 経済的な負担が大きい。親族や近隣からの理解が得られない。 

 二重生活の生活費と航空券代に困っています 

 お金が二重に・・・子供も父親に滅多に会えない。 

 経済的にきつい。すまいの出費は２倍になる 

 経済的に厳しい。お互いを訪問しあう交通費がとても負担と金銭問題で苦

悩。また、手元にいない子供の成長をみれない           

 生活費がかさみ、日々の生活が大変。 

 経済的に大変です。仕事をしていますが、子どもに合わせて土日休みの仕

事で高い給与は望めません。夫が年数回来沖していますが、航空運賃が高い

ため負担が大きいです。『帰ってきてほしい』ような事を遠回しに夫に言わ

れるとつらいです。 

多 

様 

困 

難 

 生活費の問題、夫の健康の問題、祖父母や身内との関係悪化、持ち家の維

持。 

 

暮 

ら 

し 

 

 

生 

活 

困 

窮 

 

多 

重 

生 

活 

 

＜避難者の声＞ 

 地元に３：１１後に完成した家がある。夫はＸＸに出向。３重生活をして

いる。ローンや家賃だけでも月々２０万かかっている。貯金がどんどんなく

なっている。年に２回位帰省するが、庭の手入れやメンテナスは実家まかせ

になっている。近所からどう思われているのか・・・心がバラバラな気持ち 

不 

明 

不 

明 

不 

明 

 毎月主人が・・・・ 

 

＜特徴＞  多くの避難者が生活不安・生活苦、金銭問題、多重生活、多様な困難を抱えて

いる。特に金銭問題は避難者の１００％が苦悩していたる。一方、わずかな事例だが避難

者の努力が結実して、生活が安定している事例もある。さらに、精神的な面では、避難者
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の９６％が前向きな生き方に心がけているのは、多くの国民を励ますものである。下記は

避難者の「暮らし」の各設問の特徴をコメントとして紹介する。 

＜コメント＞                                   

○ 両親の高齢化に伴い全てが心配ごとだが、簡単に行き来できないため不安と、お互い

の実情が 把握できないもどかしさを抱え。さらに、金銭面の支援も生活苦で、どうにも

ならない苦悩。   

○ 離島での交通整備を希望。                                  

○ 現在は住宅支援で生活が成り立っている避難者の共通の課題である。再来年、支援が

打ち切られた後は、二重生活は不可能なので、汚染地帯に戻らなくてはいけないという不

安に襲われ、苦悩。精神的ストレスは計り知れない。                 

○ 稀少例だが、２重生活の３年間は家族の２重支払い、生活の中での家族の気持ちのす

れ違いで 精神的ストレスに苦しんだが、やっと、その２重生活からの脱却への安堵感。  

○ 家族分離で、夫婦間に放射能汚染の危険性について理解一途せず、離婚話になった。

夫も理解をして、移住予定。やっと手に入れた二重生活からの脱却。そして、３：１１以

前のような心安らぐ当たり前の生活の確保の目処が、家族の精神状態を安定させ、生活の

安定に繋がっている。 

○ 出費がかさむ。家事、育児と金銭問題に苦悩。                 

○ 子供と父親を離してくらせている罪悪感。                      

○ ①経済面の不安が毎日ある。②残る住宅ローン。③子供達が食べ盛りで生活費が増加

。④教育費も増加。⑤主人との関係は良好。が、残してきたことの申し訳なさに罪悪感。

⑥実両親・兄弟・義父母と会えない辛さ。⑦精神的不安も毎日おそわれているのは、金銭

問題が根底にあり、様々な面で現れる深刻な典型。                 

○ 二重生活の中、いつ家族と一緒に生活ができるようになるか出口が見えない不安感は

、全避難者が抱える共通の苦悩である。先が見通せないほど、つらいことはない。       

          

○ 避難により経済的負担が大きく金銭問題で苦悩。また、避難について、親族や近隣か

らの理解が得られていないのは、心労につながる。                               

○ 家族分離のために、相互訪問時の交通費が負担。航空券の割引制度の適用が必要と考

える。 

○ 家族分離家庭に共通する問題。『帰ってきてほしい』ような事を遠回しに夫や親や親

族に言われると精神的苦痛は、計り知れない。また、３：１１以前には無かった金銭問題

に直面し、家族 関係が正常に保つのは困難である。原発事故がもたらした大被害はあま

りにも凄まじい。住宅ローンの問題も戻れる当ても不確実なのに金銭問題は重くのしかか

る。 

○ ３重生活のケース。様々な問題を抱えて苦悩している。「心がバラバラな気持ち」は

、金銭問 題のみならず、多重生活苦、両親への負担。近隣との関係の懸念等で精神状態
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が不安定である。 カウンセリングの対応が不可欠である。 

○ 「毎月主人が・・・」の声は、何を言いたいのかを読みとれなかった。ただ、避難に

より、苦悩していることは推察できる。 

 

 

 

⑨ お子さんがいる場合、子育てや教育でお困りのことはありますか。 

 

子どもを持つ家庭の半数以上の方が「困っている」状態。「困っていない」と「困って

いる」の比率は、福島県内からは、４５％：５５%、福島県外からは、３３％：６７% 

であり、福島県外からの方が、悩みがより多い状況です。 

 

⑩ 子育てや教育でお困りのことについて具体的に教えてください。 

 

グラフは全体での割合の多い順にならべました。教育環境の差について当惑している福

島からの避難者の訴えが突出しています。 
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１－⑩子育てや教育で特にお困りのことについて 

 

大

き

な

ま

と

ま

り 

小

さ

な

ま

と

ま

り 

key 

word 

 

特徴、避難者の声、コメント 

 

 ※特徴とコメントはアンケート委員会の分析・考察 

医

療 

出

産 

出産不

安 

＜避難者の声＞ 今後、子供を産みたいが、汚染を気にして中々出産

にふみこめない。 

＜特徴＞ 放射能汚染による出産へのためらい。女性全体に対する冒涜。 

＜コメント＞                                 

     ○ 「今後、子供を産みたいが、汚染を気にして中々出産にふみこめない」

の悲痛な声を東電や国 は、どう考えるのか？「生命を産み育てる」という女性が出産

に二の足を踏むというのは、全ての女性に対する冒涜である。また、少子高齢化社会解

決の基盤を破壊する悪行だ。東電や国の責任はあまりにも重大である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人

間

関

係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家

族

関

係 

 

 

 

 

 

 

家 族

 分 

離 

 

＜避難者の声＞ 

 家族が離れて生活したことによって、子供にもさみしい思いをさせ

ました。 

 家族のサポートが得られない。 

 家族の両親が、孫に会えずに寂しがる。また、子育てを両親に手伝

ってもらえないので大変に思う時があります。 

  緊急時に頼れる身内がいない。 

家 庭

 崩 

壊 

 前妻と子を一度沖縄へ避難させたが、４／６「入学式がある」とＸＸ

へ戻ってしまい、以来心配が続いている。放射能に関する危機意識が

共有できなかったことは非常に辛かった。すでに夫婦関係にはなく、

説得できなかった。 

 

 

 

 

父 

子 

分 離 

 父親と離れていること。 

 今は沖縄の青い空の下のびのびと育っていると思いますが、父親不在

の生活、いつまで続くか分からないので、心のケアなど必要なのか不

安です。 

 父親不在なので、ダイナミックな遊びを子供にしてあげられない。 

 本来なら父や祖父母や親戚の人を身近に感じながら、愛情をたっぷり
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もらって育てられたのに、私１人で育てているのでストレスが大きい

。そしてそのストレスを子供にぶつけてしまっている。私の精神が夫

婦仲が悪い中、子供の大切な時期を過ごさせてしまった。 

  父親が不在が長い為、特に男の子なので母だけでは補うことができ

ない。お金のことで、十分な教育ができない（色々と夢があったけれ

ど・・） 

 

親 子

 問 

題 

 

 近くに住めないので、すでに独立しているとはいえ、子供との関係

が疎遠になる。 

 

 これからの子供の進学、進路に悩む。生活したい場所が子供と親と違

う場合がある。本来はなじみの土地へ帰りたい気持ちもあるが本土に

帰るとなると、原発もたくさんあり地震や津波の心配もあるので、ま

た、再度の避難が必須になるのではないか、と悩む。 

夫婦関

係 

 主人と煩雑に電話をして、解決していくようにしている。 

 

帰省願

望 

  離島なので、高校進学や子供（長女・次男）が父親と長男の家に帰

りたがる。 

    ＜特徴＞ 避難したことによる家族間や家族以外との人間関係の深刻な悪化。     

          

＜コメント＞               

○ 人間関係の中で家族関係が中核であるだけに、原発事故が家族に様々な弊害をもた

らしている。 子育てや教育は、両親及び親族の中で育まれなくては健やかな人間形成

ができない。特に、子どもの幼児期や思秋期の人格形成には父親の役割は大きいだけに

、原発事故による父子分離の実態は深刻である。また、夫婦分離が長期にわたると離婚

に至るケースもあったり、逆に夫婦間で連絡を密に取ることによって夫婦関係を維持し

ているケースもあった。さらに、子どもたちが避難先での友人関係形成に苦労したり、

沖縄の文化・習慣・風土に馴染めず帰省願望をつのらせていること等は３・１１がなけ

れば無かったことである。 国や東電の責任はあまりにも大きい。 

 

 

 

支

援 

 

 

 

行

政

へ

の

要

求

・要

望 

避難者

の苦悩 

 

 私には子供はいませんが、友達や避難先で出会った方々、お子さん

の事でいろいろと考えている姿に出会います。お弁当の事等、学校等

が理解してくれなかったり、汚染を理解していても経済的に汚染の可

能性のある食材を食べなくてはいけなかったり、などです。お困りの

事は、もっと沢山あります。 

子 の

 一 

時 預

 子供をちょっと預けたい時に、困るという程ではないが、親戚が近く

に居ないので、親しくしてもらっている家庭へ頼むか、二の足を踏む

。相談したい事はあるが（預かってもらいたい方に）実際預けるに至
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 か 

り 

ったことはまだない。 

 少しの間や、用事がある時、親類がいないので、預けられない。いつ

も一緒につれていくこと。（困っています。） 

 子を預けたい時に近くに頼れる人がいないこと。 

＜特徴＞ 子の一時預かり所などの支援を行政に要望。              

      

＜コメント＞ 

○ 避難者が避難先で前向きに生活しようとするが、用事などで子どもを預ける所がな

く困っている。特に母子避難者にとっては、生活のために働こうにも様々な制約が科せ

られ深刻である。子の一時預かり所などの整備が不可欠である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮

ら 

し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生

活 

・金 

銭

・食

生

活 

 

 

避難地

へ 

の適 

用困難 

 主人、家族（祖父母・親戚）が側にいない事による、精神的不安。将

来への不安、沖縄の抱える国からの攻撃等、独特の風習、亜熱帯環境

の違いにとまどっています。 

  避難して３年経つが未だに沖縄に馴染めずに故郷に帰りたいと懇願

する。（５歳の孫） 

 子供が故郷を恋しがり、帰りたいと訴える。子供が沖縄は合わない

と訴える。 

古里へ

の郷愁 

 子供は小４の時に沖縄に移住してきたので、ＸＸ（実家がある）の

思い出もたくさんあり、別れた友達の事、そして今の生活の中で、時

々さみしくもなる様子。 

 

金 銭

 問 

題 

 預けることが気軽にできない。（お金がかかるので） 

  移住で収入が減った上に、高校生になる娘がいてお金がかかること

位です。 

 子供が大きくなるにつれて、お金がかかるのに、住宅支援が終わって

しまうのは、本当に困ります。 

生活環

境急変 

 ＸＸの学校に進学するつもりだったので突然の避難移住は大変でし

た。 

生まれた地を離れての生活に計り知れない苦労、我慢があると思う。 

避難者

への理

解度 

 福島原発の事故はもう過去のものとの認識が世間では広くいきわた

り、「まだ避難しているのか？」と言われるのは。  
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暮

ら

し 

 

 

 

 

 

食

生

活 

 

 

給食の

不安 

 食べ物が心配。なにがＯＫなのか。なにを食べていいのか。 

  給食で食べさせたくないものが出る事。 

 食べ物。給食やおやつの産地が表示されていない物。       

食生活

の安心 

 子供が放射性物質に異常に敏感なので、給食のないフリースクール

に通わせている。とても良い環境で満足しています。 

生活安

定 

  ＸＸで子育てするより環境は良くなった。避難による生活の安定確

保は、子育てに最善の環境だ。 

＜特徴＞  避難者にとって食品の安全性はもっとも関心が高い問題である。 

＜コメント＞ 

○ 避難者の避難の最大の理由は放射線汚染から遠く離れることと、安全な食生活を送

るためだと推察される。ただ、食の安全性については、流通の隙間をぬって汚染された

加工品が紛れ込んでいる可能性は否定できない。それを防ぐためにも、国の食品検査の

基準を厳しく設ける必要があるだろう。それと、各自治体の給食センターに検査機器を

常設することも不可欠である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教

育

・子

育

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子

の

環

境

整

備 

 

 

 

 

子 育

 て 

不 安 

 

 

＜避難者の声＞                        

       子供が病気のとき心細い。母子避難ですが、叱るのと

フォローと全て１人でやらなければならないつらさ、１人の時間がな

くなって余裕がなくなると、つい子供にあたってしまう時がつらい。 

 身内が１人なので仕事や何かあった時に子供を気軽に見てもらう身

内がいない 

 父の大切さ、１人での子育て。（しつけの面、心の余裕、生活の余

裕）なし。 

 片親のみの教育の限界を感じる。 

待機 

児童 

問題 

 保育所がいっぱいで待機児童で。現在４月からの入園を申請中。 

 ３才の子が待機児童なので働くことが難しい。 

 

 

教 育 

の 格 

差 

 

 

 

 担任の教育意識が低いと感じることがある。 

 教育に対する価値観の違い、文化の違いにとまどう。 

 沖縄と本土では、根本的に教育の内容が違う。（良くも悪くも・・

・）この状態で、もし帰還したら、子供は苦労するだろうと思う。※

子どもは成人している。 

 避難当時は学校のカリキュラムが全く違い、進学の時期にあたって

いた長女には可哀想なことをしました。大学の選択肢も狭められ、避

難前とは大きく方向転換をしました。次女については今、同じ事が言
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えます。 

 小学校は公立に入れていますが、クラスがずっと落ち着かず、もめ

事が多いです。中学は校区と別なところへ行きたいですが、私立は費

用がかかるし、引っ越しも大変で大変悩んでいます。 

不登校

問題 

 

 避難が急だったので転入（沖縄）先になじめずに、不登校に。その

後フリースクールに行ったり、逆に色々（教育について、親も、子供

自身も）考える時間ができたようで良かったと思っているので現在困

っているわけではないです。 

相談問

題 

 下の子供の進学にあたり、避難している事や、父子離れてくらして

いる事を先生に話すべきか悩んでいる。 

＜特徴＞  原発事故がもたらした深刻な弊害が、子育てや教育に現れている。特に家族

分離や父    子分離が子どもの人間的成長を困難にしている。   

＜コメント＞     

○ 子どもには、両親や家族（祖父母・親戚）の愛情をたっぷり受けて育つ権利がある

。特に幼児 期や思秋期の子育て・教育には、父親の役割は不可欠であり、父子分離は

子どもの人格形成にとって大きな弊害である。また、アンケートの中で教育格差に戸惑

う事例があったが、沖縄の教育 や低学力問題には誤解がある。沖縄の場合は基本的に

受験学力一辺倒や競争主義ではなく、知・徳・体のバランスとれた人格形成に重点を置

いている。さらに、学力問題で言えば、全国学力テストは、４７都道府県の平均はほぼ

横一線にひきしめあっている。微妙な差を無理矢理に順位をつけ競争を教育に持ち込む

ことが大問題だと思う。決して沖縄の学力が低い訳ではない。大学進学率が低いことは

沖縄の県民所得が低いことと関連がある。大切なことは、子どもたちが自ら学ぶ意欲や

学ぶ喜びを引き出す教育であろう。よって、「たくましく健やかで心豊かで賢くなって

」との願いは父母・教師・社会の共通の希望である。子どもが豊に人間的成長をするよ

うに、国には、教育環境の充実・整備が求められる。 

無し   特にありません。 
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２ 避難について                                 

① いつ沖縄に避難されましたか？ 

 

震災・大津波・原発事故直後が一番多く、大多数の方が３．１１から１年

程度で避難に踏み切っています。２０１１年３月中に避難した方は福島県

内・県外同率の１９％の方が避難しています。しかし、避難される家族は

昨年年末までずっと継続しており、被曝を巡る事態の複雑さを示していま

す。２０１３年、１４年に避難した方は福島県内１０％、県外１６％の方

です。 

 

②避難先に沖縄を選んだのはどのような理由からですか？ 

 

福島原発から遠くで、国内では最も汚染が少ないという選択が多いように
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思われる。同時に原発がないという要素も大きい。知人がいることも大き

い要素のようです。 

 

③現在お住まいの市町村を教えてください。 

 

圧倒的に那覇市在住が多い状況です。福島県内・県外での方よりはありま

せん。２４市町村に分布し、点在している方も多い状況です。 

 

④震災以前はどちらにお住まいでしたかは冒頭に記載しました。 

⑤避難する際(避難行動や避難先決定について)に困ったことお聞かせください。 

 

お金が無い、家族と離ればなれになった、孤独感に迫られた、がビッグ３

です。 
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⑥避難してからの沖縄で生活を始めてからの困りごとはどのようなものでしたか？非

常に強く感じたことには 2 重丸をお付け下さい。 

 

 

上図が「避難後沖縄で困ったこと」、数が特に強く思ったことです。 

避難後沖縄で困ったことは、福島県内県外共通に訴えられている最多項目

は「生活資金不足」です。それぞれ３３％、３８％です。「強く思ったこ

と」でもトップに多いことでした。「心身すぐれない」は若干福島県内か

らが多く、次の「家族が離ればなれ」、「話し相手がいない」は福島県外

が１０ポイント程度多くありました。「住環境不十分」は１０ポイント近

く福島県内からの方が多く、次の「教育環境不十分」も若干福島県内が多

くありました。情報に関しての「放射能情報」と「生活情報」は圧倒的に

福島県外からの避難者に多く、孤立している方が多いことをうかがわせま

す。「賠償等」の不安は福島県内の方の訴えが設問中でも一番多い状況で

したが、強く思ったことには訴えがありませんで、賠償等に関して感じて

いる事項の異なりがうかがえます。「就職さき」「介護」の件では６家族

に１件の割合で決して少ない悩みではありません。 
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⑦住居関係についての問題点、ご意見、ご要望などをお聞かせください。 

 

家賃の件に関しては福島県内は、「補助が切れたら生活できるだろうか？」

という不安、県外の方は「住居費が高くとても苦しい」という内容です。

住環境に関する意見が多い。苦情に近い。田園地帯での広々した環境から

沖縄のアパート環境の変化が浮き彫りにされます。 

 

２－⑦避難者記述 

（家賃が高い、支援が欲しい） 

＊ もっと安いアパートに入りたい 

＊ 補助金がないので支払いが大変。 

＊ 借上げ住宅の支援があって生活ができているが、Ｈ28.3月で終了してしまったら、

その先、どうしていいのか分からず不安。現在住んでいる所が海のそばで、大き

な地震があり津波被害が心配。 

＊ 私は自主避難だったので、住むところ、引越し、全て自己負担だったのでお金が

なくなり大変です。 

＊ 家は、毎日 8 万円のしおくり（主人から）ふつうの家賃では、生活できない。。 

＊ 以前は持ち家でしたが、今は月 62000 円で神奈川に家の税、セキュリティ代など

も同時に払うので出費です。 

＊ 阪神淡路大震災でも長く住居支援がなされた。東日本大震災では尚の事、支援さ

れて当然であり、国、福島県は東電は県外避難者の住居支援を継続すべき。」 

＊ 2 重に家賃を払わなくてはならないため、満足な家賃・間取りの部屋に住めない。

狭い。 
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＊ 沖縄県は家賃が高く、もともとｘｘ県で田舎暮らしをしていた私たちにとっては

厳しかった。 

＊ 去年の 7 月で、支援が終了するのではないか・・・と思うと凹みます。住む場所

が 

＊ 住居費が高過ぎて困ってます。子供が大きいのに、その分の部屋が用意できませ

ん。タンス、机、デスク等ありません。買えません。 

＊ 現在、28 年 3 月まで延長になった住宅支援だが、その後どうしていけば良いか、

今だに生活基盤が作れず、そのまま住み続ける事も難しいが、新しい所を借りる

だけの資金もなく、帰還する決断もできない。不安しかない。 

＊ 初めて沖縄に住む為に見つけた家は最長 2 年と期限が決まっていました。なので、

娘が小学校入学前に今のアパートに移りましたが、姉、甥ｘ2、母と 6 名で住む

にはある程度広さが必要だけど、広い家は賃金が高い。 

＊ ニライカナイカードを持っていないと全く支援されない。 

＊ 収入に対して家賃の比率が高い。 

＊ 3 重生活で、故郷には 2011 年秋に建てたばかりの家があり、ローンを払いながら

なので広い賃貸を借りれず、子供達も自分も不自由している。家賃だけでも補助

してもらえたら本当にありがたいなぁと何度も思います。 

＊ 避難当初から、住宅支援金がもらえなかた。 

＊ 子供が引越しを希望している。住み替えしたいがお金がかかる。引越し先でも住

宅支援が続いてもらえるとありがたい。 

＊ 自主避難者の二重生活に理解が欲しい。町営住宅への入居に夫の収入をみられた

ら入居が全く不可能であるのは困った。 

＊ 住宅支援をできるだけ長くしていただけるとありがたい   

（その他） 

＊ 住宅支援を受けていて、昨年、医師の診断書をもらい、転居しましたが、避難前

はほとんどの人が広い敷地にゆったりと暮らしていたと思います。自分の意思で

はないのに見知らぬ土地でせまい部屋にとじこめられてる状態は人権侵害に近い

ですね。もっとゆるやかな対応を望みます。 

＊ 沖縄の家は狭い。又、コンクリートで夏暑く、冬は寒い。間取りなど内地とは全

く違うので慣れなくて大変だった。 

＊ 電車がないので 住む場所が限られる。 

＊ 風呂に追い炊き機能がない物件ばかりで困った。 

＊ ネコノミ被害、更に変電所隣で、携帯中継等の為か電磁波被害？５８号前で交通

騒音で、不眠、うつ病再発。 

＊ ねずみやアリの侵入が多い。ハブが出る。 

＊ 住居の屋上に携帯の基地局アンテナが設置してあり、電磁波に過敏になり体調が
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すぐれないです。 

＊ 時間がなかったため、家族一人だけが内覧して今の住居を借りることを決めたが、

引っ越して来たら予想をはるかに超えて狭く、1/3 くらいの荷物が入らなかった。

たたみ一枚分のスペースが内地とは違うことを知らなかったのが問題だった。内

地から来ると（特に東北の人は）冬物が多く、帰るかもと思うと捨てる事も出来

ず。沖縄の家には収納が少なく非常に困った。荷物を預かってくれるトランクル

ームなどを安く借りられたらいいと思う。 

＊ 最初は、ワンルームのマンスリーからスタートして、辛かったが・・・こちらに

来られただけでありがたいと感じ、ガマンしていた。避難生活も長くなり、少し

づつ物も増え、部屋を借りることができた。 

＊ 生活騒音がひどく一度転居を許可してもらったが選びに選んだ現住所も契約瑕疵

あり話と違う構造で再び生活騒音に悩まされている。借り上げ延長となった今せ

めて残りの期間まともに暮らしたいと考え現在権担当者と協議中である 

＊ いつまでも自主避難者の為に、国が血税を使ってくださっている事に、負い目に

思っている所もあります。 

＊ おかげ様で大変すばらしい地所、人々に囲まれています。 

 

 

⑧  家族や周囲の人との人間関係について（家族間、家族以外） 

 

避難を巡る意見の相違は家族間でも家族以外でも深刻であり、約４０％内

外の方が当てはまる状況でした。その結果不和になったという訴えはほぼ
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４家族に１家族の割合で、非常に高率です。また、現実に家族とも友人と

も離ればなれになってしまったのは実に５０％の家族が体験しています。

また、友人と疎遠になってしまったのは半数以上の６０％の家族の悲哀と

なっています。これらは住宅無償提供がある福島県内とそれが無い福島県

外の両者に共通に当てはまるものです。避難することが理解し合っていな

い状況は家族間と家族以外の両方にわたって福島県外の方が福島県からの

家族より２倍ほども多いことが特徴として挙げられます。さらに学校関係

者と被曝に関する意識が異なるという苦痛が追い打ちを掛けます。これら

は放射能汚染とその脅威に対する政府や自治体の、住民保護に重点を置く

より、住民犠牲の上にでも、事態を正確に報道してパニックを生じさせる

より事態を「平穏」に収めたい、という政策が、住民被害の現実とそれを

避けるための判断とは食い違い、大きなギャップがあったことを示してい

ます。また、放射能被害は弱者には過酷に現れるけれども、強者には（少

なくとも短期的には）少しも現れないことを反映しているように思います。 

 

 

⑧－１１ 家族間で意見対立があっても避難に踏み切った理由をお聞かせください。 

 

前設問で家族間の意見対立が４５％（家族外とは３７％）もの意見対立が

有ったことが深刻な状況を示していましたが、ここでは避難を決断した理

由を伺っています。実に５０％に及ぶ避難家族が、子どもが被曝すること

を避けることを目的としています。家族間で意見対立が無かった家族を除

けば、子どもを持つ家庭ではすべての家庭が子どものために避難したと言

ってもよい状況です。次いで放射能汚染の程度などをご自分で調べるとい
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う事実確認を行うことが避難を決断する根拠になっています。さらにお子

さんだけでなく、ご自分や家族の体調変化が生じたからという、放射能汚

染がむき出した牙を避けるためという被害の現実化があります。国家的な

住民保護が無いまま、親として犠牲を払っても未来の世代に危害を及ぼし

てはならないという責任感と誠実さが現れ、政府の声高な大宣伝の「安全

論」支持しない現実の被害とこれからの被害を予測する科学性が、避難者

の皆さんの判断に現れています。何が本質的かを判断する賢さと決断力が、

現実の苦労を克服する強さであるとも判断いたしました。 

 

避難者の声 

（子どもの命優先） 

＊ 両親、特に母親から反対されたが子供の責任は自分にあるので夫婦で決断し、

今は理解もえているので良好。 

＊ 病気になったら、子供に何かあったら、後悔してもしきれないと思ったから。 

＊ 2011 年 3月 13 日、反対しそうな実父に何も告げずに私と子供で家を出ました。

（相談しても反対されると分かっていたので）口ではその後反対したものの、

孫がかわいいのか関係は良好です。家族の”離れてさびしい”気持ちより、子

の健康優先です。 

＊ 今はいいが、長い間生活していたら、子供の健康被害が心配だったため、ずっ

と住み慣れた地元を離れ、避難に踏み切った。 

＊ 何としても子供を被ばくさせたくなかったから。 

＊ 私からすれば当然の事です。人間ですからいつかは死にます。でも、放射能汚

染は代々悪影響が残り、何の責任も取れず、私が死んだ後の世代に何も出来な

いからです。最低限、自分の事を大事に出来なければ、ひと様の事を自分以上

に大事にする事などとてもできないからです。 

＊ 子供の健康を考えて。 

＊ 元々、飲食店を営んでおり、扱う食材への不安が拭えなかったことと、震災後

の夏から当時 1才だった次子が繰り返し肺炎で入院になり、その中で自宅庭の

線量が 0.7 を超えていたため。 

＊ チェルノブイリの原発事故、広島・長崎での原爆投下後の健康被害を参考に福

島原発に不信を感じた。マスメディアの報道、国の事故当時の説明の不十分な

対応（健康被害、避難対応について、爆発当時後各地できちんと国が計測しな

い事、各種の成分｛コバルト、ウラン、プルトニウム、セシウム等｝）に子供

の健康をこの地で安心して子育てできるか不信に思った為。 

＊ 子供のいのちを守るため。被ばくでおじは、ＸＸでなくなりました。（汚泥を

運搬） 
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＊ 子供の命を、健康を最優先に守るため。震災後の死亡人数が上がってきている

ことを考慮して。 

＊ 赤ん坊がいたので、もし後で大丈夫であったとしても最善をつくそうというこ

とになった。 

＊ 子供の為。 

＊ 子供を守るには避難しかないから。 

＊ 子供達の体調に変化があり、震災のストレスだったのかもしれませんが、環境

を変えてみたかった。 

＊ 子供の将来を考えた時に、後悔したくなかった。 

＊ とにかく子供を自由に外で遊ばせてやりたかった。 

＊ 沖縄にいっしょに避難した次女が被爆の危険性を強く訴えたこと。土地も空気

も長く汚染されてた状態が続くと考えた時、すべてを捨てても命を守るのが最

優先と考えました。 

＊ 娘の将来、娘が将来産むであろう子供を守りたかったから。 

＊ 大学の専攻が生物学で放射線被爆の害を知っていたので、家族間での意見対立

をおそれて、健康被害を被りたくない、という強い思いがあった。（特に自分

の子供に関して） 

＊ 子供が小さいので不安 

＊ 子供を守りたいため。 

＊ 沖縄に住まわせていただくきっかけは子供たちです。本当に良い学校、先生と

の出会いに感謝しています。 

＊ 子供の健康を第一に考えたため。 

＊ 子供の体調不良が異常だったので。 

＊ 子の将来を守る為。原発の恐怖心 

＊ 自分には我が子を守る責任がある。この先何があっても人のせいには出来な

い。後悔したくないと思ったから。 

＊ 子供を授かったため。 

＊ 夫にはずっと訴えていて、身内には、バカにされていたが・・・息子が、アレ

ルギー体質（カナリア）の為、小さな異変が多くて・・・骨折までした。夫か

らの OK が出て、すぐに行動した。（自分自身も体調悪化） 

＊ 避難しなければ子供達が被爆し続けることは明らかで、体内、体外ともに蝕ま

れていくのを見過ごしていくことは親として出来ないと判断した。 

＊ もう震災時にＸＸで相当な、かなりなヒバクをしているので、これ以上のヒバ

クをさけたかった。子供の将来の健康を何より一番にとりたかったので、他の

ものは全て捨ててでも、ヒナンした。 

＊ 過去の事より現実の事の方を取り孫の面倒を見るため。 
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＊ 子供と自分の健康を第一に考えることにした為 

＊ 子供の健康を第一に考えたから 

＊ 子どもが将来病気になるかと思うといたたまれず避難になった。ＸＸ県外から

沖縄へ移動したが、その間に子どもの体調がわるくなったため 

＊ 子供の将来の健康を守りたかった。後悔したくなかった。親の私達と子の体調

に異変が起こり、ネットで危険を知りました。福一と柏崎の危険性を。矢ケ崎

先生の情報等から知りました。 

（健康異変・環境の汚染） 

＊ 自分で調べたことに基づいて決断したから。 

＊ 主人はもともと私ほど放射能の影響を心配していなかったが、学校給食や毎日の

食事に苦労し、ストレスが増えている私を心配して沖縄旅行をきっかけに避難す

ることになった。仲が良かったのが良かったと思う。 

＊ 以降、自分の体調に異変があったので。 

＊ 体調がすぐれなくて、2 か月も寝込んだり、足に紫斑が出来たり、脱毛、熱が続い

たり、足のつめが真っ黒になったりしたため。 

＊ 神奈川県も放射能汚染により住み続けることが厳しい状況で母親と自分に内部被ば

くと思われる症状が出てきたこと。 

＊ ＸＸ（家）に 1週間滞在しただけで、健康状態が悪化したため。 

＊ 毎日、恐怖や不安、見えない物への心配で神経質になっていた。 

＊ 自分の体調が悪く死を予感したため。 

＊ 天職と考え、26年間ｘｘの道を歩んでいましたが、放射性物質の飛散が・にもかな

り在り（ホットスポットで）、ｘｘ家の命ともいえる材木が汚染された事で、家具

作りを断念しました。 

＊ 被ばくについての情報への感受性の低さと親子間の信頼感の低さに、失望した・・・

離婚しました。 

（事前の知識・本能的に） 

＊ 「生きたい」という生存本能に突き動かされて。 

＊ 危険だと分かっていたため逃げる以外の道はなかった。 

＊ 当時、ＮＨＫのアナウンサーが水をかぶった様な汗をダラダラ流して、福島原発の

事故の放送をしておるのを見て不信に感じたから。 

＊ 放射線汚染について、以前から関心があり、自ら調べたり、聞いたりしていて、か

らの事故。関東で暮らし続けるなんて、ありえない。（食物のこと、大気中の汚染

の事、どれをとっても無理だった。） 

＊ 計算できない被ばくリスクを計算しながら在京することが哲学的に云って不可能だ

った。 

＊ 親戚の中で罹災したのはウチだけ。親戚は支援もしないで口ばかり。「沖縄くんだ
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りまで行くのか」と言われました。 

＊ 住む家がないから 

（意見の対立は無かった） 

＊ 避難することに家族間での意見対立はなかった。早く地震のない所に行きたかっ

たので。 

＊ 家族間に意見対立はなかった。避難で一致。 

＊ ①同居する義母になぜ避難するのか説明し納得してもらうことに時間をかけて了

承を得ることができた。②避難元で親しくしていた人々と別れることになり、そ

れらの人々に理解してもらうことができた。（周りの人や高齢の義母からはなぜ

沖縄へ移るのかと何度か問われた） 

＊ あの状況下の中、最終的には、折り合いを付けた。 

＊ 決めたことを夫は理解してくれたので問題なしです。 

＊ 家族間では意見対立は、早期に解消し（食べ物の汚染や外出について）、避難に

ついては足並みがそろっていました。資金面での問題はずっとあります。 

 

 

３．生活費等についてお伺いします。 

①避難のために使った費用はどれほどでしたか？ 

  

福島県内からの方は５０万円までが一番多く、高額になるにつれて割合が

減少する傾向にあります。それに対し福島県外からの方は１００～２００

万円に中心があります。この違いは住宅支援があるかないかの差が反映し

ているのではないかと推察されます。それにしても避難すると簡単に言い

ますが、必要な出費だけでも多大な負担であることを改めて思い知らされ

ます。 
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② 月の生活費 

 

生活費では「変わりない」割合よりも増加したあるいは減少した割合が多

く、２極分離型を示します。必要経費が増加した側面と、逆に生活自体を

切りつめている現状が浮かび上がります。避難者の生活費は、「増加した」

は福島県内が福島県外より１５ポイント多く、「減少した」は逆に福島県

外の方が１５ポイント多い状況です。生活スタイルとして切りつめて生活

する家族の割合が福島県外の方が多いと推察いたします。 

 

③ 家計の状況 

 

家計の特徴は「余裕がある」は福島県外の方に少しいらっしゃいますが、

圧倒的に「厳しくなった」、「厳しい」が多いのが現状です。避難を支え

る収入源としての仕事を確保する厳しさと多重生活を反映しているのでは

ないかと思います。収入状況（4⃣－①の設問ですがここに一緒に報告します）

は増えている家庭はほぼ６％程度、減っている家庭はほぼ５０％です。避

難せざるを得なかった結果が生活を圧迫していることが明瞭です。 
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④収入源（複数回答可）    

 

収入源では「本人給与」が約半数です。配偶者等の援助は福島県外がほぼ

５０％、福島県内が２０％程度です。夫婦分離の実態が反映されます。預

貯金を「食いつぶして」生活費にあてる現状が３０～４０％程度あります。

この状況は避難生活が長期的に持ちこたえられる状況にはないことを示し

ています。 

 

⑤沖縄県内で公的、準公的支援を受けていますか？ 

  

福島県内の方の８０％が支援有り、福島県外の方の８０％が支援なし、の

現状です。 
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⑤公的支援が来年の 3 月で打ち切られる予定と聞きますが、どのような問題を生じる

と考えますか。あるいは支援を受けていない方は支援についてどのようにお考えです

か？ 

 

支援がなくなれば生活がやっていけなくなる、生活が厳しいので支援が欲しい、が全体

の２０％近く（記述者に対する割合は約３０％）に上ります。ニライカナイカードで助

かっているという記述が目立ちました。支援する対象者を拡大してほしいという声も多

くあります。事実を重視した住民の健康と生活を守る誠実な政治が民主主義というのな

らば、当然の声です。 

 

避難者の声 

（支援継続を！支援の拡大を！） 

＊ 支援を必要としている方にとっては、打切りはつらいことだと思う。 

＊ 家計がきびしいのでもらえたらうれしいが、地元の方々でもきびしい人もいるので

もらいづらいと思う。 

＊ 支援を続けてほしい。 

＊ ニライカナイカードで娘の通学するバス券を購入するのに助かってたり、住宅支援

があり、生活が出来ていますが、なくなってしまったら、生活が出来なくなってし

まいます。 

＊ この件、詳しくないですが、例えば、福島からの避難地域からの方々でも、支援が

打ち切られるのでしょうか？そうせあるなら、「税金」とは一体何の為にあるのだろ

うか？と思わざるをえません。沖縄に限らず、国単位で税金を被災者と汚染拡大の

防止に使うべきです。最初から個人の出来る業を超えています。もはや個人に出来

る事は、遠くへ避難する、食事に気を付ける、原発に反対し続ける、くらいです。 

＊ 福島の問題が何も解決していないのに、支援を打ち切るというのはおかしいと思い

ます。 

＊ 支援対象外からの自主避難者は自己資金を注ぎ込んで生活せざるを得ず、収入が追

い付かなければ生活を追いつめられるのを日々実感しています。 

＊ より質素な生活になると思います。 
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＊ 経済的負担が増し、生活が苦しくなるだろう。 

＊ 将来についての不安が増大するであろう。体調の事も心配である。支援を打ち切ら

ないでほしい。せめて子供が成人するまでは。（現在 13 才なのであと 10 年くらい

は支援が必要。）せめて子供がいる世帯だけでも！！！ 

＊ 支援は継続するべきだと思います。国は軍事的な費用、税金にお金を使用する前に、

現状の人々への支援を考えるべきです。 

＊ 福島県におすまいだった方々は、なにかしら、あるのでしょうが、関東全域はなし。

同じような意識をもって避難してきている、同じなのにと思う。 

＊ 支援されすぎるのも自立のために良くないが子供が被ばくし、学校休みがちな母子

は、仕事ができない。すぐに支援必要！自殺も考えています（知人）。至急、母子家

族、被ばくした子に支援を・・。 

＊ 支援が打切りになれば生活保護の受給率が増加するだろう。 

＊ 都道府県だけで線引きしないで欲しい。都内には、多数のセシウムによる、ホット

スポットがあり、児童の死亡率も上がっているのだから、東電、国保障の対象に入

れるべき。 

＊ 紋切型ではなく、必要な人の所へ適切に支援が届いて欲しい。審査と、支援そのも

のの評価制度を整えて欲しい。 

＊ 支援は継続してこそ意味があると思います。十年はお願いしたいです。 

＊ ＸＸから避難してきても、何も支援はないのが残念です。 

＊ 支援を受けていないので内容がわかりません。ただ、沖縄の方々も余裕のある方ば

かりではなく、支援をしていただけるのはありがたいのですが、色々な格差があり、

難しいですね。本当に困っている所から順に支援していただければと思います。 

＊ 支援の幅を被災した人たちみんなに広げて欲しい。福島や津波で家に住めない人達

だけが大変なのではない。 

＊ ニライカナイカードは大変助かっている。又水道料免除も大変助かっています。な

くなると大きな痛手だと思います。 

＊ 今現在の生活で非常に苦しい状況の中、支援が打ち切られた場合、本当にどうして

いいかわからない。ＸＸに帰ろうにも、それだけの資金もない・・・。正社員など

の職に就けたり、安定した避難者とそうでない避難者との格差がでてきている事が

非常に今後問題になるはず。 

＊ 母子避難者の支援団体はあるが、子供がいない方の支援は少ないと思います。単身

の大人で避難したくて住宅と仕事を探す手伝いをしたことがありますが、こちらに

住んでいない人の住宅や仕事は用意できず、まず本人が来てホテル住まい、となる

とかなりお金が必要。そうなると思いきって避難する道も閉ざされてしまいました。 

＊ 住居賃料支援が終了するまでに沖縄での住居を決める必要があるが、避難元の住居

等不動産売却ができないでいるため資金確保の目安がつかない。（どれくらいの額で
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売却できるかによって沖縄での住居取得が決まるため） 

＊ 支援をしてほしい 

＊ 住宅支援が打切りになると、ニライカナイカードや水道料無料、協同病院の無料診

察も終了すると思われます。一気に負担が大きくなり、生活成り立たなくなり、生

活保護を受ける人や、やむなく帰還する人が多くなると考えています。 

＊ ニライカナイカードはいつも利用しています。とても助かっています。消費税が 8％

になったので、8％だともっと嬉しいですが・・・。子供の国にも無料で入れるの

も、子供と休日を楽しむささやかな幸せです。続けてほしいと思います。 

＊ 程度の差はあれ、関東も汚染で住めなくなったのは同じなので公的に支援してほし

いです。 

＊ 支援してくれれば助かると思う。光熱費とかが免除されればすごく助かります。 

＊ 避難生活を継続することが困難となり、不本意な帰還を受け入れざるを得なくなる

と思います。 

＊ 家賃の負担が重くなり、生活が厳しくなる。 

＊ 福島以外が支援対象外となることへの不信感がいっぱいです。 

＊ ニライカナイカードだけですがとても助かっています。お金の問題は大きくて家族

との仲にもとても影響します。家賃補助は受けていないが、切実に補助が欲しいで

す。 

＊ 家賃負担は大きい 

＊ ニライカナイカードのみ。使える所が少なくなってきているし、今でさえ生活苦し

いのに、ますます困ると思う。本当は住宅補助もして欲しいくらいなのに・・・。 

＊ あればとても助かると思います。 

＊ 支援はニライカナイカードしか知りませんが、継続していただけましたら、ありが

たいです。 

＊ 生活が困窮する不安。 

＊ これから病気の人が増えるだろうから、その前に打切りたいのかと思います。本当

なら、新規の支援者が増えるべきと思う。 

＊ 避難生活はいつ終るともしれず（たぶん終わりはないでしょう）公的支援を受けて

居れる方は打ち切られた場合は途方に暮れるのではないでしょうか？ 

＊ 給与が安いので、支援は少しでも続けて欲しいと思う。けど、いつまでも、という

のはないと思う。生活できるように支援（仕事）あると良い。 

＊ いつまでも甘んじていてはいけない、自立しないと！と思う一方で、収入が安定せ

ず金額も少ないため支援はありがたく、半分でもいいから続いてもらえると大変助

かる。 

＊ 福島県だけだと思っていたので調べていないのですが、住居や仕事、生活用品をそ

ろえる方が優先してました。 
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＊ 我々自身は震災についての何等の支援もうけず自費で行動していますが、被災され

た方々への支援打ち切りは、もっと段階的に減らして（ゆるやかに）行うべきと思

う。 

＊ 現在は住宅支援と水道代の支援を唯一の支援として受けていますが、特に住宅支援

の打ち切りは避難生活の継続が不可能となり、重要、深刻な問題です。 

＊ 自主避難であってもやはり、支援は欲しい。避難によって、払わなくてもよい預貯

金を切り崩したり、毎月の生活がきびしくなったり。原発事故さえ起きなかったら、

二度のヒナンなんてしていない。戻せるものなら、汚染される前の土地に一瞬にし

て戻して欲しい。ずっと元の土地でくらしたいから。誰もヒナンなんてしたくなか

った。 

＊ 先行き不透明な今、支援が打ち切られると限られた年金からの出費となると家計に

大きな痛手となります。 

＊ 家賃の補助がなくなると、生活はかなり厳しくなる 

＊ もう少し理解や支援があってもいいと思う。 

＊ 住宅支援を受けている人は大変だと思います。でも支援なしでも何とかやってはい

けると感じます。ニライカナイカードは使っていますし、ありがたいとは思います。

具体的にお金の支援でなくても、催し物や、情報提供の支援だけでも続けてほしい

とは思います。 

＊ 生活保護の増加  避難者が追いつめられてしまうと思う。 

＊ 指定地域外からの避難者も住居や仕事について非常に厳しい状況にありました。同

等の支援を受けることができれば良かったと思いますし、今ある支援も打ち切るべ

きではないと思います。 

＊ 福島が相変わらず汚染されているのに、なぜ早々に打ち切って県に帰そうとするの

か 打ち切りは県の要請だと聞いている（少なくとも２０１３年の打ち切り打診は

県の要請）。福島が以前のような生活レベルが出来るレベルになったならまだしも、

何の根拠もなく、あれから何年も経ったからという情緒的理由で支援打切り帰県運

動となれば、東電政府の責任放棄を認めることになる。断固拒否する。 

（支援の必要を感じない） 

＊ 支援がなくてもやっていけているので今は必要ない。 

＊ 主人の収入でなんとかなっているため、今のところ支援について必要をあまり感じ

ていない。 

＊ 自立せねば。 

＊ ニライカナイカードを使わせてもらっています。私自身は打切りとなっても大きな

負担ではないです。（あまり利用していないので） 

（支援を知らなかった） 

＊ 自分が支援を受けられるのか良く分からない（福島からの避難ではないし）。支援が
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ないと生活できない人がいるという実感がない。 

＊ 支援があることを知らない。 

＊ 支援があることを知りませんでした。 

＊ 震災後に上京し、沖縄に戻ったため支援の対象だと考えていないため 

＊ どんな支援かわからない 

 

 

４．就労について 

①就労状況について教えてください 

 

避難前と比較して避難後で、パートは大幅に増加（福島県１０ポイント、

および福島県外  １５ポイント）、対応して正準社員は減（５～１０ポ

イント）です。個人企業主は５ポイントほど減、自営業は福島県内の方は

あまりいません（５％）が、福島県外の方は２５％もいます。避難前後の

変化は福島県はほぼ変わらず、福島県外は５ポイント減、派遣も減少して

います。低賃金であるという訴えも相まって、沖縄での生活設計が難航し

ている様子がうかがえます。 

 収入の状況は 3⃣－③ の場所に記しています。 
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②就労についての悩みや問題点をお聞かせください。 

 

就労の問題では「先行き不透明」が５０％ほどの高率です。次いで「条件

に合う仕事が得られない」が２５％ほどです。「一時的雇用」である悩み

が次に続きます。「高齢で仕事が見つからない」は沖縄県の市民にとって

も深刻ですが、支え合う親戚などが身近に以内避難者にとってはさらに深

刻です。 

 

③仕事・就労に関するご意見ご要望があればお書きください。 

 

就労困難が最も深刻な悩みです。就労困難を５つの項目として別々に取り

扱っています（甲状腺がん等の健康障害、体力をつけなければ就労できな

い健康状況、子どもの保育所が確保出来ない等の社会条件、老齢により募

集条件ではねられる）。老齢等で仕事が見つからないことが一番多いので

すが、すべて合わせるとかなりの割合になります。正社員になりたいがパ

ートしかないなどの労働条件が合わないのが次に多く、それと同等に最低

賃金が安すぎることの訴えが多くあります。仕事を見つけなければいけな

いと思う現場の切実さが浮き彫りになります。 
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③仕事・就労に関する避難者の意見、要望   

 

大

き

な

ま

と

ま

り 

小

さ

な

ま

と

ま

り 

key 

word 

 

特徴、避難者の声、コメント         

              

                                                               

           

 ※特徴とコメントはアンケート委員会の分析・考察 

 

医

療 

 

 

 

 

病

気

治

療 

 

 

甲 状

 腺 

ガ ン 

＜避難者の声＞ そろそろ仕事に就いて、家計を良くしたいと思ってい

た矢先、一年前、甲状腺ガンが発覚した。全く無自覚だったが、検査を

受けたら、子供、のう胞が６カ所あると言われ、ショック。私はすぐ手

術をしたが、半年後にリンパが他に移転。２度目の手術をしたのが、今

年の２月。今週は治療と予防を兼ねて、放射線治療を受けた。会計も圧

迫するし、気持ちも不安。話せる相手も県内に居ない。これから仕事も

探せそうにも、ガンのこともあるし心配。    

＜特徴＞ 避難地で生活再建を始めようとした矢先に甲状腺ガンが見つかり苦悩している

。    

＜コメント＞                                       

       ○ 「そろそろ仕事に就いて、家計を良くしたいと思っていた矢先、一年前、甲状

腺ガンが発   

 覚した。」は、避難者の生活再建の意欲を著しく挫くものだ。また、わが子にのう抱が

見つ   

 かりダブルショックだ。このケースは何よりも甲状腺ガン治療が最優先であり、公的支

援が   

 不可欠である。                                                                 

       

 

 

 

 

 

 

支

援 

 

 

 

 

 

行

政

へ

の

要

介 護

 費  

支 援

  

策 

拡 充 

＜避難者の声＞  ＸＸに親の介護に２ヶ月に１回２週間くらい戻る。Ｘ

Ｘにいる時から続けて７年目になる。そのペースは仕方ないのだが、Ｘ

Ｘに比べて、単価が安いため、働いても働いても貯蓄には遠い。ちょこ

ちょここと、介護に移動していると勤め人ということは難しく自分で請

け負ってやる仕事、バイトなどをしながらである。（自分は大工です）

介護される方の支給はあっても介護する方の支給はないので、すべて自

腹。その資金捻出も負担になる。          

 

福島以  ＸＸ・ＹＹからの避難は支援されないのが残念。                  
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求

・要

望 

 

 

 

 

外の支

援提供 

          

                                                               

           

 

職業訓

練校の

活用 

 職業訓練校を広める。                                          

          

                                                               

           

                                                               

           

＜特徴＞ 避難者は行政への支援要求・要望に対して、①国の劣悪な社会保障、とりわけ

介護保険制度問題へ疑問を呈している。②福島県以外の避難者への公的支援を求めている

。③就労支援の例示。                                                             

                  ＜コメント＞                       

                

○ 単価が安いため、働いても働いても貯蓄には至っていない。介護のために移動してい

るた   

 め金銭的な負担が大きく、超高齢化社会においては、介護する方への支給も必要だ。こ

の問   

 題は国の社会保障の問題で、国の介護保険制度は年々劣化している。解決には国民的な

運動   

 の強化が求められる。                                                           

       

○ 被災地以外の避難者への支援の要求・要望で、１ミリシーベルト以上の放射能汚染地

帯に   

 対して、公的支援を要求するのは当然であり、実現させる国民運動が不可欠である。   

       

○ 行政に対して職業訓練校の活用の広報の強化を勧めている１つの事例だ。          

                 

 

 

暮

ら 

し 

健

康

・生

活 

環 

境 

体 力

 増 

強 

＜避難者の声＞ フルタイムで働ける健康と体力を獲得したい。 

 元々体調がすぐれず、仕事をしたくても出来ない状態で困っています

。 

生 活

 苦 

 保育士の資格を取得はしたが、就職するとなると、子供が病気の時、

預ける先について考える必要があり、そこで止まっている。又、車も必

要となるが、車の維持費が負担。 

＜特徴＞ ①避難地での就労に向けての体力増強を希望している。②避難者は就労意欲が
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高いが、    金銭的負担が大きく生活苦で苦悩している。          

＜コメント＞                                

○ フルタイムで働ける健康と能力を獲得するために、体力増強を目指している。       

        

○ 「元々体調がすぐれず、仕事をしたくても出来ない状態で困っています」は、体力増

強による 改善で就労を目指している。 

○ 避難地での就労のために保育士の資格を取得はしたものの、いざ、就職するとなると

、子供が 病気の時、預ける先に目処がつかず、そこで止まっている。又、車も必要とな

るが、車の維持費 が増加するので負担が大きいことによる生活苦で苦悩している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就

労 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労

働

環

境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就 労 

困 難 

 

 

 

 

 

＜避難者の声＞                        

       個人事業主なので、とにかく仕事を作ることに腐心。 

 パート先を紹介する制度があったらよいと思う。 

 体調が思わしくないので外でのアロマ販売がしたいです。 

 沖縄では収入がかなり少ないので、今では旦那の給料だけで賄ってい

たのですが、とてもそれだけでは厳しいので、私も働きたいのですが、

子供を預けられずに困っています。 

 これから避難を考える方がいらっしゃるとお聞きしますが、収入は必

ず確保できることを確定させないと、いずれにしろ生活が破綻すると思

うので、よく考えられることをお勧めします。 

 国の出先機関などで受け入れても良いのではないか？ 

 ＸＸでもみつかったどうか不明であるが、５０才をこえているのでパ

ートでも仕事を見つけるのは難しいと感じている。 

 年齢から見て、現在と同等の職を沖縄で見つけることは難しく、それ

が二重生活の要因となっている。 

 

 

 

就 労

 意 

欲 

 

 

 

 自営で飲食を営んでいたので、沖縄でも自営で頑張ろうと思います。 

 

 沖縄で地域で馴染むためには、家に閉じこもっていただけでは不十分

なので、できれば就労を通じて沖縄を肌で知り、友人、知人をたくさん

つくっていきたい。併せて収入があれば気分的にも落ち着く。 

避難者が沖縄県に貢献できるような新しい働き方を見いだせるよう、共

に知恵を出し合えたら、ピンチをチャンスに変えられるのではないかと

思います。 

 今は育児に専念したいが、そう言ってもいられなくなります。住民票

を移動していない。（夫や家族の反対で）なので、どんな仕事ができる

のかな・・・と思います。 

出身地  ＸＸで仕事がしたかった。 
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希望 
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雇 用

 形 

態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜避難者の声＞                        

       正社員になれるようにしてほしい。正社員になれればこ

れからも頑張っていけそうだが・・・仕事が今のままでは不安定 

 正社員が非常に少なく、条件にあう職場を見つけて入ったはずが、入

社してると最初の条件とは違っていたり、あいまいだったり・・・とい

う事が多すぎて驚きとショック・・・。沖縄で持ち家で車を２～３台所

有している方々（子供３～４人）は、何の仕事をされているのか、教え

て欲しいです！ 

 永住するのか、戻るのか決まらない現状で、正社員の就職口を見つけ

るか、１年更新の仕事を続けるか、悩んでいます。収入は多いほうが良

いけど、すぐ辞めるとなったら周りに迷惑をかけてしまう 

 持病があるため、週３～４日のパートを探していたが見つからず、現

在月２０日のパートをしている。体調が常に悪く、いつまで仕事が続け

られるか分からない状態。内地に比べて時給が安く、働き方が選べない

と感じる。長時間働くこと＝「賃金が高い」ではなく、どれくらい結果

を出したか（出せるか）を評価して雇い入れる会社が増えて欲しい。 

 子育て世帯で子供が病気になると頼れる実家も今は遠いため、どうし

ても自分が欠勤するしかない。震災から年月が経ち、子供たちが成長し

たと思っていたが、母親が仕事で不在の時間が長いと（土曜出勤・残業

などで）子供たちが淋しく精神的に不安定になることを、身をもって体

験したので、避難している母子世帯の雇用に対して、寛容に受け入れを

して頂けるとありがたい。 

 子供の学校の行事への参加や突然の体調不良などの際、面倒を見てく

れる身よりがいないので、正社員として雇用されるのには、難しいと思

う。反面、一時的雇用は先行きが不安。 

 臨時的な有期雇用のため、とても不安定です。かといって、希望する

職種では休日を子供に合わせることができなかったり、深夜の勤務があ

ったりで、見つけることが難しいです。 

労働条

件 

 お給料が低すぎる。サービス業はあたりまえ。働く方が疲れる。労働

条件が悪すぎ。 

 

 

 

 沖縄は最低時給が安いので困ります。もっと高くしてほしい。 

 時給が安すぎる。 

 非正規雇用はしかたないが、低賃金の時給、職種の少なさに失望した
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最 低

 賃 

金 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

 時給が安い。このままでは沖縄では『自立』出来ないのでは・・・と

不安になる。年齢、資格で私は不安です。 

 時給が安い、通勤費が安い。 

 時給が安低すぎる。 

 沖縄は全国でも賃金が安いことで有名です。でも、東北だって冬の間

は仕事になりませんからトータルで同じです。ＸＸの人たち、思い切っ

て沖縄であいてる土地で農業をやらせていただくことができるといい

ですね。沖縄にＸＸムラを作り、連帯しましょう！ 

 賃金が安すぎる。 

 沖縄は時給が非常に低く、また、食費・ガス・電気なども安くない為

、生活自体キツク感じます。ただ、人間はあたたかいのでその点は良い

です。 

 賃金が安いためもっと上げてほしい。 

年休 

 

 小さな子供がいて、近くに身よりもなく、生活費の足しに働きたくて

も、難しい。仕事先で、子供の体調不良による休みをとりづらい。 

 

 

 

 

 

 

 

仕事安

定度 

＜避難者の声＞ ４年もたてば自分の生活、仕事、責任をもって楽しく

やっていきます。 

 

＜特徴＞ 国の労働政策の貧困は沖縄にも同様な作用をもたらしている。特に求人倍率

と最低賃金    の低さは県民のみならず、避難者の生活苦を増加させている。避難

者の仕事・就労に対する設問（労働環境）の回答の特徴は下記の８点に集約される。 

            

① 避難地での就労を希望するが、沖縄県の求人倍率が全国最低であることが、避難者

の就労を困難にしている。 

② 就労への意欲旺盛。                           

      ③生まれ育った地元での就労希望。 

④ ブラックバイトに見られるように、我が国の雇用形態（非正規雇用、派遣法の改悪な

ど）は、働く者の当然の権利を奪っている。「人間らしく働くルール」の確立が不可欠で

ある。 

⑤  労働条件の悪化で苦悩している。（サービス残業による残業代ゼロなど） 

⑥ 国の政策で、全国的に最低賃金は低く抑えられている。沖縄は全国最低である。 

⑦ 我が国の年休取得率は国際的に比較しても低いのが最大の課題である。 

⑧ １例だが、仕事や生活が安定した好例もあった。 

＜コメント＞ 
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○ 就労困難の要因としては、個人事業主のため仕事が作れない。ハローワークの紹介で

も現実は就労困難。体調不良のため職種選択が限られる。子供の預ける術がないため。求

人倍率が低くさ。パートでも年齢的に求人が難しい。一方、「国の出先機関などで受け入

れても良いのではないか？」は、就労困難解決策の提案の一例。沖縄県の求人倍率の低さ

には独自の理由もある。①最低賃金が低くおさえられているため、より高い賃金の仕事を

求める。②地元で働くことに拘るので本土への就職率が低いため。③親が子どもを地元に

置きたい等の理由が考えられる。解決策としては、全国の最低賃金をとりあえず時給１、

０００円にすると就労問題はずいぶん改善される。 

○ 就労への意欲としては、「就労を通じて、友人、知人をたくさんつくっていきたい。

併せて収入があれば気分的にも落ち着く」と就労への並々ならぬ意欲で前向きな生き方を

している例もある。 

○「ＸＸで仕事がしたかった」は、出身地での就労を切望。当然な心情だ。原発事故によ

り、その機会を奪われている。生業というのは、生きるために不可欠なものだ。 

○雇用形態の問題では、企業の安上がり雇用形態（非正規雇用など）の改善を要求するの

は当然だ。 

雇用形態の問題は、全国的なものである。国の政策が企業優先の立場からくる問題で、避

難者は雇用形態の改善を要求している。特に、避難している母子世帯の雇用問題は深刻だ

。解決のために、全労連などの組合などが「人間らしい雇用の在り方」を経団連側に要求

し運動し続けている。全国的な闘いが必要だ。一方、雇用形態の多様性（能力別）を要求

している１例もあった。 

○ 最低賃金の問題は、アンケートの中で就労困難と共に多くの避難者にとって大きな問

題である。 

解決策としては、全国の最低賃金をとりあえず時給１、０００円にすると最賃問題は改善

される。 

○年休の問題として、「仕事先で、子供の体調不良による休みをとりづらい」は、年休が

気軽に取れるように改善を要求している。当然な要求だ。年休が取りやすいように企業の

努力が不可欠だ。 

○仕事安定度で避難者本人のたゆまぬ努力で仕事や生活が安定した稀なケースもあった。 

教

育

・子

育

て 

子

の

環

境

整

備 

子

育

て

優

先

度 

＜特徴＞ 幼児期の子育てにおける母親の役割は大きく、良く熟慮したケ

ースである。 

＜避難者の声＞ 新しい土地で、子供を預けて働く気になれなかった。主

人が「母親（私）が子供の近くにいること」を強く望んだ。 

＜コメント＞ 「新しい土地で、子供を預けて働く気になれなかった。主人

が「母親（私）が子供の近くにいること」を強く望んだ」は、夫婦で子供

の環境整備について話し合い「子育て優先」を英断した好例。 

無 無し 特になし 
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５ 避難難後の健康状態について  

①心身の状態について ②日常生活の中でストレスを感    

じることはありますか 

  

本人の健康状態が良いと回答された方は福島県、福島県外、それぞれ１

８％、４１％で、県外の方の方が２倍以上回答率が高い状況です。「悪

いとき有」、「悪くなった」は、福島県内（８０％）が県外（５７％）

よりずっと多い状況です。ともに「悪いとき有」と「悪くなった」を合

わせると「良い」より多くなっています。福島県では 4.4 倍にも上りま

す。家族が「良い」状態は福島県、県以外でほぼ同じで、約３分の１。

「悪いとき有」と「悪くなった」を合わせると「良い」を上回ります（福

島県：５７％、福島県外４６％）。この統計には、放射能汚染がひどい

ほどより健康に深く影響を与えていることを推察させ、その逆に福島県

外も含めてすべての避難者家族の健康状態の悪化が基盤的状況を作っ

ていると判断します。 

 

５－②その他  ストレス原因として避難者の声：  

（文化面） 

ＸＸから来たので文化が少ないと感じる。コンサートなど。 

（育児） 

はじめての育児 

一人で育児せざるをえないこと。 

（人間関係） 

避難者との人間関係  保護者との人間関係  職場での人間関係 

大切な家族を傷つけていること。 
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（故郷とのこと） 

ＸＸ出身者であるという事 

 ＸＸにある震災時のままの持ち家の維持管理か処分かに関して。 

 故郷を離れたこと。 

（孤立感） 

1 人でいて人と話すことが出来ずストレスがあります。 

 心を許せる友人がいない。ストレス発散する所がない。 

    有って話せる大人の友人がいない。 

（仕事） 

仕事の内容・業務によるもの。 多忙 

（生活不安） 

自分と家族の生活費の不安 

（政治） 

放射能汚染の拡大に対しての無関心や、政府の無策。 

 日本の先行きを思うと落ち込む。 

（なれない気候） 

気候 特に暑さと湿度  気候の違い 

（健康） 

 息子の健康がすぐれないこと 

被爆による健康への影響（沖縄に来て診療を受けたところ、以前にはなかった

血液や甲状腺について異常があった。） 

体調が良くない時に 

（住居） 

安心できる住居でないのが目下、最大のストレス源。 

 部屋がせまい 

住居の問題で憂鬱である。自宅に帰りたくなくなる日がある。 

コメント 

育児を避難生活という孤立感とともに行っているお母さんがいる。人生の

最大の仕事である育児を心豊かに楽しく、仲間のお母さんたちに支えら

れ合いながら行える状況になることを切に望みます。行政も社会も今す

ぐ手を差し伸べてほしい。心をさらけ出して共鳴できる友達がいない状

態があります。自分が避難者であることがストレスの原因だったり、故

郷のことが心配で心から離れない。生活や健康のこともなれない土地・

気候でストレスになります。住宅のことも気になり始めるととことん苛

まれます。デンと支えてあげたい。 
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③ 健康面で不安に思っていることや困っていることについて具体的に教

えてください。 

 

 

上図は自由記述から項目別に整理したものです。健康や生活やこれからの

ことに対する不安が一番多く訴えられています。健康被害、子どもの健

康に対する不安、被曝したことに対する不安、今後のことに対する不安

も合わせれば、半数を突破します。お金が無くて受診できないなどが高位事

項に入っていますが深刻です。具体的には子どもの健康に対する不安が一

番多い状況です。下図は訴えられている不安の件数は福島県では１家族

１件、福島県外は 1.6 件でした。  

 

避難者の記述 

（医療費が払えない） 

Ｏ 沖縄に来て、1 年経った頃、私が身体を壊した。二ライカードのお陰で今も通院し、

検査や治療を受ける事ができているが、原因不明の病気の為、どうにもならず、今も 1

ヶ月に 1 度通院中。二ライカードがなくなったら・・・考えるだけでぞっとします。 

Ｏ 国保を支払うので精一杯で、医療費までは無理なので、病院には極力行かない。 

0

0.5

1

1.5

2

福  福外 

1家族当たり件数 

1家族当た

り件数 
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Ｏ 医療費がかかる。本人は、持病あり定期的に専門医の診察を受けていたが転居で受

けられなくなった。 

（医療機関に対して） 

Ｏ 放射線被爆による健康への影響について、適格に診療してくれる医療機関が確保で

きるか？（避難元では原発事故以降、医療機関には一定のバイアスがかかっているよう

に思えてならなかった。） 

Ｏ 歯医者、眼科など、医師会のしめつけが激しく治療が選べない。強制的にムダな検

査をされる。＊ホールボディカウンターをうけてみたい。 

Ｏ 子の甲状腺を検査してもらいました。のう胞があり、機能低下症でした。出身地は

聞かれますが、放射能に関することはタブーの空気があります。最初に診てもらったク

リニックでは、のう胞のみのエコー診察だけ(血液検査なし)でしたが、3〜4 年後の再検

査でいいと言われました。私達は甲状腺等検査してませんが、不安があります。費用も

高いです。 

Ｏ ”放射線被爆による健康被害”を”ない”と言い切る医師が多く、理解のある医師

は診てはくれても、治すことは出来ない。この先自分や子供の身体はどうなっていくの

か・・・という不安。 

Ｏ 放射能に詳しい医師が県内にいない中で、どのように経過をみていけばいいのか分

かりません。 

Ｏ 放射能健康診断を安価でうけたいが、どこに相談すればいいかわからない。 

（健康不良の諸症状） 

Ｏ ストレスや生活環境の違いから、それぞれに体調を崩してしまい、治療しても治ら

ない。今後とても不安に感じます。 

Ｏ この 4 年間、不安の連続で、ストレスが大きかったので（人生のスタートを切るし

かなかった状況なので）いつも体調がよくありませんでした。 

Ｏ 原発事故の時被ばくしたことによって身体が変化したことを感じている。以前には

無かった痛みが色々ある（足の指先、胸の痛み）。肺活量が落ちた。 

Ｏ たまに、心臓が痛くなることがある。 

Ｏ 自律神経失調症になった。困っている。 

Ｏ 甲状腺機能低下症（橋本病）と子宮筋腫が発覚した。現在は外出時はマスクするな

ど防御すれば日常生活をなんとかおくれているが今後晩発性の重大な障害が起きない

か常に不安である（がん、白血病など）。放射能に過敏な体質でふくいち方面からの風

が吹くと体調が悪化する（倦怠感や胸痛発生）ので働くなどまともに社会活動ができな

い状態である。 

Ｏ 怠慢感がありましたが、今は、だいぶ良くなりました。 

Ｏ 子供のアレルギーや、皮膚トラブル、震災以降に 2 度の骨折！！私も、疲れやすく、

物忘れ、脱毛皮膚トラブル、老化のスピード、胃腸が弱いなど・・・初期被爆をしてし
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まったことへの後悔がある。 

Ｏ 放射性物質が飛んでくると具合が悪くなるので、今後どうするか、困っている。同

様のことは、食事の素材についても放射性物質を取り込むと、腎臓悪化する。（むくみ

がでる） 

Ｏ 四六時中耳鳴りがやまない。疲労しやすい。眼が疲れる。気分の落ち込み。絶望感。

甲状腺にのう胞有り。（二人ともに） 

Ｏ 体調不良の原因が、検査しても分からなかった。 

Ｏ 子供 4 人のうち 2 人は、私と共に被爆したと、考えています。私の実の両親が福島

県ＸＸで被災し、呼び寄せました。その時に両親が持ってきた自家用車の汚染がひどく、

知らずに利用していた私と子供は、体調が悪くなり、現在も子供のひとりは学校へ行け

ない状態です。 

Ｏ 極端ストレス。体がだるい。 

（不安） 

Ｏ 避難中、ストレス過多になった事もありましたが、汚染地域から避難した事で、お

かげさまで体は健康です。ですが、上記した様に、放射能汚染の拡大に対しての無関心

や、政府の無策を考えると、心配になります。 

Ｏ 子供が健やかに成長するのか・・・不安。 

Ｏ 健康不安で、子供達も大きくゆれている。もちろん、私も肝機能が急激に悪化して

いる。これが不安。 

Ｏ 現在は家族で生活できているので、みんなで力を合わせてがんばっていますが、こ

の 3 年間は、ストレスで主人も太り、私も精神的に不安定な時期もありました。 

被爆してしまた事実からにげられない。何年後に子供はガンになるのだろうか？という

不安がある。子供が特に心配。10 年後、20 年後の事を考えた時、どんな大人に子供達

はなっているだろう。というワクワクより、病気になって苦しんでいないだろうか・・・

と、つい考えてしまう。 
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６．３．１１大震災以前と比較して体調に変化が現れましたか。 

 

3.11 を挟んで体調に変化が現れたか現れなかったかは、福島県内では５

２%対２４％、福島県外は、７１%対１９％でした。意外なことに福島県

外の方が体調変化された割合が福島の方の１．４倍に上ります。放射能

汚染が広域にわたり、影響の深刻さが浮かび上がります。 

 

６ お子さんやご自分、その他の家族の方について体調変化がありましたら具体的

にお書きください 

 

全体で多い項目順に並べています。目に影響が現れたことが一番多い症状

です。健康変化が現れなかった人の割合が２番目で、健康被害の２番目

は鼻血などの鼻に関するものでした。次いで、甲状腺、だるい・疲れ、

心臓が痛い・胸が痛い、皮膚、伊藤の消化器関係、気管支炎・・と続く
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ものです。ありとあらゆる健康被害が訴えられています。 

 

１家族当たりの健康変化件数の１家族当たりの数は、福島で１．６件、福

島県外で２．８件です。 

現在の健康状況からは福島県の家族がより深刻な訴えをされておりまし

たが、健康変化が有ったと具体的に思った件数は福島県外が多いという

状況です。福島県外からは放射能に敏感であり、実際に被害を受けた

方々が避難に踏み切ったことが推察されます。 

 

６ 避難者の記述 

（特にまとめませんが、放射能の影響があったかどうか、事実が明確に示

しています。） 

 

＊ 夫：避難元で、自治体の制度ではない、かつきちんと診療結果の写真も提供してい

ただけた医師による甲状腺検査で A₂判定であった。沖縄に来て、病院で診察を受

けたところ、甲状腺検査では同じく A₂判定、血液検査の一部項目に要経路観察の

項目が加わった。加齢によるものと被爆によるものとの区別は難しいが、体調不良

や以前にはなかった症状があると不安になる。Ex:倦怠感、トイレに行く回数が多

くなった、など。妻：胃の激痛（3～4 回）、手の爪の変形、異常な目のかゆみ、め

まい、頸部リンパ節の腫脹、治りにくい風邪、こむら返り、不整脈、関節の痛み、

鼻血、視力の低下、白血球の異常（好中球減少、リンパ球増加）声のかすれ。 

＊ 心配事がいつもあるので、精神的に不安定です。トラブルがあって落ち込むとひき

こもり状態になり自分で自分の看病をし、心が回復するのを待ちます。幸い、沖縄

の明るい風土、気質が私にとてもよい治療効果があるようです。身体的には持病が

悪化したりしています。眼の炎病がずっと治らなかったり皮膚のあちこちがザラザ

ラしていたり・・・、沖縄共同病院の甲状腺検査では私も娘も‘のうほう‘が見つ

かっています。 

＊ 私：狭心症、皮膚病が以前からあったが変わらない（月 1 回病院へ）。妻：こちら

で入歯を作った。 

＊ 胃腸が弱くなった。白内障発症。関節痛。 



５７ 

 

＊ 子供が橋本病になった 

＊ 私については皮膚に湿疹が多数出来、結膜炎が頻繁で、痰がよく絡むのでよく病院

に行くようになりました。のどにはのう胞があると診断されています。栄養バラン

スの崩れからコレステロール異常にもなりました。妻は検診で心臓の異状を言われ

ましたが、子供達のことを考えると入院などは出来ないので、その後は行っていま

せん。私も一緒には居てやれないので病院を勧めることが出来ず、そのままになっ

ています。妻は最近ふさぎ込み寝込むことが多くなっています。長女は避難後から

膀胱炎に悩まされ、病院通いが頻繁です。二女は避難が原因かどうか分かりません

が、寂しさを紛らわせる為に、避難前にはやった事もない陸上部に入り、軟骨損傷

で手術を勧められています。 

＊ 子供 2 人(当時小 3.小 4)女の子  震災後 1 年間、せきが止まらず、目が真っ赤にな

り、耳鼻科と眼科に 1 年間通いました。 1 年間病院にかよい、結局肺炎というこ

とで、さじを投げられ、沖縄に越してきたら、子供達の状態も良くなりました。 

＊ 口内炎が何度もできた福島に帰ると必ず水げりになる 

＊ 私たちは汚染車に乗って被爆しました。軽自動車のエンジンルームにセシウム大量

付着。息子二人（双子）は 3.11 当時、小 6。4 月に中学入学、農作業も手伝い、卓

球部にも入り、自転車で通学する元気な子供たちでした。しかし、避難してきた私

の両親の軽自動車に乗って以来、二人とも同時に吐き気、頭痛、だるさを訴え、起

きていられなくなり少し良くなってもまた寝込みました。そして 2011 年夏頃、二

人とも足に異状が出ました。ひとりは右足ふくろはぎの痛み、杖をついて学校に行

く生活となりました。病院で見て頂きましたが、血液検査も脳の MRI も異常なし。

もちろん放射性物質の影響か、などは全く分からない。ですが、私たち親の話から、

一応、因果関係は可能性がある、と診断書を出して下さいました。私自身は、もの

すごく月経の回数が増えたのと、乳腺のしこり、痛みで、熱も出て、腰、背中あち

こち痛み、寝込みました。病院では何も異状なし、との結果でした。ＸＸに来て右

足ふくろはぎが痛かった息子は、現在高 1。2014 年の秋頃から杖無しでも歩き、

体育もできるように回復。もうひとりはこちらへ来てから脳に萎縮がみつかり、こ

のせいで吐き気などが起こっている、と診断されました。 

＊ 甥ののどに白っぽいのうほう（？）ができていて、これから大きくなるようなら手

術が必要になる為、定期的に受診が必要だそうです。沖縄に来てから生まれた甥も

ひんぱんに舌がただれていて食が細い。原因は分からない。母の体力がおちている。

姉の腰痛がひどい。リハビリに行っているが改善はきびしい。 

＊ 一時期、鼻血が出ましたが後は特になし。もともと小児ぜんそくの娘がいますが、

沖縄に来てから症状が全くでなくなりました。 

＊ 直後は自分、娘２人（当時７才、１才）大量の鼻血をひんぱんに出していた。 

＊ 自分（2011 年時 30 代後半）目が赤くなる。肌がピリピリする。充分に睡眠をとっ
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ていても眠い。生理周期が狂う（2012 年 1 月～）。鼻くそが固まってこびりつく。

下痢。息子（2011 年時小 4）寝ている間に鼻血を出す（枕にしみ）2011 年 4 月手

の指の皮が水虫みたいにむける。尿からセシウム 134・137 が検出される（2011

秋）下痢。夫（2011 年時 50 代後半）三叉神経ヘルペス発症し髭がそれない状態に。

治療のために飲んだ薬でぜんそくのような症状が出てしまい中々治らなかった

（秋）。母（2011 年時 60 代後半）高血圧（生まれて初めて）。姉（2011 年時 30 代

後半）顔が黒っぽくなる。胃痛。 

＊ じんましん、嘔吐、舌のしびれ、胸のあたりのチクチク、耳の下が痛む（3.11 直後）、

甲状腺の腫れ・違和感（2012 年～） 

＊ 東北へ炊き出し（5 月）へ行って以来、足裏に浮腫が無数に出て 1 年治らなかった。

胃腸が弱くなった。首回りのリンパがはれぼったいことが日常化した。引っ越して

から、10 年来つづけていたランニングを全くする気が起きなくなった。変化と多

忙もあるが、そうした類の「無気力感」との闘いが増えた気がするが、36 歳。年

齢によるものか判別しにくい。3 年半が経過して、近頃ようやくまた走り始めてい

る。 

＊ 本人：被ばく直後から生理不順。母：被ばく直後（3 月 15 日以前、東京で右半身

に黄色い粉を浴びた）、右腕皮膚のただれ（原因不明）、大量の痰、下痢が止まらな

い。～12 年 右耳の聴力低下、右目の視力低下、大量の痰、歯茎の腫れ、4 本抜歯。

12 年末、甲状腺と右肺に腫瘍が見つかる。治療の結果、寛解。父：白内障悪化。 

＊ 娘→足にぶつけていないのに痣が複数個所できた。息子→ふだん出さない鼻血を数

回出した。足の皮膚が炎症、皮がめくれることがあった。（原発事故以前はなかっ

たこと）。私→結膜炎のような状態になりコンタクトレンズが装着できなくなった

（原発事故前はなかった）、胃腸がもともと弱かったが原発事故後 1 ヶ月あまりで

消化不良などで体重が大きく減少した。体の粘膜がヒリヒリする感じがした。 

＊ 鼻、目、のどが少々調子悪くなったみたいだった。沖縄に移住して少しずつ治って

きた 

＊ 2011 年 下痢、座ってもいられないほどの倦怠感、胸痛、頭痛、急激な体重減少。

2012 年 腕の骨痛、腰痛、橋本病、胸痛、秋の巨大台風翌日心臓動悸激しく一時

呼吸困難、回転する様なめまいが起きた。 2013 年 腕の骨痛、腰痛、７センチ

の大きな子宮筋腫発覚(2010 年秋には無かったもの）。2014 年 腰痛、足の筋肉の

痙攣（ぴくぴく）、足に白斑が数箇所発生。2015 年 軽い腰痛、足、胴体の筋肉の

痙攣（ぴくぴく）、白斑が腕にも数箇所発生、固い焼き空豆を食べて奥歯が割れた 

＊ 子供：鼻血 夫：赤い湿しん 自分：のど、心臓ドキドキ 

＊ 妻：かゆみを伴うし湿しん（顔、首、背中、腕）、白髪の増加、むくみ、体の疲れ

やすさとだるさ、流産（子宮外妊娠）、長引く咳、胃のむかつき。本人：動悸、白

髪の増加、咳、痰、尿たんぱくと潜血反応（＋）もしくは（2＋）、目ヤニ 
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＊ 特に子供たち。3/14 に移動したが、沖縄に住んでから、カゼやのど、せきなど 1

年くらいは常にあった。今は元気にしている。ケンサなどは一切していないし、何

とも言えないが。 

＊ ＸＸにいる間は鼻血が出るようになった。はなれれば鼻血は出ない。 

＊ 夫の甲状腺に結節が見つかりました。細胞を採って再検査の結果、悪性ではありま

せんでしたが、半年毎の検診が必要です。幸い娘には問題なく、安心しました。私

自身は経済的余裕が無く、未だ検診を受けていません。近いうちに受けたいとは思

っています。 

＊ 子供：長期の下痢、皮膚の発疹、鼻血、足のつりが頻繁に起こる。治らない風邪症

状、様々なウィルス性の疾患を繰り返す。2012 年 9 月に数日に渡りベッドが血ま

みれになる程の鼻血を繰り返し、移住（避難）。→沖縄では鼻血を出していない。

2013 年 7 月に帰省し、再び鼻血。それ以降は帰っていない。自分：長期の下痢、

止まらないせき、足の爪が 2 枚はがれた。沖縄に来てからは体調が良くなりました。

現在は（北）関東のお米（お菓子）を食べると下痢をする位です。 

＊ 3.11 直後でまだＸＸに住んでいる時ですが 1 週間、のどのイガイガ、空咳。下痢は

続きました。その後、のどの炎症は度々あります。 

＊ 子：アレルギーの悪化・皮膚トラブル・2 度の骨折・夜に起きる・便秘・虫歯のよ

うな？！歯の異変。夫：目のトラブル・老化・足裏の皮膚トラブル・ふきでものの

増加・脱毛・20 年ぶりの虫歯で通院・低体温・疲れやすく寝ることが多くなった。

（夜は起きていられず）・怒りっぽくなった。 自：脱毛・白髪・老化・皮膚のト

ラブルがなかったのにあふれるようになった。物忘れ・食事による、嘔吐・下痢・

つめの異変（2011 年）。沖縄に来て、ストレスなどから、胃潰瘍になった。（もと

もと胃腸は、丈夫ではなかったが、初めてのことで・・・）。耳が、キーンとする

ようになった。 

＊ 2011 年震災当時 3 月～4 月いっぱいまでは東京にいて、かなりヒバクした。あま

り知識もなかったので。5 月 GW にＸＸ→ｘｘ県へヒナン。その時の 5 月、私は髪

の毛の尋常ではない脱毛。ふだんの倍以上。7 月は。子供が、トビヒから、全身へ、

原因不明の皮膚病が悪化。シャワーが当たるのも痛いとなく位、ﾋﾄﾞｲ、全身がただ

れる。大学病院で検査を受けたが、（細胞とったりして）原因不明。診断名はつか

ない。写真は有。その後は一か月くらいでやっと完治。いまは普通。その後 2013

年 2 月～ｘｘで震災ガレキの焼却が始まるとのことで、沖縄へヒナン移住。2014

年 6 月、私が甲状腺乳頭ガン、発覚。外科手術し、甲状腺全摘出。2015 年 1 月、

転移発覚、再度外科手術で腫瘍を 5 ヵ所とりのぞく。2015 年 5 月、ガンの予防、

治療のため、放射線治療、ヨードを服用するもの。自分自身が内部ヒバク。これか

ら又、どうなるのか不安。 

＊ むくみ、甲状腺機能低下による、コレステロール値の異常、心臓の痛み、髪の毛が
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異様に抜ける。 

＊ 震災とは関係があるのかどうか不明だが体調の変化はある。体重が落ちた。皮膚や

目のトラブルなど以前のような感覚とは違いどこかすぐれない感じが常にある。 

＊ 次子（2010、5 月生まれ）が震災後（2011 年 8 月）に気管支炎→中耳炎→肺炎で

入院し、その後も体調が優れず、11 月、12 月も同じく入退院。2012 年 3 月に避難

してからは、ぴたっと体調を崩さず、元気いっぱいになったので、本当に良かった

と思っています。 

＊ のどの痛み、鼻血、心臓がバクバクした。爆発当時、1 ヶ月くらい毎日下痢だった。

（私本人） 

＊ 子供①口内炎が治らず、かなりの痛さで辛そうだった。子供②ぜんそくの発作がお

さまらず日に日に体力が落ちていく様子。 

＊ 目がしみるように痛む。鼻の中が痛い。出来物ができて治らない。 

＊ 現在子供が 2 人います。上の子は震災のすぐ後に産まれた子ですが、よく鼻血を出

します。沖縄にきてから、夜せきこむようになりました。現在はホメオパシーで治

療中です。 

＊ （母親）耳鳴り（左耳）のどの違和感、声が出にくい。時々下痢、嘔吐、右目が疲

れる。右脇腹骨の中が痛む。疲労感、体温調整が難しい。（体温低下）で寒がりに

なった。（自分）ヘルペスが出来る。あごリンパ腺が時々痛む。歯が痛む。耳鳴り

（左耳）疲れやすく、無理をすると回復に時間がかかる。肩こり、頭痛、気分の落

ち込み。食後（食物により）吐き気がする。記憶力の低下。特に地図、道が憶えら

れない。買い物でスーパーの物品の場所が何度行っても品物の場所が憶えられない。

ミスが多くなった。（細かい） 

＊ 震災直後 喘息、激しい倦怠感→今はなし 甲状腺：低エコーあり。子：震災直後 

喘息 鼻血→今はなし 甲状腺：のう胞あり 子：甲状腺：のう胞あり 

＊ 長期的な体調不良はありません。しかし。3.11 直後の 3/13 か 15 でしたか、ｘｘｘ

に雨が降った夜、私はこんなことがありました。シャワーを浴びていて貌に水をか

ぶったその時、片方の目の視覚がピカピカと白光に激しく包まれ、次に視野全体が

中心に向かうかのように歪んで縮みました。こんなことは後にも先にもこの時だけ

で、大変に焦った私は夜、救急外来で眼科で見てもらいました。先生はよく検査し

てくれましたが、もう症状もおさまっており、結局原因もわかりませんでした。け

れど、数日たってＸＸの水道から放射能が出たとニュースになり、私はその影響だ

った可能性を考えています。あの頃、私の友人にもその父親にも、鼻血が止まらな

い、という人や、外仕事で目がチカチカする、という友人がＸＸではいました。ま

ずニュースにはならない、市民の間でも事実です。 

＊ 体調全般はだるいです。皮膚、かゆいです。髪、脱毛。目、時々痛いです。口、ベ

タベタしてます。骨、痛いです。心臓、時々ドキドキします。胃腸、おかしいです。 
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＊ (子)311 後 3/20 前から未体験の高熱(3/18〜)その後 3 ヶ月間もカラ咳続く。時々胸

がチクチク痛いと言う。感染性胃腸炎。ゼンソクとの診断。虚弱な体質に変化(以

前は元気そのもの)、中耳炎、副鼻腔炎、下痢、成長不足  (妻)子と同様に 3 ヶ月も

のカラ咳、子宮ポリーブ発見、虫歯を治しても次々にまた発生、脚に紫斑多発、血

管浮き上がり、耳痛、副鼻腔炎、下痢  (私)3 ヶ月のカラ咳、老眼とぼやけ、脱毛、

白毛、爪に凹み、心臓痛、足裏に痛みとピリピリ感、顔等体にシミ多発、突発性難

聴 

＊ 沖縄に来てからは体調はかなり良くなっていますが避難直後、妻は原因不明の腹部

腫瘍が出来て協同病院にて、10 時間以上に及ぶ手術を受けました・多々の精神的

ストレスで不眠に悩んでいます。 

＊ 髪の白髪の急な増加、感染症にかかりやすくなった、疲れやすく体重が増えない、

心臓の不調（動悸） 

＊ 11 年 4 月 子供が原因不明の紫斑ができ、血小板減少と高熱で入院。 

＊ 子供二人の顔色が以前と違う気がして心配していた。避難して半年ほどで元に戻っ

た。＊避難して間もなくのころ、子供たちの脈がおかしいと思い（この日初めて測

ってみて）呼吸性不整脈と診断され、異常なしと言われたが、やはり半年くらいで

もどっている。もしかしたら心配しすぎていたかもしれないとも思うし、何かしら

のサインを出していたかもしれないとも思っている。 

＊ 長女→はぐきに異常？おできが出来、神経を抜くことに。歯は注意していて矯正も

していて、毎月 1 回は歯科通院したが。のう胞あり。長男→アレルギー悪化。原因

不明の皮膚病、水虫発症。鼻血。私→左あごから左顔に激痛。虫歯多発、神経抜く。

尿からセシウム検出、ぶらぶら病のような状態。皮膚の（手のひら）悪化。めい→

2011.10月産まれ。食べ物アレルギー、皮膚アレルギー、ねんまく弱い。おい→2014.9

月産まれ。生後 1 ヶ月で、熱で入院、4 ヶ月で頭がい骨骨折。実父→かんしつ性肺

えん（2011.7 月発症） 

＊ 息子には協同病院の検診で甲状腺にポリープが散在していることが判明。2 年後、

今年に入って受診後もやはり 5ｍｍくらいののう胞がある。私は疲れやすくなった

こと、そして同じ検診で心雑音があるとのことで精密検査が必要と出た。（初めて

のことである）2 人とも 3.11 以前と以降では、メンタル面でもフィジカル面でも問

題を抱えている。様々な不安を払いのけるように毎日忙しくして頑張っているが、

時々、ポッカリと穴が開いたような、むなしいような気持ちになってくる。このま

ま年老いて死ぬのかな・・・。生きている意味ってなんだろう。とふと考えてしま

う時がある。無理して明るく元気にふるまっていることも多い。今は家族と電話で

話すことが何よりの楽しみ。 

＊ 持病のぜんそく発作が出るようになった。家族はめまいの病気に悩まされている。 

＊ 家族～口内炎が頻繁に起こる（成人・幼児）。皮膚に白い斑点が複数出る（成人）。
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本人～眼の下まぶたに小さな腫瘤が出来た為手術により除去した。花粉症の症状が

きつく感じる（以前より） 

＊ 3.11 後、咳がしばらく続いた。爪に痛み（爪のつけね）が出て、爪が伸びなくなっ

た。＊疲れやすい。忘れやすい。おこりっぽい。 

＊ 自分一人で対処できないような事柄に遭遇するのが怖い。吐き気、腹痛、頭痛、め

まいなどがして、バスなどに乗れない、または途中下車したりしている。暗い所（映

画館など）にも行けない。窓がない建物も怖い。海が近い所もいやで長時間いられ

ない。ここ 1～2 年でしらがが増え、前頭部は生えてくるものほとんどが白い。 

＊ 子ども:甲状腺に小さなのう胞 3 つ→正常範囲と言われました。足首、ひじ  ひざ

の裏に汗疹のようなじくじくとした湿疹。311 後東京にいた時に風邪でもなく熱が

出て、ひどいだるさを訴えていました(登校できないほどでした)   来沖してもしば

らくは 5 分と歩けないほどでした。→今は比較的元気です。 自分:2011 年の秋か

ら原因がわかりませんが、蕁麻疹が出てしばらく(1〜2 ヶ月)続きました。少し疲れ

がたまると膀胱炎になりやすい。甲状腺にのう胞と結節があり定期的に検査してい

ます。 

＊ ＸＸ後 3 年目に鼻をかむとティッシュに血が付着するようになりましたが沖縄に

戻ると症状は出ませんでした。今はありません。目が、視力に変化はありませんが、

電灯をまぶしく感じることが多々あります。予定がありＸＸへ行ってから咳が止ま

りません。 

＊ 子供は膀胱炎、鼻血、湿しん、貧血になった。中耳炎にも。手、足の皮がむけた。

足の小指の爪がはがれた。カゼがなかなかなおらない。 

＊ ＊2011 年当時、13 才→約 11 ヶ月北関東にいた娘→目の下のクマ、貧血、立ちく

らみ→1 年でなおりました！ 2011 年当時、15 才→6 ヶ月自転車通学 湿しん、

アトピー悪化、鼻血  自分 当時 46 才→3 月にボランティア（北茨城）6 月に石

巻にボランティア→2011年 5月から毎日頭痛＋目が急に悪くなる  当時 11才は

何もなし 

＊ ｘｘにいる時、常に軽い鼻炎状態で鼻水がたれるとは感じていた。それが、考えて

みると 3.11 以降のことで、沖縄に来てからはぴたっと止まった。ｘｘに帰るたび

にアレルギー状態になるので、マスクはてばなせない。（目のかゆみ、のどのイガ

イガ、せき、くしゃみ、鼻水）→これも沖縄へもどると治まる。 

＊ ストレスで血圧が 230。楽しい音楽をきいているがだめ。薬をのんでいるがだめ。

手もふるえる。心臓がくるしい。たすけて。放射能なにやってもだめ。年かんけい

ない。体内ひばくしている。ことばもまともに話できない。 

＊ PTSD、トラウマ・・・心を病みました。 

＊ 私と子供達はトラウマが残り、パニック障害があります。 

＊ ＸＸから沖縄に避難し、食事にも自分の出来る範囲で最大限に気を付けたので、あ
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る意味では体調は以前よりも良くなりました。私の周りでは、避難しなかった友人、

家族が、突然死したり、難病、重病にかかったりしています。知り合いの知り合い

まで含めると、月に 2 人ほど、亡くなったり、重病にかかったりしています。 

＊ 避難したばかりの時は自分がだるかったりしました。食事も、出来る限り気を付け

ているので、今は良いと思います。 

 

７．一時帰省について 

 

大多数の家族は帰省をしているが、帰省した割合は福島県が８１%、福島

県以外が６８%と１０ポイントほど福島県が多い。 

 

避難者の帰省などの移動についてのご意見・ご要望がありましたらお書きください。 

 

帰省にかかる費用が多額で、負担が大きい訴えが第一です。そして交通費

などの補助を希望する声が続いています。また、戻ることは不可能であ

る、戻れない、との判断がそれに続いて大きい。帰省することによる被

曝・放射能汚に対する心配が切実です。 
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意見・要望の特徴 

交通費が高く墓参りにも行けない,       

割引・年一度は無料/１回につき１万円でも等    

時間もかかりすぎる・運賃だけでなく, LCC 開設希望・夏冬休みだけでも 

甥の場合（当人ではなく）２歳児が特に困難 

東電・国・福島県から       

早急な開発・導入を希望 

帰省時には食料を沖縄から送っている, 

マスク着用・非汚染食物の確保,       

除染作業の立ち会い、       

夫が沖縄に通う 

祖母に懇願されて, 

関東地方の高い放射線（ガイガー測定値）, 

考えたくもない,  

汚染地・ 

経済的理由, 

実家には転勤と嘘を言っている"       

経済的・体力的に負担大・子連れなので 

１回のみ・移住後 2 週目頃に, 

3 日・2 回       

子供の体調管理が心配・気候の変化が大きく 

汚染持ち込み回避のため衣類・履物の新調で支出増加 

 

        

８．情報獲得について。 

県内の自治体や支援団体等によるお知らせは取れていますか 

 

情報を獲得できているかどうかは、福島県の内外で大きく状況が異なります。「情報が

ある程度とれている」は福島県が７６％、福島県以外で２６％、「情報獲得がほとんど
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取れていない」が福島県、１８％、福島県以外が５８％となっている。この質問のポイ

ントは、実際に情報を求めているという主体的状況と、客観的に孤立しており情報に欠

けるとい２側面があると思われますが、福島県以外で６０%弱の「情報が取れていない」

が深刻な状況です。緊急に避難者に対する自治体としての情報提供組織を持つ必要があ

ると思われます。 

 

９． 避難して沖縄に来てよかったと思うことはありますか。 

 

沖縄の人的自然的環境がすぐれているという認識と、放射能環境が日本一

で原発もなく、放射能汚染が少ないことを評価する見解がともに突出し

ています。 

 

グラフに盛り込まれていない他の見解 

喘息が改善した,  

故郷と比較（環境、人々の関係等）,  

舌のしびれが消滅,         

周囲がおおらか,  

伸び伸びとした環境, 

放射能への学校の理解,  

受験競争がない, 

子供も自分も元気になった, 
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子供達が外で遊べる, 

見栄を張らなくて良い,         

衣類費が少なくて済む,  

光熱水費が安い 

食品安全への危機意識の高いレストランが多い,      

地震が少ない,      

沖縄にも放射能汚染・枯葉剤・基地問題はある    

ＸＸでは事故の話が出来なかったが沖縄では協力的    

安心できるところがあれば,     

マスコミなどの原発被害緩和傾向のアナウンスによって    

諸施設が近隣に有り自動車が不要    

杉花粉症がない  

        

避難者の記述―沖縄への感謝の気持ち 

１． 自然の大切さを確認できました。 

２． 海がキレイ。仕事に恵まれた。 

３． 長女の喘息が改善した。家族との時間が増えた。子育て環境が東京と比較にな

らないほど良くなった。 

４． 温暖な気候。子供に対して周囲におおらか。 

５． 体調が良い。東京の友人達は体調が明らかに悪い。 

６． 沖縄の歴史と文化を知ることが出来たこと。戦争と政治について国家と市民に

ついて真剣に考えるきっかけをもらったこと。海や森の素晴らしいパワーに満ちて

おり助けられていること。 

７． 食べ物の産地を心配することが減り、ストレスが減りました。子供たちが楽し

そうに学校生活を送っていること。気候がよく過ごしやすい。 

８． 舌のしびれが来てすぐに消えて、来てよかったと思った。あったかいので、あ

まり衣類のバリエーションがいらない。 

９． 沖縄にいてもストレスがある。人はやさしい。 

１０． 温暖なこと。人が優しい。野菜が育てやすい。海がキレイ。 

１１． 安心して空気が吸える。暖かい。 

１２． 沖縄に来てニワイカナイカードで、生活に大変助かっています。住宅支援も大

変助かっています。沖縄野人たちの温かさに助けられています。 

１３． 子供がのびのび生活できていること。 

１４． 地域の人が親切、寛大。自然は多くのびのび出来る。食べ物が安全。 

１５． 毎日、沖縄に来て良かった、と思います。些細な事で困る事はありますが、ず

っと放射能汚染地域に住むよりずっと良いです。優しい方、沖縄にたくさんいらっ



６７ 

 

しゃいます。助けて頂いています。 

１６． 沖縄の親切な方々に支えられています。あたたかいですし、住みやすいです。

（もちろん大変なことも沢山ありますが） 

１７． 原発を批判しても嫌な顔をされないのはありがたい。 

１８． 避難している方と知り合えたこと。 

１９． 避難の人が多いこと。特に母子避難。その避難ママたちがいるので心強いし情

報も早い。劣化ウランや枯葉剤 etc 沖縄の汚染問題、又、基地問題 etcetc あるけど

海に行ったらいやされる。 

２０． 回りの環境がとても良いです。みんなとてもやさしくて、助けてもらっていま

す。食べ物で困ることが少なくなりました。同じような悩みや意見を持っている人

が多く、精神的にも楽になりました。 

２１． 沖縄に人達はやさしいと思いますし、内地では失われた何かがまだ残っていま

す。ここに来たことでそれを思い出すことができました。 

２２． 何より子供達が元気でのびのび育っていること。子供に対して大らかな風土が

とても優しく子育てしやすく感じる。食材について、九州・沖縄県産がほとんどで

日常のストレスが軽減したこと。 

２３． 色々な避難者と知り合えたし、交流が出来る。 

２４． 回りの地元の人が温かい。寒くはないので生活しやすい。のんびりしている。

移住者がけっこういるのでじゃんがら会を通して元気をもらっている。じゃんがら

会で友人も出来た。 

２５． 精神が安定してきた。子供が元気になってきた。 

２６． 避難してきた自分と同じような人が多い。それについての意識は高い。東京に

いた時はその意識の話をしたら、バトられたりした。ウチナンチュ、ナイチャー（移

住者）共に助けてくれる。 

２７． 自分が強くなった。今は農にかかわれた。チャンスだと思った。原発、戦争、

政府、の裏事情よくわかった。いずれは、安心して住める海外にいこうと思う。日

本人に生まれて住んでこの経験を伝えようと思う。 

２８． ある程度、食べ物が安心して買えること。 

２９． 思い切り深呼吸が出来る。気候が暖かくて体が楽です。冬が楽です。沖縄の方

ひとりひとりは優しくて思いやりがあると感じます。地震が少ない。 

３０． 震災の体験を正確に沖縄へ伝える事が出来た。被災地の感謝の気持ちを直接沖

縄の人達へ伝える事が出来た。福島と沖縄の相互理解を促進する活動が出来た。 

３１． 食品に対する危機意識が高いレストランが多い。 

３２． 色んなことを見直すよいきっかけになったしやりたいと思っていたことがで

きるようになった。 

３３． 日本政府に対して懐疑的な思いの人が市井に多く、放射能のことなど当初は理
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解を得やすかった。原発の情報の新聞・TV が「大丈夫オーラ」を出し続けるに従

って、奇異の目で見る人が増えていった。 

３４． 子供達の体調は改善し、むしろ震災前より元気なこと。のびのびとした環境で、

友達にも恵まれ、毎回楽しく登校しているところ。 

３５． 放射能からの避難としては最も安全だと思っている。 

３６． 沖縄の人々の温かさ、気候の暖かさに癒されました。友人・知人・親戚ひとり

いない未知の地でしたが、すぐになじみました。食事もおいしい。 

３７． 窓をあけられること。マスクもしないで良いこと。放射能について、学校側が

理解のあること。近くに避難者さんが多いこと。 

３８． 文化的に興味深い。教育環境がいい（受験戦争がない）。日本の姿がよく見え

て、勉強になる。すばらしい友人が、生粋ウチナーンチュにも移住者にも、たくさ

んできた。のびのびと生きられる。沖縄、最高。ただ感謝。 

３９． 沖縄は自然や文化がすばらしくもともと好きな場所だったので住むことがで

きてうれしい。外部被爆の心配がほとんどないことがうれしい。 

４０． 子供も私も元気になりました。 

４１． 子供達の友人関係が、引越し以前より良くなった。面倒見の良い子に助けられ

た。イジメられた時期もあったが乗り越えられた。近所の方々もとても親切で恵ま

れていると思う。人がすばらしいなと思う。 

４２． ＸＸの時ほど、マスクや窓の開閉など気にする必要がないこと。 

４３． 冬があまり寒くない 

４４． 地震が少ないし、揺れが弱いのでよい。 

４５． 家族（夫婦、子供）と向き合う時間がとても増えた。子供達を何の不安も心配

もなく、自然に触れさせる事が出来ている。二ライカードやこの様なアンケートな

ど、私達避難者を暖かく支えてもらえている。人間関係もみなさんとてもおだやか

でフレンドリーでありがたい。沖縄の伝統文化等、今まで知らなかった事を学ぶ事

が出来ている。 

４６． 私たちは東北からの避難者ではないので、特殊なケースと思いますが、あの事

故後、福島第一原発は処理できず、ずっと汚染物を出し続け、やがて北海道方向も

汚染されると考えています。4 号機の使用済燃料プールが崩れたら、日本の北側は

住めない、と思い、これ以上子供二人を被爆させられない、と、南へ避難しました。

もっと南、又は南米まで行こうか、と思ったこともありました。 

４７． 事故の収束の見通しがつかない原発から遠ざかったこと。 

４８． あたたかい 

４９． 土地も人もあたたかいと感じています。沖縄では本当にたくさんの方にお世話

になっています。基地によって長い間苦しんでこられたので、痛みがわかっていた

だけたと思います。基地も原発も国のおしつけですから、沖縄の方たちと連帯して
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いける部分がとても大きいですね。 

５０． きれいな海に癒されます。農家さんとかかわる仕事についたので地元の安全で

新鮮な野菜をもらえるのはうれしいです。地元の人が優しく受け入れてくれて、幸

せです。 

５１． ふくいちから日本で一番遠いし、近くに原発が無いという安心感がある。ＸＸ

からの避難でも那覇市は避難者扱いをしてくれたのはうれしかった。（2012 年度に

ごみ袋至急があった）←那覇市が実態調査したかっただけかも知れないが。 

５２． 外で子供達が遊べること。 

５３． 原発がない。福島から遠く、ある程度、被爆を免れることができる。 

５４． 暖かい為、福島くらべ光熱費が安くなった。又、自動車の必要がなく、歩いて

銀行、店、映画館、美術館、公民館、図書館へ行ける。燃費（ガソリン、灯油）な

し。 

５５． マスクをしなくても生活できる。子供を自然の中で遊ばせられる。避難者が多

い為、食材の情報が入りやすい。沖縄の人の善さにいやされている。 

５６． 沖縄で製造されている食品は安心できるものもある 

５７． ＸＸの忙しさや汚染から離れることができたのでストレスを軽減できたと思

えたこと。やりがいのある仕事と仲間に出会えた（農業）。県産や九州産等の野菜

が買える事。沖縄独特の風習、習慣を初めて知ったこと（旧暦、清明、旧盆 etc） 

５８． 人があたたかい。避難者が多いため、お店などでも気を付けているところが少

し増えている。 

５９． 放射線を気にしなくてよくなりストレスを感じない。スギがないので花粉症に

ならない。 

６０． 気候が良いことです 

６１． 地震があまりないこと 

６２． 心身共に、この島に住まわせてもらえている事、周りのあたたかさに感謝して

います。 

６３． 気候が身体にラクです。海きれい。子供が喜んでいる。食がおいしい。 

６４． 避難家族は 1 人じゃないので、安心したのと沢山の友人も出来て、子育てしや

すいです。 

６５． 食品が沖縄産や九州産が多いので安心。 

６６． 放射性物質の少なさ、食べ物の安心等。 

６７． 人がとてもあたたかい。子供に皆優しく、子育てしやすい。ＸＸの幼稚園から、

ＸＸのＶＶ幼稚園に来たのだが、先生方も父兄も、素晴らしく、沖縄に来て良かっ

たと心から思ってる。一番良かったことは、放射能を気にせず、子供を自然の中で

遊ばせられることです。 

６８． 空気が良い。気を付けて買い物すれば、ほとんどの食材が県産で購入できる。 
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住み場所、学校、友人、すべてにおいて感謝しています。（移住者の少ない場所で

す） 

６９． 空気・水・土が安全。海がキレイで良い。ちょうどいい都会と田舎。 

７０． 原発の恐怖からは離れることができた。子供たちを外で思いきり遊ばせること

ができる。避難したことで出逢えた人たち・心を寄せてくれた方々に感謝。 

７１． 子供に対してやさしい目でみてくれる地域だと感じています。（良く話しかけ

られる） 

７２． 食材の産地が、南方面（西日本）のものが比較的手に入りやすい。東北・関東

地方と比べて、放射能を危険と思っている人が多い気がします。地震が少ない。 

７３． マスクをしなくてよいこと。家族・友人が多くいること。 

７４． 子供を安心して外あそびをさせてあげられること。水や空気のことなど、向こ

うでの心労から、少しは、解放されたこと。洗濯物や布団が外に干せること。 

７５． 沖縄基地の問題など抱えてはいますが、私は生活の中で放射能についてひとつ

考える事がなくなり、その事が一番良かったと思います。 

７６． 子育てしやすい 

７７． 冬に寒さが本土よりはましな所。気持ち良い。一度は住んでみたいと思ってい

たので満足した。野菜がおいしい。県産は安心して食べられて気持ちは安心できる。 

７８． 気候が良く健康に非常に良い。 

７９． 体調が良い。仲間がいる。学校給食に理解がある。 

８０． 土地柄、人柄が良い 

８１． 沖縄は海がキレイで、人が東北の方と似ている所があり、無口だが、心やさし

くて、とても良くしていただいています。 

８２． NPO さんの紹介でホームステイさせていただいた家族とその近所の方と親戚

のようにお付き合いさせていただいたことは宝物のように思います。避難しなけれ

ば出会うことのなかった人と親しく付き合えたことはとても良かったです。職場で

も優しくしていただくことは多いです。 

８３． 素晴らしい大自然の癒し、体調が良くなった。多様な人種と文化があり、大ら

かさと温かさがあり新参者として気が楽。力強い野菜など食品の安心感。異文化や

国際的接点が多い。 

８４． 普通の生活が出来る  ミエをはらなくてよい 

８５． 避難者のコミュニティがしっかりとある。 

８６． 子供達を安心して育てることができる 

８７． 気候が体にあっている。食材も豊富で助かる。人々があたたかい。子どもをか

わいがってくれる。地元の子どもたちもとてもやさしい。 

８８． 放射能の心配から開放された。観光資源が豊富で日帰りでもリゾートに足を運

べる。 
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８９． 県産の食品、もしくは九州産の食品が基本なので買うことに対して不安がなく

なった。 

 

 

１０． 沖縄に来て、社会関係でつらい思いや嫌な思いをしたことがありますか 

 

つらい思いをしたことが無いという回答が一番多い。常識や習慣の違いに

戸惑う回答も多く、ヤマトンチュー、ナイチャーと呼ばれる疎外感が大

きい。多数の項目が挙げられている。沖縄の人に対する感謝が非常に多

いが役所窓口が冷たかったという回答もある。 

 

具体的な回答 

＊何処に暮らしても社会問題はあるので多少のことは止むを得ない,  

＊溶け込むためにしこたま飲んだが苦労ではない"  

＊仲間に入れて欲しいという姿勢があれば何とかなる,  

＊良いこと尽くしだが幼稚園の１年保育には驚いた    

＊大和人だと冷たい態度でマンション契約に時間がかかった,  

＊ナイチャーと何度も言われた,  

＊駐車場借用で大和人料金を取られた・差別的表現で数回云われた,  

＊何故ヤマトゥンチュを雇うのかと云われた。 

＊ナイチャーと云われるのが嫌い。"  

＊ＸＸから（福島でなく）と言うとエゴイスト呼ばわり,  

＊被爆したとは云いづらい,  

＊ 沖縄が好きで来たのでしょと云われる・隙出来たが違和感が有る, 

＊故郷を捨てて逃げてくるやつは歓迎できない・帰れと云われた。 
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＊食べて応援しないヤマトゥンチュは冷たいと職場の人に嫌がられた,  

＊心ない発言に傷つく  

＊被災者はネットを調べるが一般県民はマスコミの（不正確な？）情報の

み 

＊勤めた飲食店で体調を崩した,避難で来たというと、一時的な滞在とみ

られ、ふかくつきあってもらえない， “ 

＊職探しや保育園探しで, 

＊故郷の親族との疎遠,  

＊久高島・糸満など田舎に行くほどきつかった,   

＊避難者の活動で嫌な思いをされたらしい,  

＊自分だけ逃げてきたと云われショック, 

＊福島産米が売られている    

＊保障会社利用の時新属の保証人が求められる・転居後の清掃料金の支払

い義務など２～３ヶ月で中断された,   

＊男だから女性の中では話せない  

＊ヤンバルには支援がないので苦しい,   

＊加害者でない沖縄県からの支援は申し訳ない, 

＊自分も友人とけんか別れ,自分ではないが友人知人間である・同じ被害

者なのに・東電や国に向けるべき     

  

＊不動産トラブルで  

＊内職のチャンスがふとしたミスで駄目になった  

＊自分の意見をはっきり言わないのでもどかしい,  

＊犬や猫の扱いが酷い,  

＊沖縄タイム,  

＊酔っ払いが多い・路地裏はゴミの山,  

＊たまに嫌な人がいる, 

＊虐待,  

＊迷惑駐車が多い, 

＊沖縄人はルーズな面が多いので、地域役員を引き受けたが胃を悪くし

た,  

＊言葉や習慣の違いで戸惑う, *88 地元に溶け込むこと, 

＊見識の低い経営者が多い  
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１１． 避難生活(住宅、食べ物、教育等生活全般)や将来の不安などについて 

国や沖縄県などの行政機関に要請したいことがございましたらお書きください。 

 
沢山の種類の回答があったが、トップ５項目は放射能関係の情報提供や住民保護を求め

るもの、子どもの健康を守れるように・学校給食で東北のお米などを使わないでほしい、

など放射能関係が圧倒的であり、次いで住宅支援やニライカナイカード等の支援継続・

対象拡大に関してでした。 

 

回答項目と件数 

放射能情報・健康管理支援   １４ 

住宅支援継続・負担大きい   １３ 

安全な食材がなくなる不安   １１ 

子ども健康     １１ 

東北・関東の食材を給食に使うな      ９ 

被災補償      ４ 

ニライカナイカードの継続（来年の 3 月まで）  ４ 

現政権に失望      ４ 

生活費補償      ３ 

原発廃炉      ２ 

産地表示を      ２ 
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医療費への国からの助成を    ２ 

宮城県からの避難者へも住宅補助を   ２ 

情報提供      ２ 

汚染       １ 

図書館       １ 

医療充実      １ 

自力解決                    １ 

東京からの避難も被災者扱いを    １ 

家族面会費用への配慮を     １ 

チェルノブイリのような支援策を    １ 

「食べて応援」のようなことはするな   １ 

検診       １ 

カウンセリング      １ 

沖縄県の自給率の引き上げ    １ 

幼・小・中・高校教育への助成を    １ 

基地撤去 

        １ 

典型的な記述 

＊ 現政権の流れには強い不安感があり、失意に近い感覚ですが、今を生き続けるだけ

で特に要望はないです。 

＊ 給食について。東北・関東の食材は使わないでほしい。ふくしまの雪をもってこな

いでほしい。 

＊ 沖縄に東北、関東の食材をもってくるのをやめてほしい。がれきの受け入れなどし

ないでほしい。 

＊ 国が定める放射能の数値が高すぎる。しっかりと食品の測定。セシウム、ヨウ素だ

けでなく、その他の核種も測定して、それを、ちゃんと表示して欲しい。 

＊ 正直、国には何も期待していない。給食について、今もかなり努力してくださって

いるが、県全体、すべての子供達の為に、給食の産地を改善してほしい。 

＊ 放射能・原発・戦争。国が国民を見捨てている。または見殺しにしているのを感じ

ます。辺野古のこと、沖縄への圧力。私たちは生きる権利も剥奪されるような戦争

への流れ。恐怖です。 

＊ 先にも書きましたが、震災から 4 年経ち、被災者、避難者もみんなそれぞれで格差

が生まれてきてると痛感しています。行政は、どうしても苦しい方に目を向けるの

ではなく、良い形の方を基準に物事を決めていきます。どうか、この格差をきちん

と理解し、助けて頂けたら・・・と心から思っています。 

＊ とにかく生活が困難です。貯金は使い果たしました。こんなに貧しい生活は初めて
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なので疲れています。でも沖縄だから、暮らしていけるのかもしれません。 

＊ いつまで狭い家に子供と 2 人きりで住み続けなくてはいけないのかという不安。年

月がたてば沖縄にも、たくさんの放射能がいろいろな形で流入してくるのではない

か。微量でも汚染は汚染。福島米の推進を止めてほしい。 

＊ 近所に子供達が学習できる図書館のような公共の施設がほしい。何か重大な病気や

手術等が必要となった時、県内の病院で大丈夫なんだろうかと不安を持っている。 

＊ 待機児童問題はなんとかしていただきたいです。食べ物も大手スーパーなどは表示

がなかったり、分かりずらい事がよくあります。（肉・魚など） 

＊ 国に事故で私どもがこうむった損失について、補償してもらいたい。沖縄県にそれ

を要請することの正当性には疑問がある。 

＊ 3.11 前には戻れません。せめて住宅の補助をしてほしい。学校給食の産地もあり方

を考えて欲しい。本当に子供のためを思った食事にしてほしい。幼稚園や小・中・

高校など教育についても援助があると助かります。 

＊ ニライカナイカードや水道料金補助などは今後も継続して頂きたい。この先、経済

的に苦しくなる一方だと思うので・・・。 

＊ 子供が通う学校を通して、自主避難にもかかわらず、援助をいただいたことがある。

行政にももっと支援をしてもらえるとありがたい。学校給食の放射能測定などを全

国でお願いしたい！！ 

＊ 住宅支援を、すっぱり切らないでほしい。 

＊ 国には、汚染地域には人を住ませないこと、そこで農作物をつくらないことを強く

求めたい。沖縄県には自給率をもっと高めてもらいたい。基地をなくして鉄道や畑

ができると良いと思います。 

＊ 私達のような避難者のこころのカウンセリングや話をプロの方にきいてもらえる場

所を作ってほしい。 

 

１２．沖縄社会に対して要望することがありましたらなんでもお書きください。 

 

避難者への暖かい配慮に感謝     １０ 

沖縄は独立国・・・？    ３ 

基地をなくし自然を守る    ２ 

賃金が低い     ２ 

避難者への暖かい心づかい   ２ 

オール沖縄の運動を評価    ２ 

食料自給率の引き上げを    ２ 

「食べて応援」ということに加担するな  ２ 
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基地と交付金（精神衛生上、良くない）  １ 

時給が安い     １ 

鉄道が必要     １ 

墓は住宅近くに造るな    １ 

放射能除染方法の研究・実施を   １ 

放射能で日本は全滅する    １ 

内部被ばくへの意識が低い   １ 

国と東電は責任を果たせ    １ 

汚染食品にきびしいチェックを   １ 

ナイチャーとは呼ばないで     １ 

面従腹背     １ 

沖縄の自然を守ろう    １ 

汚染物を入れるな    １ 

基地にとられて住宅が狭い   １ 

差別意識が残っている（ヤマトンチュウとか） １ 

基地なくせ     １ 

放射能への危機感を高めて   １ 

教育の向上を     １ 

家族が被災地と沖縄とで二重の生活で苦しい １ 

産地偽装の食品監視を強めて   １ 

観光立県にふさわしい美化を   １ 

汚染地域からの食材を入れるな   １ 

テーゲー社会（ナーナー主義）からの脱却を １ 

交通マナーの厳守を    １ 

道路の改善を（雨降りの時、スリップする） １ 

バスの定時運行を    １ 

沖縄文化に誇りを    １ 

コメは東北産ばかりスーパーに並んでいる  １ 

生活マナーの改善を    １ 

信号機が多い     １ 

家賃が高い     １ 

第一次産業や環境の重視    １ 

除草剤の使用禁止を    １ 

住宅支援の継続を    １ 

県外の人を切り分けるな    １ 

汚染食品への関心が弱い    １ 
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※コメント・・・・避難者への暖かい配慮に感謝（１０件）以外は、総じて、沖縄社会

の負の側面と、長所や是正すべき点とを遠慮なく指摘している。たくさ

んの指摘がありました。 

 

避難者の記述  

１２ 沖縄社会に対して要望すること 

（基地問題等） 

＊ 基地と交付金。この関係が社会にあることは、精神衛生上、あまり良くないな、と

思う。これが無くなれば良いか、それが無い土地へ行くか、はたまに考えます。 

＊ 基地があるだけでも様々なリスクを抱えている沖縄。せめて放射能がこれ以上累積

しないよう空港や貨物、港での除染方法など研究・実施していく努力をしてほしい。 

＊ オール沖縄勝利により、変化有る事に期待している。基地問題や環境問題により多

くのウチナンチュが関心を示してほしいです。 

＊ 原子力も基地問題も現在の日本の政治経済状況は全て繋がりがある。ＴＰＰ、戦争、

国の借金、原発事故の収束は不可能。経済状況を思うと、沖縄県行政でせめて、食

糧自給率をあげることをお願いしたいです。今後の自然災害、大地震に備え、県内

で県民が生き抜くために本土に頼らず食料の獲得をすることが必要です。 

＊ 内地もウチナーもない。同じ日本人です。戦争が沖縄であって、たくさんの人が亡

くなり、今も多くの人が心に傷をおっている。そのことをもっと全国ネットで知ら

せるべき。米軍基地も多すぎる。土地使いすぎ。いくら戦争に負けたからといって

も、沖縄の家狭い。 

＊ 私は平和［世界中の平和）を求めているので、沖縄にあるアメリカ軍基地をなくし

てほしい。日本政府がだらしないからだと思うが。 

＊ ‘オール沖縄‘の勝利は全国でも学ばなければいけない明るい展望です。民意を受

け止めない政府の態度は同じでも正しいことは正しいときちんと伝えるエネルギー

を沖縄の方たちは持っています。交流しながら力を合わせていきたいですね。 

＊ 上空を飛行物が飛ぶのは怖いです。 

＊ 企業でも個人事業者でも驚くほど経済を優先し、オナガさんも辺野古など行かずも

っと経済活動をしてほしいと平然と言うのを聞いてあまりにも思考に格差があるこ

とに愕然とした。平和がなければ自分たちの経済活動も担保されないというのに。

幸いかねひで社長のように覚醒した経済人もいるので、もっと財界人を啓蒙してほ

しい。 

（就労・経済） 
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＊ 時給をもっとあげてほしい。安すぎる。 

＊ 内地と支払料金は変わらないのに賃金は安すぎる。 

＊ 就労賃金を沖縄の経営者はもっと上げて欲しい。一部の富を多く持つ人間が、沖縄

という理由だけで従業員の賃金を安くしている。友人は、会社を設立した際に届け

出た賃金が「高すぎるから低くして欲しい」と役所の人間から言われたと。おかし

いよね、沖縄。 

＊ 「雇用」は安心して働けるよう経営者に希望する。 

＊ 沖縄の方の収入と比べると夫の収入は多いです。が、二重生活している為、基本的

なものがすべて 2 倍です。そこを考慮してほしいです。市へ申請する保育料の金額

など、夫の源泉徴収提出し、決定されてしまいます。 

＊ 避難先に沖縄を選び、3 年半に渡り沖縄で生活を営み、子供の進学に伴い、すぐに

は沖縄を引き上げることは出来ない状況にあります。内容は縮小されていますが、

ニライカナイカードの継続や水道料金の支援など、沖縄は支援を続けてくれていま

す。来年で住宅支援の打ち切りなどの声も聞こえますが、沖縄独自での支援策など

を是非検討して欲しいと思います。 

（全般的） 

＊ 鉄道（電車）を作る。夕張市を見習って過剰医療をやめる（老人）。お墓をどこにで

も作らないで欲しい。住宅地はやめて。 

＊ ①面従腹背。伝統のためか、子供達が②学力のある子供を内地に送り出す教育界の

姿勢は沖縄の学力問題を再生産している。 

＊ ナイチャーとかウチナンチュとか線引きして？こだわり？違う民族なのだろうけど、

そこにこだわらないでほしいと思う。仕方ないのかな、と思うが。（歴史的な思いが

あるだろうから） 

＊ 沖縄はすばらしい独立国。自身をもって、日本やアメリカにながされないで！！命

どう宝！！ 

＊ 県民の自立心、尊厳の向上を期待しています。 

＊ 自然をもっと大事にして欲しい。 

＊ こちらに来て、ないちゃーとか、やまとんちゅ、とか言われてなんだか同じ日本人

なのに差別されているようでびっくりした。 

＊ 沖縄は独立すべき、と思います。独立して日本やアメリカのいいなりにならず、中

国、韓国、フィリピンなどと対等に国交をしていくほうが良いと思います。沖縄に

はすばらしいリーダー的存在の方々もいるし、本土から来た人で、本当に沖縄を愛

している人もいるので、貧しくとも幸福の国を作るべきと思う。 

＊ 観光立県を目指すなら、見えない所の空き地、公園、路地裏のゴミを奇麗にしても

らいたい。 

＊ 良くも悪くも「ゆるい」と感じます。この「ゆるさ」があるから、ストレスをあま
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り感じないのかもしれませんが、「ゆるさ」が汚染物質の流通を止められないかもし

れません。又、車社会のわりに、あまり上手ではないというか・・・これも「ゆる

い」だと感じてしまいます。Ex）前向き駐車で、枠からはみ出るのは当たり前、ゆ

ずってもらえるありきでの合流、進入、etc・・・社会全体の成熟度が低い気がしま

す。（こういう言い方が適切かはわかりませんが・・・） 

＊ 交通ルールを守ってほしい。具体的には①横断歩道の歩行者優先。特に信号機ある

交差点で大丈夫余裕があるなと判断できたとしても歩行者が渡り過ぎるまでは待っ

てほしい。かなり無理して右、左折する事がある。②小さな交差点での交差点内に

駐車する。いわゆる角切りのしてある場所に駐車することが数多くみられる。なぜ

かここをねらって駐車している。沖縄での不可解なことの一つです。 

＊ 雨が降ると非常に滑りやすくなる道路を早急に改善してほしい。スリップ事故後に、

警察の方に琉球石灰岩を含んでいるため水はけよく、暑くてもとけないがすべりや

すいのだと聞きました。内地からの転入者には、免許の住所変更時に教えるべきだ

と思う。ほとんど時間通りに来たことがないバスもなんとかして欲しい。通勤の足

として頼れません！ 

＊ 食料自給率が高くなるといいなと思います。 

＊ ああ、この考えはいいな、賛同しようと思っても、うしろに政治的主義があって、

やめたりしたことがあります。単純ではなくなっているね。これだけの空があって

海があって、人々に才能があるのだから、もっとイバればいいと思う。ひくつに感

じる。この文化やコトバは誇れるものである。 

＊ 譲り合いがとても良い反面、しまりがない。自分の物と他人の物の意識が低い。ク

ーラーが寒すぎて、体の調子が悪くなる。信号が多い、長い（那覇）家賃が高い。 

＊ 沖縄発の EM もあるので第一産業の強化や環境の見直し。次世代のための行動。 

＊ いちばん思うことは、農薬や除草剤を糸満では使いすぎないことです。菊農家では

中国から密輸入した強い農薬が一般的なまでに広まっており、沖縄県内出身の方々

も、問題視しつつ使用しつづけているのが現状です。道端にもよく除草剤をまいて

いるようで、とても気になります。沖縄の未来や海のことを考えても、どうにかす

べきだと思いますが・・・私自身は何もできていません。 

＊ 車の運転中に、よく見ていない人が多くて、危ないと思った。 

＊ 沖縄の人、そうでない人と、切り分けないで欲しい 

＊ 重い歴史の為でしょうか。聞けることと聞けないことがあるようです。本心を伝え

支援する場があればと思っています。 

（放射能関連） 

＊ もうあきらめた。なにやってもだめ。もう日本は放射能で全滅する。放射能あまく

みないで。これから地獄がはじまる。 

＊ 放射能問題を対岸の火事と思ってる人が多いので福島の米や汚染食材がまかり通っ
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ている。何とかならないものか。内部被ばくだけでなく、ＧＭＯ、添加物、電磁波、

色々なものに対する意識が低い。 

＊ 子供達の食べる学校給食の食品に対して汚染の認識（学校関係者、行政）。給食での

使用食品の管理を子供達の為にしっかり考えて欲しいです。他人事ではない問題で

す。基地問題と平行していると思います。 

＊ 食べて応援しないで下さい。沖縄・琉球がおかれてきた歴史を 311 以降初めて知り

ました。申し訳ないという気持ちで一杯です。ただ。だからこそ、国がしようとし

ている事を反対し、異議を唱える必要があると思います。ご協力下さい。 

＊ オール沖縄で、取り組んでいる辺野古問題と同様の構図である原発問題も、マスコ

ミ等でとりあげていただくことで、先の長い原発問題への認知度を上げていただき

たい。また原発（福島）から最も離れた地方としての優位性を、もっと知り、汚染

物質を極力、入れないようにしていただきたい。 

＊ 沖縄の方達はとてもいい方達ですが、もっと放射能の危険など知って欲しいと思い

ます。 

＊ 国の基準を満たしているから安心という光景を目にするが、よくよく考えて頂きた

い。（本当に自らの家族の健康を守りたいのなら）産地偽装にも監視を強めて欲しい。

特に食品等を供給する立場の卸・小売り業者の意識改革を！ 

＊ ①”福島原発の事故は 4 年も前”という「過ぎたこと」という感覚を正してほしい。

②”大丈夫と先方が言ってるから”という安易すぎる発想で汚染地域の物や食べ物

を入れないで欲しい。③子供の修学旅行先を福島にする信じがたい行いを改めるべ

き、気が違っている。 

＊ 他人事ではありません。汚染されたものはすでに出回っています。考え過ぎ、どう

して避難したの？どうして家族別々なの、もう大丈夫でしょうと簡単に言わないで

ほしい。 

＊ 東北の食べ物を食べて応援しないで欲しい。 

＊ 沖縄の人にとって東北はフィリピンより遠いと言われたことがあります。ですから、

そこで起こった原発の事故にあまり興味がわかないのはある意味仕方がないにかも

しれません。でも放射能の事に関心を向ければ、自分や家族の健康を保つことにも

役立つということをもっと知ってほしいと思います。あまりにも、食物への関心が

低くて沖縄の人達の将来が心配です。 

（感謝） 

＊ 生活と健康を守る会（沖本さんも）が唯一の支援で感謝してます。アパート保証人

となってもらっている共産党つながりの方にも感謝。ＸＸで失業した時から共産党

にはお世話になり、そのつながりがなければどうなっていたか分かりません。沖縄

社会というより、国・電力会社が責任を果たすべき！！ 

＊ 沖縄に住まわして頂いて、本当に感謝しています。親切にしてくださる方々、感謝
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しています。ただ前述もしましたが、原発事故の放射能汚染は続いている、という

事を思い直して頂きたいです。また、これは「沖縄社会への要望」では無いかもし

れませんが、基地の問題も、沖縄に押し付けるのは やめるべきです。 

＊ 沖縄には感謝しています。ただ、基地問題にしても、あやまった情報をそのまま信

じている方が多かったりするので、沖縄全体から意識をよい方向に向けて欲しいな

と、生意気ながら思います。せっかく、よい県で、すばらしい人々たちなのに、海

や自然が守られ続けることを祈ります。 

＊ 総じて、気持ちよく受け入れてくださってありがたい限り・・・今後共に生きてい

けるようにさせて頂けたらと思っています。 

＊ まずは避難してきて頑張っている人を受け入れて下さり、感謝の気持ちで一杯です。

この地でしっかり生きていけるように、応援していただきたい。これを機会に内地

と沖縄がより深く理解しあい、基地問題にしても、原発問題にしても一緒により平

和な道へと歩んでいけたらいいと強く願っております。これからも支援よろしくお

願いします。 

＊ 沖縄の方々には多くは望みません。充分に支援して頂いていますし、これ以上望む

事は失礼です。 

＊ 移住者には謙虚さを、うちなんちゅ には心の開きを、求めるというよりは、大切

にしてとにかく、沖縄には感謝しかないし、恩返しがしたい。 

＊ 地域の方（近所の方）にはあたたかくしていただきとても感謝しています。 

＊ 要望どころか、感謝だけです。移住者は沖縄の歴史を知り、リスペクトすべき。こ

こが固有の文化圏であること、国策で相当な迷惑をかけてきたことを、移住者はも

っと学ぶべき。 

＊ 特にない。むしろ手厚い対応に感謝している。 

＊ 沖縄は、みなさん親切でフレンドリーで本当に救われました。子供達もすぐに慣れ

ていき、心から安心しました。ただ、私はまだ沖縄に慣れていく事ができず、迷う

事も多いです。それは、子供達の教育面、交通のルール等・・・福島では・・・と

いうか、内地ではあり得ない事（トラブル）が多々あります。沖縄の伝統など、す

ばらしい所は残しながら、少しずつでも内地のレベルに合わせていく事も子供達の

将来の為には必要なのではないかと思っています。 

＊ 沖縄には温かく受け入れてくださる方がたくさんおられ、嬉しい。沖縄の人々と原

発事故・原発について認識を共有できる機会がこれを期にもっともっと広く深く、

長くなることを期待する。 

＊ 意識の高い方も多いので食品、水、空気など勉強などをやって移住者だけでなく沖

縄の方々の食、健康を提案していきたい（みんなで）。食品（特に米は東北ばかりス

ーパーに並んでいます） 

＊ まずは自主避難でも受けいれして頂いたことに感謝。 
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＊ 石垣の「ちむぐくる」に大変お世話になり、情報発信や講演会など、いろいろ助け

ていただいた。行政や社会に、こういう団体を支援して避難者支援につなげてほし

いと思います。 

 

 

１３．特にお話ししたいことがある方は自由にお書きください。 

突然故郷を離れざるを得なかった苦難、現在の時間とともに困難を感じている心境、

その他なんでもお書きください。 

 

避難したが、安定してきて、前向きに生きていくことが出ている回答が一

番多く、次いでもろもろのことで感謝の気持ちが表明されています。家

族分離や医療住居問題での心配が多く、つらい思いが語られています。

また、原発事故をきっかけに今までの生き方を反省し、生き方が変わっ

たという趣旨の回答がビッグ４に入っています。 

回答のうちで２件以下の内容を下記に記述します。 

健康安心感    ２ 

子どもに対する家族分離罪悪感 ２ 

支援策 支援地拡大   ２ 

安心感    ２ 

多重生活 三重生活 困難  ２ 

平等透明な支援を   ２ 

支援策 支援内容充実を  １ 
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就職困難    １ 

大学進学率    １ 

低進学率    １ 

死んだら故郷へ   １ 

失ったものもあれば得たものもある１ 

県庁で支援はありません  １ 

消費増税・物価上昇 事故後異常行動１  

困難な方を思うと胸が痛む  １ 

意識薄らぐ    １ 

家族信頼    １ 

日本を変えたい   １ 

アパート狭い   １ 

 

 

１３  避難者の記述  

＜特徴＞  避難したにもかかわらず食の安全への不安に陥る。又、金銭苦や就労困難で苦悩し

ている。 

＜ コ メ ン ト ＞                                       

○ 避難者にとって食品の安全性はもっとも関心が高い問題である。避難した理由も「子ども

の命と健康を守ることと、安全な食生活を送りたい」と言うことであろう。ただ、食の世界は

流通により様々な食品が沖縄にも流れているので、産地確認は欠かせない。ただ、加工品にな

った食品については、検査を厳しくする必要がある。特に、学校給食は安全性の確保が欠かせ

ない。他に金銭問題での生活苦や就労困難による生活苦は事故から４年が過ぎても変わらず苦

悩している。福島県内外の避難者に対して国の充実した支援が不可欠である。 

大

き
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ま
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特徴、避難者の声、コメント 

 

 ※特徴とコメントはアンケート委員会の分析・考察 
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＜避難者の声＞ 

 今は感謝の気持ちが湧いてきます。沖縄の美しさが、どこで

も見られる、そんな日本になることを望みます。自分自身が明

るく、元気に、自分らしく生きることで、一時的にピンチであ
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ることも、向き合い方でチャンスになるということを伝えられ

るようになりたいです。  

 ２０１１年に沖縄へ来た時は「避難」という考えがありましたが、途中か

ら、「移住」という思いに切り替えました。この土地で何が出来るか、を考

えていかないと先に進めなかったです。地域の方々とのつながりも出来、良

いこともたくさんあります。そして、嫌なことも、実は経験はありますが、

その時はもう「避難者」て゜はなく「移住者」というマインドを経験してい

たので、ここではふれないことにします。今はいかに仕事を創っていくか、

地域を盛り上げていくか、を念頭に、日々暮らしています。なので、避難当

時よりも、放射能についての心配は少し減っています。 

 東電や国の免責に協力した専門家や組織に社会的制裁を与えてほしい。東

京での生業を失ったが、原発事故により今までの無知・無関心を反省する機

会を得、別の人生が展開したように思う。幸せに死ねるように悔いなく生き

ていこうと思う。 

 ３・１１さえなければ・・・と避難生活をされている方もいますが、とり

あえず、前向きに笑顔で生きる事も、失ったものあるけれど、得たものも必

ずあると思う。沖縄へ来たら安全と思っている避難者さんが多く困惑するこ

ともある。自衛は一生ついてまわると思う。 

 ＸＸが沖縄へ避難、といことについて、本当に理解している人はいない、

と思う（笑）来る途中、ＶＶの友人に会ったが、それを市職員に話したら、

ＶＶに戻ったら？と言われた（笑）那覇に来て、先ず県庁に相談に行ったが

「何も支援はありません」と、はっきり言われた（笑）今だから笑える！！

出身はＸＸ。高校以降は、ＹＹ（ＶＶ）、東京、岐阜など転々。３・１１の

時はＸＸ町居住。その年いっぱいはＸＸに居て、そうしようか悩むが、転職

もできずこのままでは、ＸＸでどうにもできなくなる、と最後に決断。２０

１２年１月三が日明けの４日、ＸＸを出発して、沖縄へ。ＹＹの親戚も、一

部は未だに仮設暮らしで、命助かっただけよいか。避難して放射能への不安

は軽減されたものの、生活改善の見通しは立たず、今後は不安。生活保護も

基準額下げられ、住宅扶助、冬季加算も下げられるとかで、一方消費税、物

価上昇（年金切り下げ）等、先行き全く良い要素ないですね。今日一日、な

んとか死なないでいる、しかありません（笑）。 

 今後の日本がどうなってしまうのか、とても心配です。しかし、不安のま

までは、何も解決しないと思うので、自分にもできる事があるなら、少しで

も実践していきたいです。食べ物のことで言えば、だんだん自分のまわりで

も、ゆるくなってきて、内地にもどったり、産地を気にせず食べていたりす

るので、どうしたらいいのかなーと思います。また、３・１１を経験してい
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ない方には、中々伝わらないみたいで「今さら、何のこと？」みたいな空気

感になり、せつなくなります。皆が同じように思ったら、気をつけられたら

いいのにな、と思います。 
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 私の畑にセシウムが降らなければ・・・という仮定はすでに意味を失って

います。ただ、避難したことや、家族を捨てたことで自分のことが良くわか

りました。これから、どう生きるか・・・苦しくとも、体験したこと、感じ

たこと、思ったことを大切にしていきます。アンケート、ありがとうござい

ます。 

 チェルノブイリの事故により、私や夫は「自給な生活」にシフトしました

。経済優先の考え方があの事故を起こしたと思いましたし、原発の危険性を

知りました。そういう知識が少しはあったので３・１１の翌日にはＸＸを離

れました。そこで２０年近く、無農薬無化学療法でかなり広く田んぼをやっ

てきた夫は、最初は嫌がりました。荒れていた土地を耕し、美しい田を守り

生きてきたからです。そこを手放すのはつらかったと思います。すでに私た

ちの子供は（４人の娘）３人は成人していましたから、私たちのような年齢

で移住している方は少ないと思います。ですが、私たちが率先して行動しな

いと理解してくれないと思い、子供達も連れて（長女は結婚していたので、

その夫も一緒に） 

そして友人にも声をかけ沖縄に移住しました。突然の移住は予想をはるかに

超える苦しさでした。私も仕事をもっていましたから、その後片付けで心身

共にクタクタとなりました。ですが、このことより、モノの見方といいます

か今まで気が付かなかったこと、一言では言えない多くのものを得たように

思います。 

この一言では言えないようなこと、語ると山のようになりますので省きます

が、今ここにこうして生きていることそのことへの感謝の気持ちでいっぱい

です。 

沖縄に来るように声をかけてくれた友人、今の家を貸してくださっている友

人、 

たくさんの方の温かいサポート、沖縄の方の懐の深さに感謝しかありません

。それから沖縄にきたことで基地問題をリアルに理解でき原発のことなどよ

りわかることができ本当に良かったです。 

 頑張るしかないと思っています。 

 矢ヶ﨑先生の放射能についての講演はＸＸで一度、そして避難してきた後

に名護のイベント（３・１１における）でもう一度聞かせていただきました

。私はその他沖縄ＹＭＣＡの無料のキャンプ今帰仁村の北山荘にて、克馬先

生の亡き奥様と偶然、台所で一緒にカレー等を作り、色々話すうちに克馬先
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生の奥様でいらっしゃる事、そして私たちのような避難者を助ける為に多大

なご尽力をされている事も知り・・・とても感謝の気持ちで一杯です。その

後、今帰仁城趾に迎えにこられた克馬先生とも握手をしていただき、とても

心に残っております。３・１１のあった年の１１月にＸＸに来て、今はＸＸ

に住んでいます。今年のお正月には３年ぶりに故郷のＸＸへ息子と共に帰り

まして、父、母、妹と一緒に過ごしましたが、帰りの飛行機に乗るときは涙

をこらえながらの別れになりました。つくづく家族は近くにいたほうがいい

なぁと感じています。週末には必ず電話をして、父、母の声を聞いています

。こちらでは臨時職員という形で働いており、息子１人、母１人の生活です

。安定した正職になれれば良いのですが・・・今は保育士として働いており

ます。克馬先生もどうぞお元気でがんばて下さいね。私も毎日、平和に日常

生活が送れる事に感謝しながら、コツコツがんばってゆきたいと思います。

克馬先生を支えるスタッフの皆様もどうか毎日お元気でお過ごし下さい。 
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 すべては、１人１人の生き方。生きる力。どんな事があれど立ち上がれる

。戦後の沖縄のように・・・。１人１人が強く生きる力をつける事。戦後を

知っているおじーおばーの話もっと聞きたい。土にさわる。畑、大地の強さ

感じる。避難した人々よ。町で暮らさず田舎で暮らせ。ゆいまーるだよ。み

んないい人、助けてくれる。沖縄良いとこ。楽園だよ。被ばくしてないこの

土地でみんなで安全な野菜を作ろう。避難者で産業に！！被ばく地域で暮ら

す家族ね友人に送ろう。ゆいまーるの輪広げよう。矢ヶ﨑さんありがとう。

ありがとう。沖縄にすてきな人！！みんなで野菜を作りましょう！！産業に

雇用に。やんばるはいいよー。土地あるよー。水きれいよー。人いいよー。 

 私だけではないですが、今回の事故で、夫婦別居のいい機会になった、と

いう側面があります。（身の回りでよく耳にします）その点では、良いきっ

かけとなりました。皮肉ですが、ストレスもなくなり、体調も良くなった。

（アトピーが改善された）という事に、自分でも驚いています。もちろん、

仕事の面、子供の体調の面での心配はありますが、今冬は母子３人共に大し

たカゼもひかず、体調が良くなってるのを実感しています。日本の国に関し

ても、問題がよりクリアに見えてきたと思います。私の子供たちにとっても

、良い転機だったことは確かです。元気になってきたので、私も責任を持っ

て行動していくつもりです。皆様もお体を大切に頑張ってください。 

 原発事故から丸４年になろうとしている今、幸い、自分、母親共に沖縄へ

移住できたことはとても幸福だったと思う。未だに、東日本にお住まいの方

、身内、親族、知人、友人のこれからを思うと（殆どの方は放射能被害の事

は思考せずにいる）罪悪感に苛まれたり、逆に頭が可笑しいのかと悩んだり

する。時々、何故自分はここに居るのだろうと思う。故郷を失うことの切な
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さ辛さ、何よりも８０代の高齢で移住を選択せざるを得なかった母親の心情

を思うと悔しさや悲しみがこみあげてきてしまう。母の人生の残された時間

を自分なりに精一杯大切に接してあげたい。自分には縁がなく、伴侶も子供

にも恵まれなかったのだが、悲しい事だが子供がいなかったことが不幸なの

か幸いなのかと考えてしまうそんな国であることがやるせない。明るく、前

向きに生きたいけれど、殆ど諦めている。ネット世界で得た知識、僅かな自

身の感性部分で日本や世界の未来を見つめてみて、感じたことでした。放射

能汚染や原子力問題は世界の権力、利権構造のほんの一部であるけれど、３

・１１を境に、この国が、急速に崩壊へ向かうきっかけとなってしまったこ

と。この国の天からの可笑しさを見直せる、気づけるいいチャンスだったと

思う。とても苦しい話ばかりでごめんなさい。最後に、自分なりに伝えられ

ることができることとして、諦めないつもりでいます。原発事故から４年過

ぎて、被ばくの被害が顕著になりつつある。関東・東北の人達が気づき、助

けを求められた時には、できることをしたいと思っている。お金は無いけれ

ど健康でいられたら、何か自分にもできることはあると思う。将来の見えな

い中にも希望を持ち負けないで生き抜こうと決意だけはしている。。。お話

を聞いて下さりありがとうございました。皆様もお身体をお愛い下さい。 

 すっごい苦労したけど、もう忘れちゃった。特に参院選挙がこたえた。すべ

ては必要な経験、成長だった。すべての苦労の原因は僕ら一般市民が政治的決

定からあまりに遠い所に居た事に起因すると確信。政権運営に与するつもりで

、勉強、活動を始めている。傾きかけのコラソンを立て直す長い旅。多くの市

民が格段にレベルアップしたネットワーク、有機的なオーガナイゼーションを

構築し、社会的（法的）な「実行力」を手にしたい。ここから！が勝負。多謝 
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 矢ヶ﨑先生のお話し、何度か拝聴いたしております。主人とはなればなれの

地元を離れた生活に、時々、つかれ、食材探しも、この生活もやめてしまいた

いと思うことがありますが、その度先生の顔と「子供にはⅠベクレルを与えて

はいけない」というおことばを思い浮かべ、励みにいたしております。先生の

ご尽力に大変感謝いたしております。今後とも何卒よろしくお願いい申し上げ

ます。 

 福島から離れて暮らす人たちの為にご尽力下さり心より感謝申し上げます。

今後ともどうぞよろしくお願い致します。ますますのご発展お祈り申し上げま

す。 

 貯金を使い果たした昨年からは本当に生活が苦しい。ひょっとしたら死んで

いたかもしれない。私はなぜ、大震災を生き残ったのか疑問でした。それほど

大震災後は生きていくのが辛かった。だけど「生かされている」ことにはきっ

と意味があると思って懸命に日々を過ごしています。生きていくのは辛いけれ
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どそれでも毎日笑ったり、楽しいこと嬉しいことも沢山ある。無口で人見知り

で引っ込み思案な私でしたが沖縄に来てからがらりと変わりよく話すように

なった。友人もいっぱい出来ました。今の自分が信じられないです。人に感謝

、すべてのものに感謝の気持ちを持てるようになりました。これも沖縄のおか

げです。 

 避難移住から、３年が経ち、生活は落ち着いたと言っていいと思います。収

入は半減し、狭いアパート暮らしになり、生活の質は変わりましたが、それに

も慣れました。それも、家族が健康でいるからだと思います。ぜいたくな事は

何一つできませんが、友達と楽しく遊び、家族仲良く暮らせているのは、沖縄

の季候、人、自然のおかげだと感謝しています。ただ、自分の事で精一杯で、

まだまだ困難を感じている方がいらっしゃると思うと胸が痛みます。各々、目

指す所も違うと思いますので、よりそって話を聞くことも簡単ではありません

ね。何があったという訳ではありませんが、避難した者同士で話をすることは

、今ではほんとんどありません。避難をしてきた事を隠している訳ではありま

せんが、聞かれる事もなくなり、こちらから話す機会もなく、意識が薄くなっ

てきています。子供達の将来を考えるととても不安になりますが、日々の生活

に追われ、時間が過ぎてしまいます。うしろめたさを感じます。被災地、原発

、健康への影響などの言葉を見つける度、記事に目を通しますが特に子供達へ

の影響が心配です。避難するだけが道ではないと思います（個人差も大きいと

思います）が、自分の子があまり強い方ではないので、我が家の場合は避難し

て良かったと思っています。又、家族を支えてくねる夫には、感謝して尽くせ

ません。全く知らない土地で、体一つで家族を養うことは、とても私には、な

しないと事です。大変な時も移住について私を責める事もなく（主に私の意思

で移住を決行しました。）前へ進んでいく姿は頼もしくもあります。この先、

沖縄に住み続けるのか考えない訳ではありませんが、今は居心地が良いです。

自分の生活を整えられたなら（収入面など）、社会へも視野を広げていけたら

いいと思います。すべての子供達が健康に暮らせるように、日々祈っています

。 

 あとさきは逆になったけど、結果的に避難できたことはありがたいことです

。御先祖様のおかげでしょう。ＸＸの知り合いに言うと、皆、「なんで沖縄？

」と言います。「うん、いろいろこわいからね」と言ったり、くわしく説明し

たり、意識改革は少しずつ１人からでもできるんではないかと思っています。

丸Ⅰ年かかりましたが、ＹＹにすむ弟家族（小３の子がいる）の意識がかわり

ました。沖縄へ来る予定です。 
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 ３・１１、あの日、自宅いるときにおきた。津波の映像に心が痛く。その２

日後に友人結婚式を控えていて、即西へヒナンしようという友人の誘いを断り
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、その日に福一は爆発した。半日もカメラマンとして働いていたので、やっと

帰る家路の時、地方に住む友人から、そっち大丈夫？とのメールで、福一のこ

とを知ったしだい。翌日は買い出しやら、計画停電などに振り回され、ヒバク

もした。３月は被災地支援の物資集め配送を手伝った。そして春休み、関西へ

帰省したり、原発を調べ、やはりこのまま東京に居たらあぶないと。チェルノ

ブイリのデータを基に。３００㎞はなれていても、影響を受けることもあるも

ある。食材の確保が難しい。水や呼吸によるヒバクはさけられないことから判

断。２日間で１人で関西へ行き、住む場所を探し決め、準備。４月は地方選挙

があり、候補者との付き合いもあり、連日、選挙活動に同行し、ヒバク。それ

でも、５月ＧＷにはヒナンした。これから一生住むんだと。高齢の両親と居ら

れるように、団地の五階に住む両親の真下のⅠ階の住宅も一年前に買って、何

ともない用事にもかけつけていた。それなのに、ヒナンせざるをえない状況に

なり、無念です。どんなに小さな親の不自由なこと、テレビの録画したものが

切り替わらない、電気が消せない、つかない、テレビの録画したものが観られ

ないとか。私が行って、５秒で解決することでも、「はいよ！」と言ってかけ

つけて、すぐ、できて、快適に暮らしてもらえる・・・そんな小さなことでも

、役に立てて「ありがとう、助かった、頼りになる」と言われたら満足だった

。嬉しかった。オレオレ詐欺に母があってしまって、本人は落ち込んだ時も、

励ましてあげられた。母は４６年間も公務員をつとめあげ、働き続け、育てて

くれた。今は私ができることは、いっぱい、たくさん助けたいと思っていたの

に、それもできない。つい先日、ずっと元気でいた母ですが、腰に激痛があり

、旅先で救急搬送され、家で車イス生活、トイレも自力で行かれず、足はむく

み痛いと、でんわがかかります。原発事故がなかったら、足のマッサージをし

て手伝えたでしょう。世話をする父も老老介護なので、心配です。つい先日の

ことなので、長く書いてしまいました。無念で、泣けてきます。私はこちらで

会って話せる大人の友人がいないのが最大の難点です。それでも現状、皆の応

援などで一番望んでいるヒナン生活ができていることには感謝しています。幸

せもあると思っています。 
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 戦後７０年、私達の年代は戦中は空爆から逃れ食糧難に堪え住居を川崎で焼

失、群馬、岩手、富山と転々として生き抜いて来ました。どうにか、郡山の地

で結婚、土地を求めて家を建て孫にも恵まれ、地域社会や友人との交流も深ま

り充実した日々を半世紀以上に渡り安住の地として来ました。こんな時に起き

た東日本大震災、家は半壊（内、損傷大で倒壊の恐れある箇所は修理済み）そ

して追い打ちをかけるように原発事故、この時、ＸＸに居た息子夫婦は３才の

子供を放射線の影響を避けるためＹＹへ避難する（２０１１・３・１２）これ

までは息子夫婦も将来は持ち家を建てる計画もしていましたが、その夢も打ち

砕かれてしまいました。私と妻も少しでも影響の少ない息子夫婦が住んでいた

ＸＸに避難、家財の管理をして約Ⅰ年住み、翌年の２月１日に私と妻も孫の面

倒を見るためにＹＹに渡り、県の借り上げ住宅とニライカナイカードのお世話

になり大変助かりました。現在はｘｘに残して来た自宅が震災時から空家とな

っているため、近隣に迷惑をかけないようにするための維持管理と庭の手入れ

の費用が掛かり困っています。家の処分も考えていますが費用の面で実行出来

ないでいます。又、この先、ここに永住するかについても息子夫婦が放射能の

問題でＸＸ島在住の親戚と不和になりＸＸ島からの移住も考えており、私達も

安住の地としては言えない状態にあります。息子夫婦が移住するとしても、こ

れからⅠ回の移住で済むかどうかもわからず、そうなると私達も高齢となった

今、何処まで付いていけるか不安です。このような状況の先行き不透明の中、

諸所の事を考えさせられ日々頭を痛めています。終わりにこれだけは国に申し

上げたいです。原発事故のために避難して苦しんでいる人、避難したくても出

来ないで苦しんでいる人、多くの人の人生を狂わしてしまいました。このよう

な事は二度と起こしてはいけない事です。原発廃止を願います。※東日本大震

災支援センターからイベントの案内がありますが、離島での開催がありません

。本島には行けないでいます。 
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 ただ原発と放射能から逃れるために故郷を捨てましたが、今の日本はそれの

みならず、戦争の出来る恐ろしい国家へ戻ろうとしています。次ぎから次ぎへ

と襲いかかる子供たちへの苦難の未来に、私達親はどの様に抵抗してゆけばよ

いのでしょうか。このような気持ちではいけないと分かっていますが、時折途

方に暮れてしまうこの頃なのです。楽ではない毎日ですが、ここ沖縄に移り住

むことが出来て、沖縄の方々との出会い、沖縄の重く残酷な歴史にもふれるき

っかけとなりました。先は見えなくても少しづつでも前へ進んでゆこうと思い

ます。矢ヶ﨑先生の情報は、ここ沖縄へ来るための貴重なものとなりました。

さらに講演会等で先生ご本人に会えたのはとてもうれしいことでした。お体を

大切に避難者さん達の未来を照らし続けていただきたいと勝手ながら祈って

います。子供は現在（当初より）アレルギーもあり給食はお弁当にさせてもら
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っています。学校との接触当初には先生の資料を印刷し、持参しました。見せ

る必要は結局ありませんでしたが、とても心強い存在でした。子供は現在のう

胞有り（２～３ミリ数個？）と機能低下症でチラーヂン内服中ですが、これか

先、どの様に健康を守っていったら良いのかわかりません。何か情報等、指針

があれば心強いかと思います。先生並びに、事務局の方々等には、いつも頭が

下がります。本当にいつもありがとうございます。 

「コネ社会」なので、自分の墓は東京かなと。暮らしやすいけど、死んだら東

京に埋めてもらいます。 
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 双子の健康の続きです。ひとりは足の痛み、吐き気、だるさなど、ほぼ完全

に回復しました。しかし、もうひとりは吐き気、だるさを今だにひきずり、脳

の委縮は小さくなるか、進行するか、わからないし、放射性物質のせいかも分

からない、とも言っています。私も素人ですので分かりませんが、もし、物質

を吸い込んだ場合、肺→脳へ行ったりしないでしょうか？そこでとどまってし

まって一部、こわされたのでは？と考えています。ＮＨＫのチェルノブイリ事

故のドキュメント番組で、チェルノブイリ事故後の処理の作業員の中に、前頭

葉に委縮がみつかった人がいるということを映していました。計算ができなく

なり、買い物で何を買うか忘れるということでした。息子の委縮は前頭葉では

なく頭頂部のちょっと左寄りで、いつも本人が、頭のここが痛い、という場所

と一致しています。中学校もほとんど行けず、今も自宅で、本を読んだり畑に

出たりすることができるようになりましたので、悪化はしていないと思います

がめ・・・もうひとつ気になることは、二人とも背が伸びない、ということで

す。高Ⅰの年令ですが、１５０㎝前後、事故後からほとんど伸びていません。

それと事故後（被曝後、２ヶ月くらいの頃）、私たち三人の足のウラに時々、

ほくろより大きい、茶色のほくろのようなものが、時々できては消えたりして

いました。この我が子のような、子供の健康被害の報告はありませんでしょう

か？ 

※息子たちの被曝の経緯についてホームページで公開しています。のちに、息子たちが

被曝者として不利益があるとしても、この日本の危険性を広めなくてはならない、と思

い、夫がホームページを作っています。（「２０１１Ｋａｚｕ．ｗｅｂ．ｆｃ２．ｃｏ

ｍ」北海道からＳＴＯＰ原発）これを検索してご覧になられて下さるとわかると思いま

す。 

※チェルノブイリ原発作業員ドキュメンタリー「終わりなき人体汚染」で検索してみて

下さるとわかると思います。  
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私どもが３・１１当時住んでいたＸＸ県の中部ですが、ＸＸという近所の茶畑

にホットスポットがみつかったのを機に、ＹＹまで引っ越してきました。１人
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息子は当時６ヶ月でした。私は、３年経ったら息子の甲状腺を検査してもらお

うと、当時から決めておりました。（国が何かしてくれるハズもないので、ま

るでサバイバル気分でした。）近所の「きのしたこどもクリニック」の先生が

甲状腺を調べられる病院を教えてくれたので、その一つ、赤嶺にある「那覇西

クリニック」に出向き、そして２０１４年６月２３日、甲状腺のエコー検査を

３才になった息子は受けました。結果は、「まったく異常なし」でホット胸を

なで下ろしました。しかし、その担当医の先生の態度といったらねひどいもの

でした。４０代のメガネの男の先生は、最初から呆れて椅子にふんぞり返るよ

うなかんじで、こんなことを話しました。「私も、私の子供も、震災当時は仙

台に住んでいたんですよ。でも今まで誰も周りに甲状腺異常なんてないし、そ

こまで危険ではありません。感情論に流されず、もっと科学的な考え方をしま

しょうよ」私は、自分からは多く語ってないのに、始めからこういう話をされ

たので、内心驚いてしまい、口惜しくもどかしい思いが残りました。その病院

では、それまでに原発事故の影響を気にしてきた人は誰もいなかったようです

。矢ヶ﨑先生の存在は、本当に我々の希望です。心より感謝しております。 
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 ２０１１年３月末に上京しました。上京後、放射能や食材が気になる反面、

仕事が忙しく、外食になる日々が多く続きました。症状が出てから不安が強く

なり沖縄に戻ることにしましたが、私は避難者になるのでしょうか。もしよろ

しければ教えて頂きたいです。 

健

康

安

心 

 

 私自身、去年の夏に甲状腺に結節が見つかり心配していましたが、伊藤さん

や矢ヶ﨑先生に相談にのっていただき安心しました。移住してもうすぐ３年に

なりますが、ようやく生活も落ち着いてきましたが、まだわからないことがあ

ったり、心配事があったりします。これから出来るだけ参加して勉強していき

たいと思っています。 

○ 一件の事例だが、３：１１を境に人生設計が狂わされてストレスを募らせて苦悩や不安に 陥る。

募る郷愁感。      

 原発は「未完の技術で異質の危険」なので、いったん事故が起きると過酷な大災害をもたらす。国と

電力会社、原発利益共同体は、安全神話をふりまき、国民を欺いてきた。原発事故による被災者や福島

県内外の避難者の心に寄り添えば、原発再稼働などとんでもないし、国民の生命や健康、生業、地域・

社会などを守るには、原発ゼロ社会の実現しかないだろう。 
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＜避難者の声＞ 

 いつもありがとうございます。家族が一緒に暮らせる日がくるのか不安です

。また、東北の親族の健康も心配しています。少しでも福島の状況が好転して

ほしいです。 

 原発事故が起こる前は、ＸＸで自営業をしておりました。（旦那）。海関係
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の仕事でもあったため、経営の悪化を想定し、仕事をやめ、収入は激減しまし

た。その後、子供の了解を得て、沖縄県に避難するが、これから先、生活設計

が立たず。避難して３年、父にまかせていた自営業でしたが、父も年齢的に仕

事がきつく、旦那だけＸＸに戻る事となりの二重生活で、先が見えません。 

子供達も避難生活が長くなるにつれ、沖縄での学校生活で友達もたくさんでき

、すっかり慣れてしまい、ＸＸに帰るにも離れづらい状況です。また、原発事

故も収束しておらず、放射能の影響による健康被害が心配なため、ｘｘには、

帰れる状況でもなさそうです。避難生活は長くなるにつれ、状況も変わったり

で、先が見えずの生活で不安があります。 

 原発事故後、息子、当時６才、２００５年９月２６日生まれが、異常行動を

おこし熱４０度近くの熱をⅠ年以上出し、のどに手をやり、身長がのびず、身

体をかうがり。２０１２年３月の小学校Ⅰ年生の時にはガリガリにやせて、２

０１２年６月には吐いて、たおれました。それ以降、行方不明になっています

。会えないのがつらいです。 

 沖縄にきて先日で丸３年経ちましたが、最初、こちらに来た時は３～５年で

ＸＸへ帰るつもりでいたが３年経って今の状態を見ると、５年経っても帰れそ

うにない。母親の私は、それなら沖縄で暮らしたいと思うが、父親はそう思っ

てないし、この先、経済制裁があるんじゃないかと不安。また、まったく先が

見えない。原発・放射能の話だけではなく今日の日本の状況、どこを見ても・

・・子供達に安住の地はあるのか、常に考える日々です。このようなアンケー

トをいただきありがとうございました。 矢ヶ﨑先生、いつもありがとうござ

います。 

 娘を、姉は息子たちを守りたい。その一心で沖縄に来ました。でも、ＸＸや

ＹＹに残っている方々（夫を含めて）は過剰反応だと思っています。色々な事

情で移住しなかった方、できなかった方、様々だと思いますが、正確な情報が

あれば避難者に対してもう少し気持ちが違っていたのでは？と思います。又、

何の情報を信じて良いか分からない現状で、離婚してまでここに住むべきなの

か、私が間違っていたと頭を下げるべきなのか・・・。判断できず、毎日考え

ています。沖縄での現在の生活に不満はありません。そばに夫がいてくれたら

・・・弟たちが理解してくれたら・・・夫実家が理解してくれたら・・・。 

 とにかく、パートナーに会えない。親友に会えないのはさびしいです。皆が

健やかでいて欲しいです。 

 父親に子供達を会わせてあげる時間を増やしたい。 

＜特徴＞   原発事故が人間関係を狂わしたのは大きい。特に家族分離は様々な問題を引き

起     こし深刻だ。 

＜コメント＞ 
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○ 人間関係の中で家族関係が基盤であるので、原発事故が家族関係に引き起こした弊害

は大きい。放射能汚染からみを守るために避難したが、次ぎのように様々な問題がある。

生業の破壊、夫婦別居、夫婦間での避難への理解の違い、特に父子分離は子どもにとって

は最悪だ。子どもは両親や親族の名かで育まれなければ健やかな人間形成ができない。幼

児期や思春期には父親の役割が大きいので、子どもと面会する回数を増やす必要がある。

そのためには、国や避難先の行政支援が不可欠である。 
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＜避難者の声＞  

 矢ヶ﨑先生はじめスタッフ、関係者の皆様、ご尽力ありがとうございます

。最近、ガイガーカウンターで沖縄各所を計測していますが、後々にこの沖

縄も数値が上がっている印象を受けます。物や人の移動も際限なく途方に暮

れる日々です。この沖縄でも敏感体質の私は、外食すると、放射能を感じる

事もあり、食の楽しみを完全に奪われた喪失感が大きいです。食の安全を考

えると旅行や遠足にも参加できなくなり子供が不憫です。 
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 私はとても恵まれていて、避難した沖縄ではとても親切にして頂いて、感

謝しています。それなので、書きたい事は、沖縄に対して、ではありません

。政府は危険だと分かっている原発を「何重にも守られているから安全だ」

と言い続け、結局は大事故が起きてしまい、そうしたら事故が起きた「理由

」や「理屈」や「原因」の話だけに終止し、汚染地域の人たちを助けず、汚

染の拡大も防ぎません。「完全に無策」の上に、拡大にまで手を貸している

と言わざるを得ません。子供達が原発事故由来のヨウ素によると思われる甲

状腺の病気。特に「甲状腺ガン」になっても、「福島原発事故とは関係ない

」と言います。私の父は、胃ガンになった事があります。運よく、有名な大

病院の経験豊富な執刀医の方に手術して頂ける事になり、手術は成功しまし

た。その時、その執刀医の先生に、「父が胃がんになった原因はなんでしょ

うか？父はタバコも吸いません、お酒も大して飲みません。発がん性物質が

多い場所で働いた事もありません。また、ガンの部位を病理学的に調べて頂

いて、そこから原因は特定できないでしょうか？」と伺いました。先生は、

「ガンの原因はわからないんです。これ、と特定できることは滅多にないん

です」とおっしゃいました。それなのに、何故「福島の子供達が以前よりも

多く甲状腺ガンになっているのは福島原発の事故とは関係ない」と言い切れ

るでしょうか？そもそもガンは原因を見極める事が難しい病気なのに、何故

、すぐに、原発事故からの放射能汚染とは因果関係が無い、と断言できるの

でしょうか？詭弁の為の科学ならば、即刻やめてしまうべきです。そして、

政府に対してもそうですが、こんな簡単なウソに、多くの人達に気づいて頂

きたいです。御自身を最も大切にして頂きたいです。それは「自分の都合だ

けで行動する」ということとは違います。もし、自分の身を汚染から守り、



９５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供を汚染から守れば、その子供が未だ出会っていない将来の配偶者の身を

守る事になり、孫も守れます。汚染から自分の身だけでも守らなければ、ひ

と様を不幸にしてしまうかもしれないのです。 

    ＸＸでは安定した暮らしをしていたので、いきなり生活が激変して戸惑い

、それは今も続いています。お墓をどうするのかと思いました。３年すぎて

ようやく、この島の土に還える決心がつきました。沖縄、大好きです。被曝

しているので、健康など不安はありますが、この時代に生まれためぐり合わ

せ、仕方ないです。あとは、とりあえず戦争さえ起きなければ。沖縄が平和

であってほしい。政府の沖縄に対するやり方に、情けなさを感じます。それ

がいま最大のストレス。 

原 

発

 

事

 

故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 

へ 

の 

不 

信 

・ 

不 

満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棄

  

民 

政 

策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今度の原発事故を経験して、あらためて日本の先の戦争・公害時における

官僚、一部の権威者等の対応に共通しているものをまさに実感いたしました

。これらの勢力にだまされないよう、賢くなることが大事であることを身を

以て感じたはずであるが、避難元では帰省する度に忘れられていくようで残

念である。そのことが故郷に対する愛着とないまぜになって苦しい。沖縄で

は公的支援ばかりでなく、多くの人々に温かく接していただき感謝していま

す。できますならば、被曝の影響を（一部の御用学者の影響から独立して）

長期に渡り、診察、相談できるよう沖縄で確立していただくことをお願い申

し上げます。 

 土地－山林・畑・田・家族・友人・仕事をたくさんＸＸに残して来たまま

です。沖縄へ避難した後のローンの返済、住所の変更等の諸手続き、避難場

所が転々と変わったためのストレス、仕事さがし、家族や友人との心の行き

違い、ＰＴＳＤの娘の看病をし、自分で自分の看病をし大変な大変な４年間

でした。 

それでもいつも絶望せずにきちんと立ち直ってきたのは周囲の方たち（家族

、沖縄の避難仲間、共にたたかってくれて、支えてくれている沖縄の方たち

・・・）のおかげだと思っています。人生の価値観も生き方もこの４年間で

かなり変化しました。もともと、物に対する執着はうすい方でしたがこれま

での人生で築き上げてきたもの一切（家・仕事・人間関係・・・）を自分の

意思ではなく避難という形で失いました。後悔はしていませんが・・・。特

に新築したばかりの店については息子と折り合いがつかず（お母さんは大切

な仕事を放棄して逃げた）という非難を受け、店のお客様からもいつ再開す

るのかという問い合わせがたびたびあり、その都度心は痛みました。今はお

互いの選択を尊重し合う関係になりましたが、私のようなつらい思いをたく

さんの方たちが背負っていますね。今回のことではっきりしたのは国の棄民

政策、経済最優先で国民の命と暮らしを守らない政府。これだけの大事故を
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放置して原発再稼働、民意を無視した辺野古埋め立てと基地建設・・・草の

根運動で変えていかなければと思います。 

 この度の原発事故が起きる前には、決して重大事故は日本では起こりえな

いと声高に原子力を推進する人々は主張し、事故を未然に防ぐための対策を

積極的にサボタージュしました。起きるはずのなかった事故が起きてしまっ

た今、今度は放射能は恐くない、もしくは正しく恐がろうと訳のわからない

ことを言い出しました。新たな神話作りにとても熱心に取り組んでおられる

ようですが、私たちにはもう気休めは結構です。それよりも、その正しく恐

がるということはどういう風に生活することなのか実際に身を呈して見せて

頂きたいのです 

今、帰還を進めている場所に家族と一緒に住み、その土地で獲れた物を食べ

、除線作業に従事し、廃炉作業の現場で汗を流し、放射性廃棄物を自分で引

き受けることです。私たちに押し付けるのではなく、自ら引き受けるのです

。 

ｘｘ会の迷走が大変気がかりです。以前から権力寄りな姿勢がありました

が、結局は今の暮らしが楽しくなるなら、あと１年で打ち切られても仕方

ないよねという刹那的思考で何十年何百年と闘わなければならない放射

能問題に対し、大変無力であることが露呈されました。政府・行政は切り

捨てることしか考えていないのはオリンピック行政を見れば明らかです。

この無慈悲な権力と寄り添って問題を解決していくことは不可能です。ｙ

ｙはこれからも毅然とした態度で行政と交渉していくことを確認したい

と思います。 

先にも触れましたが、今借り上げが延期になったことを受け、私の転居に

は異議があり、現在の転居は無効であり、再度キチンとした条件に合った

住居を探すことを許可するよう県に要請しています。契約時何度も確認し

た住居の精細が虚偽の疑いがあるのです。床の厚さ２０センチを条件にし

てあります。と回答を受けたのに実際住んでみるととても２００ｍｍの居

室ではないことが実感としてわかりました ←生活騒音がひどすぎる 

図面を請求しても見当たらないとしか言いません。そんな経緯で今交渉中

です。 
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 放射能をあまくみないで。これから本当にこわい。子供達１００万人死ぬ

。でもまだ日本人はわかっていない。何万年も消えない。それでもまだ原発

をやろうとしている。自分で自分の首をしめている。バカな国民。日本をす

ててどこか遠い所に行きたい。勝手にやって金・金ばかり。命はいらない。

なさけない。神は日本をすてた。子供の未来はない。 

 生活の中で、不安で外に出られなくなった現実に、言葉にならない恐怖と
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ショック、絶望感でいっぱいだった。水・土・空気が汚れてしまった、とい

う感覚を自分の中で伏せておくことは、子に対して生活の中で、不安で外に

出られなくなった現実に、言葉にならない恐怖とショック、絶望感でいっぱ

いだった。 

水・土・空気が汚れてしまった、という感覚を自分の中で伏せておくことは

、子に対してどう弁償したらいいのか、と思ったとき、県外避難しか道がな

かった。この状況を二度と起こさない様、原発を無くして欲しい、と切に願

います。私たちは今、便利な生活を手に入れた反面、自然に逆らうリズムが

普通になって、人が自然と共存することを忘れてしまったような気がする。

家族は近くで一緒に暮らしたいと思う。しかし、子の将来を思うと、安全な

空気、自然と共に生きて欲しい、と言う思いの方が強い。この思いを軸に、

今はこちらでの生活に慣れてきた。時の経つのが早く感じる。今後の不安は

、子と自分の健康状態。検診の補助があってほしい。原発の不安もあるので

、みんなが安心して生活できる環境になってほしい。 

 福島県に原発さえなければ、こんなことにはならなかった。 

＜特徴＞   今の原発技術は、本質的に未完であるため、放射性物質が原子炉外部に放たれ

た     回収できない。そのことで異質の危険を引き起こし、健康面、人生設計、生

活に大きな影響が出ていることを表している。                   

      ＜コメント＞ 

○ 「福島県に原発さえなければ、こんなことにならなかった。」のフレーズは全避難者

の声である。原発即時ゼロ社会の構築しエネルギーは再生可能な自然エネルギーに転換す

ることが急務であろう。 
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 全体的に国の支援が甘い！もっと厚く、積極的に県外避難者への支援をす

る事を望む。天災であれ人災であれ原子炉事故は、国が責任を持つべき事な

ので、国が全面に立って事業を展開するのが当然と思っています。県外避難

者を帰還させたいなら復興住宅と仕事を用意しなければ帰られる訳がない。 
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 福島でも地域によって、支援がある、ない、関東からはもちろん無しです

が、生活に苦しんでいる方々へ行かず、公の県、国のお金が、どのように、

どうつかわれているのか、これがオープンになる日が来るように、と願って

います。 

＜特徴＞  原発事故の責任が東電や国にあるのにもかかわらず、被災者や避難者への支援

が貧弱で    ある。そのために、避難者が健康不安、家族離散、金銭苦、生活苦等で
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＜コメント＞ 

○ 東電や国は被災者は無論のこと福島県内外の避難者へも手厚い支援をする責任がある

。各地方自治体にも可能な限りの支援策を要望する。 
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 福島産の米を止めて欲しい。基準値以下の米だとしても基準そのものが高

い。年間６、０００ｔくらいだと思うがスーパーでは余り見かけないので、

おそらく外食産業に回っているのでしょう。外食の値段が安いのであながち

的はずれな見解ではないと思います。私は沖縄では米飯の外食は避けていま

す。 

安

心

感 

 とにかく日本にいる以上、食生活に気を付けたいです。沖縄でもっと快適

に過ごしたいです。 
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 お話したいことは沢山あります。ここ最近一番困難に感じることは、やは

り金銭的なところです。（そればかりですみません・・・）移住前、私はＶ

Ｖ職員でした。その中で学んでいた知識から現況の危うさに気づき、移住に

踏み切りました。公務員、公安職でしたので、給料は悪くなかったので、今

、その反動で苦しんでいます。沖縄だからといって特別、物価が安く感じる

事もなく、ましてや放射能や化学物質、添加物等を気にしての買い物だと、

自然と値段も上がります。又、就職先を探すにあたり、賃金の安さもネック

になりました。それなら、自分で安心できるものを作ってしまおうと思い、

農家さんの手伝いをし、そのまま雇用してもらえるようになりました。しか

し、国や人々を支えるはずの一次産業が、低賃金、など蔑ろにされているこ

とに、自分が農業に携わるようになり、初めて、気づきました。勤務先の状

況にも左右されると思いますが、私の収入は移住前に比べると、１／２～１

／３になっています。ただ、現在の仕事には非常にやりがいを感じています

。無農薬はもちろん、化学肥料、動物性肥料もほとんど使わない農法で作っ

ている為です。代表も私と同じ年で、安全なモノ作りをしたい、子供に安全

なモノをという思いで作ってる若い農家です。そんな彼ですら、経営の維持

の為、仕方なく一箇所の畑のみ慣行栽培に切り替えました。苦渋の決断だっ

たと思います。どうか、こういう思いで農業に携わっている人間が居る事、

又、僕等のような若い農家が潰れないように、広めて忘れずに、応援してい

ただければと思います。（何らかの形で）忙しさを言い訳にはしませんが、

ゆっくりと書く時間もなく、まとまりのない文章になってしまいました。申

し訳ございません。日々、考えていることはまだまだ沢山あるのですが、全

くまとまらないので、この辺で。元ＶＶなので、災害時対応（放射能災害）

などの知識もあります。矢ヶ﨑先生のお役に立てそうなことがあればご連絡
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下さい。又、講演の予定等ございましたら、そちらもお教え下さい。長文、

駄文、失礼致しました。 
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 避難してきてもうすぐ４年になるが今が一番苦しい。定職について、安定

した生活を送りたい。子供たちの不安な気持ちをどうしたら落ち着かせられ

るのか・・・今が一番苦しい 
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 福島原発が爆発し、放射能が飛散し、命の危険を感じながら子供の賛同が

得られず、半年悩み続けましたが、福島民報新聞の放射能分布マップで、私

の居住地がＸＸ市の中で唯一濃度が高くなっているのを見て、以前から高い

といわれていましたけど、やはり記録として目の当たりにして、泣きじゃく

る子供を強引に連れて沖縄に避難しました。生活があり、私はＸＸに残るこ

とを決めました。だが、妻や子供には不自由な思いをさせました。ホテル生

活からの第一歩でしたが、その中で住居などを歩いて探す日々が続きました

。自主避難という原発に関する支援が全くない中で、命の危険があったから

出来た事だと今になって振り返っています。ＸＸの高校からはカリキュラム

が違うので戻ってきても受け入れることは出来ませんと言われましたので高

校卒業までは戻れない覚悟でしたが、沖縄の高校は受け入れの前提で本当に

一生懸命でした。この地で頑張ろうと本気で思い、今に至っています。前項

に少し書きましたが、内地の子は少ないので、悪気はないのですが、どうし

ても話題になる時があります。子供はＸＸ出身を秘密にしているようで、そ

の都度、つらい思いをしているようです。長女は高校卒業をして住民票を那

覇ＯＯに移しましたが、二女はまだ高校生なので本人はどうしても住民票を

映したいと言いますが、足の手術を勧められている今、住民票を移してしま

いますとＸＸ市の医療補助が打ち切りになるという事で、私は移すことが出

来ません。なぜ同じ年齢でも原発当時の居住地であるも関わらず、住民票を

移すと補助が得られないのか分かりません。長女は受験までの日数が少なか

ったので沖縄で大学に進学しました。選択肢が少なく、可哀想なことをしま

した。それともう一つ、ＸＸ出身という事がずっとついて回り、協力的な沖

縄社会であってもやはり肩身の狭い生活が続きます。二女は沖縄で高校に進

学し、将来を考える時間があった為か、他県への大学進学を希望しています

。他県へ進学すれば沖縄出身という事でＸＸを表に出さずにすむ、と考えて

いるようです。唯、そうなれば、三重生活となり、経済的に破綻するのは必

至で、そうでなくても支援の打ち切りが聞こえる昨今、是非とも、自分の責

任ではなく命の危険の為に避難した家族への更なる支援をお願いしたく思い

ます。 
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 戻りたいけど戻りたくない。みんな逃げて欲しい、けれど関係はくずした

くない。じっさいの影響についての確信もなく、子供の将来、健康、自分が

あと何年元気で子供を支えていけるのか、不安はつきません。 

教
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境

へ

の

不
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 ＸＸ県で家を建て、そこから景色をながめていた時、このままここでゆっ

くりと年を重ねていくのだろうと考えていました。しかし、３・１１以降は

全てが変わってしまいました。確かに家もまだきちんと残っていますし、向

こうで普通に暮らしている人はたくさんいます。私はかなりの変人なのだろ

うといつも感じています。沖縄の人から見てもどうして帰らないのかなとも

思えるでしょう。みんな４年の間に何となく子どもも成長し、中学校以降は

どうするのか、毎日色々と思い悩んでいます。夫は帰ってきてほしい様子で

すが、ＸＸに戻れるとはとても思えませんし、残念なことですが沖縄では大

学進学率なども低いですし、教育の環境をどう整えるかが今後の課題です。

そのためにも、安定した職を得たいのですが、まだ、不安定な職業のままで

、経済的に悩みはつきません。 

＜特徴＞  原発事故による避難で多重生活を強いられたり、子どもの健康不安に陥ったり

、父子分    離のため子育てや教育に困難を感じたり、不安定な職業での生活苦に苦

悩している。又、沖縄の大学進学率の低さにも悩んでいる。 

＜コメント＞ 

○ 多重生活（三重生活）や子どもの健康問題、父子分離、子育て教育問題、職業の問題な

どは原発事故がなければなかったことである。東電と国の責任はあまりにも大きく福島県内

外の避難者に対して手厚い支援が求められる。 

＜全体の特徴＞ 原発事故は、他の事故にはみられない異質の危険があることをあることが

、今回       の原発事故避難者アンケートで浮き彫りになった。 

＜コメントのまとめ＞ 

 １３「自由記述」の各設問のコメントを簡単にまとめると、下記のようになる。 

○  家族離散が深刻。祖父母、親子、友人等と繋がりの切断。 

○  家族離散の最悪のケース。わが子の命と健康のために必死に沖縄に避難したが、父親や

友 達と引き離し、様々な我慢を子へ強いる母親の自責の念は深刻。 

○ 放射線汚染に脅える暮らし。わが子の不憫に喪失感。 

○  棄民政策への怒り。国や東電や原発利益共同体の「安全神話」への怒り。 

○  全原発廃止要求。「福島に原発さえなければ」のフレーズは避難者の声の象徴。 

○  国に避難者への全面支援は当然の責務。充実した支援策要求。 

○  雛難地域を問わない支援策の渇望。 

○  ２人の母親の共通点は事故と病気の関係｡１人は沖縄の病院での対応に不信｡ 
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○  仕事のために上京。多忙のために外食が多く内部被曝の心配｡ 

○  移住して３年が過ぎ、健康面で安心感を覚える日々を享受。 

○  食品の安全性に不安生活。又、両親と孫が離散する不条理を問うている。 

○ 食品の安全性に配慮。前向きに楽しく生活する生き方。 

○  専門職から慣れない農家の仕事に転職。劣悪な労働環境や低賃金に喘えぐ。他の母親

は子どもと避難し苦闘の毎日。苦悩の一番は金銭問題が深刻。 

○  避難して４年になるが、未だに定職に就けず苦しい生活。 

○  子どもの進学ため家族が３分割。自主避難者への支援を渇望。 

○  子どもの将来や健康の確保に苦悩。自分自信の健康不安。 

○  ３：１１後の生活の急変の中、賢明に生きる母子。沖縄の大学進学率の低さなどの教育

環 境整備を要求。又、不安定な職業に不安はつきない。父親は仕事で別居。 

○ 原発からの放射性物質汚染の解決が何百年単位の問題であり、福島県及び近隣県の放

射性物質汚染も解決には相当の時間がかかるのに、政府の棄民政策に向き合おうとしない

「避難者の会」に「仲良しクラブ」から「政府・行政に避難者の救済を求める運動体」へ

の転換を呼びかけている。そのような中、核のゴミの最終処分が決まる見通しもない。さ

らに、現在の科学技術で は原子力がコントロールできず原発は未完の技術であるのに、

政府が鹿児島県の川内原発を再稼働させる暴挙に至ったことは、決して許されない。その

ような思いを感じさせる回答例だ。 

 結論としては、①被害者同士で反目し合ってはならない。汚染地域に居る住民も避難者も

汚染の薄い地域の住民も、ともに放射線からの防護をしなければならない。命を守るという

人格権を破壊している政府の棄民政策にすべての苦難の原因があることに目を向けなくて

はいけないでしょう。②人類と原発は共存してはいけないということである。原発は未完の

技術で現在の科学技術ではコントロールができない。異質の危険、核のゴミの最終処分場も

未定など原発は早急に廃炉にし、再生可能な自然エネルギー社会の構築が求められる。その

実現は国民１人１人の運動にかかっている。 
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まとめ 

放射能さえなければ、避難することは無く、安定した生活を故郷で過ごしていられた

方々へのアンケート調査を行いました。 

アンケートの結果は、避難される前の生活と比較すると、沖縄生活のほとんどすべて

が離れざるを得なかった故郷での生活には及ばないことがはっきりしました。福島県以

外から避難した人々は、移転することも、沖縄での生活も、地域に溶け込むことも、医

療も、全てにおいて「自力」で行うことが建前とされています。福島からの方は住宅が

支給される支援があるとはいえ同様の状態です。多数の方が孤立感あふれて生活する姿

も浮かび上がります。避難者の皆さんは放射能から命を守ることを最優先に、現実生活

の厳しさに耐え、我慢し、命を守ることを貫きたいと願っています。そして沖縄の温か

い人々に触れ、暮らしやすい気候に触れ、沖縄に深い感謝の念をもって生活しておりま

す。沖縄独自の支援であるニライカナイカードも受給されている方は深く感謝していま

す。 

アンケートの特徴 

１． 大半の家族が子どもの安全を第一優先にして避難しました。しかし、育児、学

校教育が順調であるとは限りません。生活の苦しさはほとんどすべての家族に伴っ

ています。 

２． 夫婦分離して避難した何組かのカップルが離婚をやむなくしました。それに近

い状況に苦しむ家庭も多くあります。幼い命を自らの命をどう守るのか、双方の苦

悩は計り知れないものです。 

 育児についての安定した環境が得られない家族が多く見られます。育児の環境確

保ができるかできないかは、就労にも、家庭生活にも、精神的にも影響を与えてい

ます。 

主として父子が分離している２重生活は育児にも教育にも、家庭のあらゆる面に影

響しています。 

３． 安定した収入が得られているかどうかにも非常に厳しい現実があります。かな

りの家族が預貯金を食いつぶして食いつないでいます。仕事を確保することが必須

ですが、思うような仕事が得られない、望んでいる就労条件の仕事が見つからない

という訴えが悲痛です。 

４． 家賃が高くて将来の設計がおぼつかない状況が、あらゆるところに不安として

にじみ出ています。住宅が狭く、伸び伸びと生活できないのは毎日の生活を暗いも

のにしています。 

５． 健康被害は多種多様で、深刻です。日常生活の中に重い影響を与えている反面、

沖縄への避難で回復しあるいは症状が軽減しています。福島に現れた多数の「小児

甲状腺がん」が、政治的キャンペーンとして「放射能事故には関係ない」とまず結
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論付けられています。東日本からの避難者の健康被害がどのような扱いを受けたか

想像してみてください。 

６． 引っ越しの費用は想像以上に高く、補てんが効く可能性のある福島県以外は基

本的には全て自己負担であり、避難生活の家計に重くのしかかっている状況です。 

７． 多くの家族が沖縄の人情の温かさや気候の暮らしやすさなどを避難生活の励

みと受け止め、前向きに困難を生き抜こうとしています。 

 

全般的位置づけ 

政府の指示した避難規準はチェルノブイリ基準の２０倍に及びます。実態は被曝を市

民に強制するもので、市民は健康と生活と保護されるべき人格権のあらゆる面で切り捨

てられている絶望感・断絶感はぬぐえません。 

チェルノブイリ周辺３か国では「年間１ｍＳｖ」と、法律に掲げてある被曝基準に忠

実に住民を保護しました。１ｍＳｖ以上のところは「危険ですよ」と住民に知らせ、移

住するかどうかは住民個々の判断にゆだねました。そして年間５ｍＳｖ以上のところで

は「住み続けてはいけません。生産活動もいけません」としました。 

日本政府はどうしたでしょう？ 避難規準を２０ｍＳｖとし、それ以下では「安全であ

る」の大合唱をいたしました。法律上での「年間１ｍSv 以下」の規準はどうなったの

でしょう？住民の命を大切にする住民本位の政治かそうでないか違いを痛感します。こ

れほどまでに行政が住民を捨て、愚民化する姿勢の違いはどこから出てくるのでしょ

う？また、住民の姿勢の違いはどうなのでしょうか？ 

 東電と政府は安全論を大合唱させるとともに、自主避難の方は「放射能の知識が無く、

放射能恐怖症だ」という見方を示しました。事実を忠実に伝えるのではなく、民主主義

国家の「個の尊厳」の基本を投げ捨て、住民を犠牲とする被曝を強制するものではなか

ったでしょうか？ 

そんな中で片方の被害者が他方の被害者を反目するという事態も生じています。避難

していた方が帰郷すると「あんたは私たちも故郷も捨てて逃げたのだ」と非難されたと

いう話をたくさん耳にします。汚染地帯で生産活動を続けざるを得ない農家の皆さんは、

汚染があることを承知で生産物を「売らなければ食っていけない」状態に陥れられてい

ます。それがどれほど人間としての尊厳を傷つるか計り知れません。方や、消費者が汚

染を避け、自己を護るための食選びを「風評被害」、「人道に反する行為」とするキャン

ペーンも継続しています。誰が加害者で誰が被害者なのでしょうか？当たり前のことを

当たり前に考え話し合い、道理に合った処遇を求める視点が必要です。分断は加害者の

思うつぼです。加害者が曖昧のままに被曝だけが強制される事態を社会が受け入れてい

いものでしょうか？事故周辺地域では高い放射能汚染地域に居住することをやむを得

ないと受け入れるのか、「避難は自己責任」と被害者側の過剰防衛とされるのか、日本

中が食を通じての内部被曝を「強制」されてしまうのか、「当たり前」の原点を見失っ
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てはならないと思います。 

被害者同士手を携えて、チェルノブイリ並の規準で住民の命を守るのを最優先にする

政治を作るのか？主権在民の名に恥じない一人一人が大切にされる社会をつくるの

か？私どもの生き方にゆだねられます。 

問題の核心は私たちの人格権をどう守るか？汚染地に留まる住民も避難者もまた、汚

染の少ないところに生きる住民も、同じ公害にあえぐ被害者です。  

 健康被害に関しても言及せざるを得ません。チェルノブイリの被害は５年過ぎたころ

から明瞭に現れ始め、２９年過ぎた現在では、あらゆる分野で深刻な健康被害が認めら

れるところとなっています。原爆被爆者の発がん率は６０年経過したころから急激に日

本国民水準をはるかに凌駕し始めました。福島県・茨城県・宮城県・岩手県の自然流産

数は３．１１以前と比べて１３％も増加しています。将来、国の主人公になるべき赤ち

ゃんがお母さんのおなかの中で命を落としているのです。避難者の体験を通じても「健

康への具体的影響」は歴然です。 

このような中で、避難者の「犠牲を払ってでも」子どもの幼い命を守るのは親の責任、

自らの命を守るのは自らの責任、として決断した行動は、判断する主権者として、個の

尊厳を守るべき主権者としては、心地よいさわやかなものです。しかし、生きる権利の

現実、健康を守る権利の現実は、非情にして苛酷です。 

子育て・教育について 

 多くの避難者が教育問題に大きな関心を持っています。要は、「人道に基づいた視点

で科学的に物事をはっきり見ることができ、一人一人が大切にされる社会のために自ら

の判断と行動ができる「主権者」に育てる」には何が大切かということではないでしょ

うか。学習する生徒が納得した知識でないと決して生徒が身に着けるべき生きた知恵に

はなりません。学ぶことは精神活動ですから、はつらつと心が解き放たれる環境でない

と学習力が発揮できません。この原理を妨げる「教育」が多すぎます。例えば、全国学

力テストは最悪の一例です。その結果は、算数Ａを例にとると以下のようなものです。 

 

 

国立教育政策研究所： https://www.nier.go.jp/15chousakekkahoukoku/factsheet/prefecture/

      

全国横一線に並び、点の開きは数点以内です。「みんなよく勉強しているね！」とほめ
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てあげるべき成績です。これに順位付けして競争的環境を保つこと自体が如何に愚かな

ことか計り知れません。どれほど生徒の自発的学習を破壊するのかは、教育現場の学力

テスト対応を見れば一目瞭然です。授業を割愛、行事を縮小、廃止、家庭訪問の廃止等を

して、その時間に、過去問などのドリル学習対策をする。順位付けは真の教育を破壊して

います。そればかりでなく従属的精神を植え付ける効果が懸念されます。 

国連「子どもの権利委員会」は日本の教育の競争的環境等について何度となく勧告を

行っています。その中の競争的環境改善についての勧告の１例を見ますと、 

（１９９８年）教育  

２２．識字率がきわめて高いことに表れている通り締約国が教育を重視していることに

留意しながらも、委員会は、競争が激しい教育制度のストレスにさらされ、かつその結

果として余暇、運動および休息の時間が得られないために子どもたちの間で発達障害が

生じていることを、条約の原則および規定、とくに第３条、第６条、第１２条、第２９

条および第３１条に照らして懸念する。委員会はさらに、学校忌避の事例が相当数にの

ぼることを懸念するものである。 ・・・・ 

（２００４年）教育、余暇および文化的活動  

４９．委員会は、・・・・以下の点について懸念するものである。  

(a) 教育制度の過度に競争的な性質によって、子どもの身体的および精神的健康に悪影

響が生じ、かつ子どもが最大限可能なまで発達することが阻害されていること。  

(b) 高等教育進学のための過度な競争のため、学校における公教育が、貧しい家庭出身

の子どもには負担できない私的教育によって補完されなければならないこと。  

(c) 学校における子どもの問題および紛争に関して、親と教職員とのコミュニケーショ

ンおよび協力がきわめて限られていること。 ・・・・・ 

このように日本の教育環境は大きな問題点を抱えていることが指摘されています。避

難者の方が適切な教育視点を持ちつつ、困難にめげず、未来の主人公たちを逞しく育て

ることを希望いたします。 

避難者を巡る企業利益と国の都合を優先する政治は、戦争法（安保法制）、ＴＰＰ、

消費税増税、辺野古米軍新基地建設、原発再稼働等の全てと合い通じて共通です。政治

の視点を一人一人の人格権を護る政治に改める視点を持つべきではないかと思います。 

ここ沖縄では、沖縄への市民として迎える諸事業が必要であるように思います。「一

人は万人のために、万人は一人のために」。避難された方を「沖縄を選んだ同胞」とし

て受け止める諸活動をともに進めようではありませんか。 

 

追記：記述式でお書きいただいた回答は、リアルに避難者の声や状況を報告するために、

可能な限りそのお書きいただいたままの文章を御紹介いたしました。その際、回答者の

方々のプライバシーを守るために、出身地、居住地や記述者が特定できることがらを避

け、伏字とさせていただきました。ご容赦ください。 
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ご協力御礼 

福島県内から避難された方々は、ある程度実態を把握されています。しかし自治体は

プライバシーを守ることが大変重要で、結局市民レベルのアンケートを名簿に基づいて

自治体が紹介してくださるということは、本人の承諾が無い限りしてはならないことに

なります。ただ例外として 1 件の懇切丁寧なご協力がありました。 

それは南風原町の大城つよし町議さんがアンケートに共鳴してくださいまして、町の

住民環境課の課長さんにご相談し、課長さんが総務部長さんの許可を取り、一人一人に

電話をしてくださいまして避難者の同意を確認していただきました。そして、同意して

くださった方をアンケート委員会にご紹介してくださいました。深く感謝申し上げます。 

アンケート用紙の避難者の方への届け方は、避難者の方とつながっている方、知人の

方から手渡ししていただく以外に方法が無く、困難を極めました。しかし多くの方々の

ご協力を得て、94 家族、264 人の方々をカバーするご回答を得ました。 

ご協力いただいた食堂、商店、農園、団体等は、以下のとおりです。 

・がじゅまるガーデン ・浮島ガーデン ・卓球カフェ ダッシュ ・泊 はるラボ 

・遠藤珈琲 ・畑の学校 ・今帰仁ハルサー片岡農園 ・シールズ（天然アロマオイル） 

・タミィズキッチン（2015 年 7 月営業終了） ・でちびか・こばやし・ぱるず 

・パーラーポカポカ オキナワ ・いれい はりきゅう院 ・ジャンガラ会  

・ふちゅくるん ・石垣チムククル・沖縄民間教育研究所・沖縄県子ども総合研究所 

・生活と健康を守る会・新日本婦人の会・つなごう命の会 

このほかに個人的にさまざまにご尽力いただいた方々がたくさんいます。直接品者の方

に手渡す、商店などに仲介を依頼する、電話かけをする、回答をデータとして整理する、

等々を行っていただきました。 

さらに多くの方からご寄付をいただきました。 

ご協力いただいた方々にここに深く御礼申し上げます。 

末筆となりましたが、ご回答いただきました避難者の方に深く御礼申し上げます。 

 

２０１５年１０月２１日 

放射能事故避難者アンケート委員会 

    伊礼一美、内間清晴、黒潮武敬、長谷暢、 

矢ヶ崎克馬 

    連絡先 矢ヶ崎克馬 

    〒903-0116  沖縄県中頭郡西原町字幸地 586-8 

    イーメイル yagasaki888@gmail.com 

    電話     080 3187 5551 
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